









































永えい遠えんに幸しあわせになる方ほう法ほう、見みつけました…が。




～わたしたちはゼツボウのゆめを見る～
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　規則ルールと質問クイズ







【エルズーリー・フレイダ】ヒト時間換算＝西暦２０００年代／場所不明




　ルールは簡単です。とても単純明快なんです。

《正しい手順で一言一句、間違えないで唱えてください》この１つが絶対規則。基本的にはただひとつのルール。付帯事項がたくさん絡みついて、２匹の蛇模様みたいになっているのは、ただの偶然です。

《準備はいいですか？　覚悟できてますか？》あなたたちが、この物モノ語ガタリを受け入れる猶予時間を与えます。ヒト時間に換算すると、あっという間かも。たぶん。

《間違えたら、わかりますよね？》と言っても、ヒトには難しいかしら？　永遠に循環して、結局、最後には総量ゼロになる、「生命原理」の規則ルールを覚悟することは、そんなには単純ではないかしら？

　砂浜に流れ着いてしまった私は、強い「ウィッチクラフト」つまり「魔法」をくくったガラス瓶に詰めこまれている。

　ここは、私が長い時間を暮らした場所とは違う。なんだか、ものすごく遠くまで運ばれてきてしまったらしい。と言っても、私はなにかに「乗って」移動することで、世界中をぐるり、ほとんど１周くらい廻まわってきた。今に始まったことではないんです。

　名前だって、ものすごく変化してきた。

　産まれた土地では、ただ「ヴォドーヌ」と呼ばれていた。固有の名前はない。ただの、ヴォドーヌの精霊。それから海を半周ほど、囚とらわれの崇拝者たちに「乗って」渡り、「ブラック・マリア」なんて呼ばれたこともある。

　この呼び名は、あまり好きじゃなかったので、誰かが別の呪じゆ文もんでくくってくれるのを期待していた。一番のお気に入りの名前は、エルズーリー・フレイダ。女神エルズーリー。Ｅｒ、Ｚｕ、Ｌｉｅ、舌の上で転がる響きが良くて、今ではしっくりと馴な染じんでいる。

　南の楽園から、ゼツボウの満ちた囚われの国から、私は流れ着いてきた。強い呪文でくくられて、砂浜に流れ着いたその時から、新しいブードゥー・ゲームを開催しなければいけないと、理解してしまったんです。

　なぜかって？　どうしてそんな簡単なことが、ヒトにはわからないのかしら。

　みんなが望むから。囚われ人を、買いたいヒトたちがいるんです。囚われ人を、売りたいヒトたちがいるんです。需要と供給のバランス。永遠に循環して、結局はゼロに戻ってくる、という生命原理は、こんなところにも表れているんです。たぶん。（人間のことは、実はよくわかっていない。彼らが本当に欲しいのは、自由？　それとも自由にできるもの？　矛盾ばかりで不思議です）

　強い「乗られ手」が、弱い「乗られ手」を喰くらって、まばたきする程度の時間、ほんのひとときの楽園を手に入れる。どっちにしても、私たちから見ればどっちも同じ「乗られ手」で、私たちは彼らに「乗る」、だから神様と呼ばれるらしい。

　実際のところ、カタチはどんなヒトでも一緒。真っ赤な血が、とっても脆もろい容いれ物の中に詰まっていて、ココロというものが存在する。ココロの中ではいろいろな生命反応が起こっているのだけれど、私たちにヒトのような「食べ物」があるとしたら、ココロの起こす生命反応。私たちの仲間はみんな、それぞれに大好きな嗜し好こう品があるんです。

　特に私が陶酔してしまう味覚は、真っ赤なワインのように甘やかな、月星隠れた真っ暗闇味、ゼツボウ味の「いのり」の心──。

　あらゆる望みがなくなって、容れ物の一部が壊れてしまって、ワタシを助けて！　ダレカの命を助けて！　そんなふうに、私たちに祈りのココロをこぼしてよこす生命反応は、ものすごく素敵な、芳香と甘味を漂わせるんです。

　キレイに透き通った、お気に入りのグラスに流しこんで、香りを嗅かいで、舌の上で思うさま転がして味わいたい。そういうの、わかるかしら？




　今日もまた、鉄格子の向こうに、ふたりの人が横たわっている。

　ここは呪文でくくられた、墓地空間。たまたま、街の中にそんな場所が出現した。

　私たちにとっては偶然だけれど、彼らヒトにとっては必然かも。規則ルールどおり。正しい手順を守って、正しい道筋をたどったから、私＝エルズーリー・フレイダと、彼＝バロン・サムディが対面している。

　人間ふたりくらい楽に乗せられるような、巨大な棺かん桶おけがテーブル代わり。

　私と彼は「乗り手」で代理だから、「乗られ手」である別のふたりの人間たちが、ほとんど１５０年ぶりに再開したブードゥー・ゲームを愉たのしんでいる。ベットされる賭かけ金は、彼らヒトの寿命。

　私たちはとても親切で、神様と崇あがめられているので、人間たちが一番わかりやすいカタチで、目に見えるようにしてあげる。「命」の可視化です。

　つまり、ぐるぐる廻る炎の輪です。天使が頭の上に乗せている、あの光輪ハロウのように。

　小さな炎ひとつで、寿命１年ぶん。瀕ひん死しの恋人を助けたい女性は、ヒト時間換算で20歳くらいだろう。残り寿命の炎が65個。ぐるぐる、キレイな髪の毛の上を廻っている。

　対面している反対側の男性は、難病で死にかけた娘を助けたい、と願っている。彼の寿命は、ヒト時間換算で40歳くらい。だから、残り30個くらい。整髪料で固めた髪の上で回転している。

　炎の数は、ブードゥー・ゲームの対戦者どうしで、ちょっとした差があると思う。もちろん「乗り手」である私たちには、関係のない微差だけれども。

　不思議なことに、こっそりと開催されているこの秘密のゲームを、誰かがのぞきこんでいる気がした。４人の少年と少女たち。まあ、そういうの、どうでもいいのだけれど。ちょっぴり羽虫が紛れこんでいても、特に害がないのなら、叩たたき潰つぶそうなんて思わない。

　私たちはみんなから敬愛されて、お祈りされる、存在そのものの美しさを讃たたえられる、慈悲深い「乗り手」なのだから。

　私は、さっそく司会を務めさせてもらうんです。

《さあさあ皆さま、突然ですが、あなたの願いを叶かなえさせていただきます》

《ブラヴォー、ブラヴォー、存分に、命を賭けた愉しみを！》

　真っ黒な神バロン・サムディは、ふざけた髑どく髏ろのカタチの帽子を目深にかぶって、拍手してくる。そうやって、皆さまの恐怖を煽あおるのは、やめてくれないかしら？　そういうの、私の愉しみだと思うのに、この私と対等の力を持っていると疑わない「乗り手」は、けっこうイヤな性格なんです。

《ルールは簡単です。正しい手順で一言一句、間違えないで唱えてください》

　私は、かまわずに続けてしまう。参加のお客様を待たせてしまっては、とてもとても、かわいそうだから。

《秘密の言葉ですから、絶対、絶対、間違えないでね！》これがスタートの合図。

　私が「乗る」ことができるのは、「乗られ手」になった者だけだから、ブードゥー・ゲームの開催は、これでけっこう重要なんです。ココロと魂をしっかりカラダに縫いつけて、逃げられないようにして、永遠の「時獄」に囚とらえておく。

　すると、とってもステキな「乗られ手」の完成、というわけ。私は自由自在に、どこにでも出かけていって、愛すべき人間たちの世界を見て回ることができる。私に捧ささげられるお祈りの言葉も聞くことができるし、願いだって叶えてあげられる。

　本当に慈悲深い私は、エルズーリー・フレイダという心地良い名前をもらった私は、彼らのために尽くしてあげたい！

　私は謳うたう。ひっそりと隠されてきた、こっそり伝承されてきた、秘密の言葉を──。

《レグバクリヤンザンダーザンダーアティボンレグバザンダーイモール》




　まずは彼女のほうが、そっくり同じに繰り返さなければいけない。大切なのは復唱です。

「レグバクリヤンザンダーザンダーアディボーレグナザンダーイモール！」

　ああ、ああ、全然、間違えています。つっかえつっかえです。それでは満点はあげられません。ほら、頭上を廻っている寿命の炎が、消えてしまう！　ぽつぽつぽつ、ぽつ、揺らいで、真っ黒い闇に変化して15個ほど消えた。

　１回、間違えるたびに、５つ減る。今回のレートは、それくらいの分量です。

　ヒト時間換算のレートは、私たちにはよくわからない。




《レグバクリヤンザンダーザンダーアティボンレグバルザンダスイモール》

「レグバクリヤンザンダーザンダーアディボンレグバ、ザンダー、イモール！」

　さっきよりは、きちんとできている。良くできました。

　だけども、ちょっぴりの罠わながしかけてあるの、気づいたかしら？　つっかえたから、きっと気づいた。そう、そうです。少しずつ変わっていくんです。「生命原理」の循環と同じようなもの？

　１回、間違えるたびに、５つ減る。もう残りわずか。

　さあ、これからが本番です。ここから変化します。とっておきの質問、行きますから。間違えないで、正しく答えてもらわないと、ブードゥー・ゲームはそこでおしまい。本質の問いかけに、あなたの魂が正解を導き出せるか、興味がないわけじゃあないんです。
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　ブードゥー・ゲームが終了した。

　失敗した彼のほうは、嗚お咽えつしている。助けたい大切なヒトの魂が燃え尽きていく。だけど自分の寿命だって、同じ。頭上をぐるぐる巡っていたイノチの灯火ともしびが、ぜんぶ、ぜんぶ、消えました。

　手足に黒革の拘束具が巻きついて、錆さび色の鎖が四肢を引っぱって、ばたばた暴れる彼を台座まで連れていく。いいいひイ、なんて醜く悲鳴をあげている。ききききキ、と嗚咽している。

　私には、ヒトの痛みというものが、どんなふうかわからない。

　重たく湿った、びしゃびしゃ塗れ雑ぞう巾きんを床に叩きつけるような音は、もしかしたら臓器がこぼれ落ちている音なのかしら？　抜け落ちても、きちんと拾って、詰めこんで、縫い合わせてあげるから大丈夫なのに。

《呪術ミシン！》と、私はココロの位置を、縫うべき場所を指さしてあげる。

《縫いつけて、完成する！》と、応こたえるバロン・サムディ。とても嬉うれしそう。

　ブードゥー・ゲームに敗北した彼は、扉の中に導かれていく。逆光に浮かび上がる巨大な機械、それが呪術ミシン。真っ黒で、ヒトの視覚情報で言うなら、台座の長さは３メートル30センチ。直径１メートルの弾み車が、ぐるぐる、ぐるぐる、回転している。

　人間世界では、自動送りこみ装置、ベルトコンベアーなんていう、呪術ミシンを真似たような機械を作っているらしい。寿命がすっかり抜けた彼の体に、太い縫い針が高速で上下する。ガチガチ、ガチガチ。おなかに糸が通されていく。内臓を正しい位置に縛り上げて、こぼれたものは押しこんで、詰めて、縫って。

　足もとから頭まで、ぜんぶしっかり縫われていくんです。１滴の魂も抜け落ちないように、代わりに血ち飛沫しぶきが散って、台座からも、ごぼごぼ、垂れて流れ落ちてしまうけれど、たいした問題でもないと思う。たぶん。
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　尖とがった縫い針が上下して、真っ白な縫い糸が、血飛沫でワイン色に染まっていく。

　ガチガチ、ガチガチ、ガチガチ、ガチガチ。呪術ミシンの針の音。ごぼごぼ、ごぼごぼ、湿った血まみれの悲鳴が混ざる。

《魂の縫いつけ、完了！》と、バロン・サムディが叫ぶ。

《本当に素晴らしいわ。私たちのステキな、生ける屍ゾンビ、完成なんです》




　さて、勝者の彼女には、減ったぶんの寿命をわけてあげなければ。引いて、足して、合計でゼロになるのが原理だからです。規則ルールなんです。ここで得られたぶんは、きっと死んだ恋人のために使うのだろうけれど、それは本当に幸せなことかしら？

　ヒトの価値観というのはよくわからないので、きっぱり答えてあげることはできません。

　永遠の囚われ「時獄」か、死者が落ちていく魂の行き着く先、「天獄」なのか。選択するのは、もちろん、あなたがた。私は、観客である子たちを、ちらりと見た。可愛らしい少女と少年たちが、こっそりのぞき見しているのは、最初から知っていました。

　だからといって、特に問題があるわけでもない。どのみち、いずれ導かれるのだから。この場所にやって来る。ゼツボウという甘やかな嗜好品を宿している限り、単純で明快なブードゥー・ゲームに、参加することになるんです。




【穂積花音】６年前・７月８日




　ルールは簡単です。

　準備はいいですか？　覚悟できてますか？

　そんなふうに説明されてしまったら、どう答えればいいのだろう。「規則ルール」を私たちに語り、同時に、「質問クイズ」でもある。心の内面を、問いかけてきている。体について答えるのは簡単だ。

　身長は何センチ？　体重は何キロ？　私たちは、まだ８歳だから、とても小さくて軽くて柔らかい。

　１２５センチとちょっぴりの、瘦やせた体に籠こもっているココロには、いったいどれくらい重たい覚悟が、しまいこまれているのだろうか。できている？　なんてたずねられても、答えられるはずがない、と思ってしまう。




　そう。あなたが賭けるのは、「魂」です。




　誰かが言う。幻聴が聞こえた気がした。ついさっきの質問、その続きなのだろう。なにかのルール、心の覚悟、そして賭け事。《ブードゥー・ゲーム》と、警告するような真っ赤な文字列が、瞳ひとみの奥底でチカチカと明滅した。

　小さな虫が、歩いていた。言われなければ気づけない。ちょっぴりの違和感。

「ねえ、花か音のん。目に虫が──」

　注意してくれたのは、私の双子の妹、歌か南なんだ。苗みよう字じはふたりとも同じで、穂ほ積づみ。双子なのだから、同じだったり似ているのは、当たり前とも言える。穂積花音と、穂積歌南。苗字も同じ、身長も同じ、体重だってほとんど同じ。

　私と良く似た顔だちの歌南は、小首をかしげるようにして、私の瞳をのぞきこんでいた。

「虫？　目に？　見えないけど……」

　まばたきする。睫まつ毛げをパチパチとしばたたかせると、何かが飛んでいった。

　ブ、ブ、ブ、ブ、ブ、ブン。小さな音だ。細心の注意で、耳をそばだてていないと聞こえないくらいの、わずかな羽音。それが離れていった瞬間、私の眼球の表面に、ちょっとだけだった違和感が、波紋のように拡がった。

　片目を閉じる。目をつむった、と意識したときには、視界が半分、真っ黒くふさがれていた。きっと条件反射だ。残ったのは、かゆみと痛みの中間。私は手のひらで、まぶたを閉じた左目を押さえる。

「大丈夫、もう飛んでいっちゃった」

　心配そうに、歌南は、片目を押さえた私の顔をのぞきこむ。それからぐるり、周囲を見回している。双子の私も、同じようにする。半分だけの視界の中、見えない左へ、左へと首を回していった。

　ブ、ブ、ブ、ブ、ブ、ブン。ほんの小さな羽音は、まだ存在している。空中にある音の正体は、まるで見えない。小バエのような虫だろうか。視線を落とすと、小さな黒い点が、テーブルの上を素早く這はっていた。

　私と歌南は、仲良く並んで、お店の椅子に腰かけている。

　喫茶店に見える。カウンター席で、錆び色の金属。１本脚の椅子は、私たちがよじ登らなければ座れないほど高かった。どうやって座ったのか、よく覚えていない。途中には足をかけられる円形パイプもあるし、たぶん、背もたれに摑つかまりながら、ようやく登って座ったのだと思う。

　木製の背もたれは、濃い飴あめ色いろをしていた。子どもの私たちには、やっぱり大きすぎる感じがする。

　黒い革張りのクッションは、見た目に反して、けっこう柔らかかった。大人用だとわかるけれど、どうしてか、しっくりと馴染んでいる。まるで昔からこのお店の常連客だったのでは、と思うけれど、そんなはずはない。

　記憶がない。お店の名前だって、わからない。私たちふたりとも、小首をかしげて、ぐるりと店内を、その独特の古びた内装を見回しているのだから。どこもかしこも、飴色やセピア色に見える。

　まるで１００年も前の建物全部を、博物館から引っ張り出してきたような雰囲気だった。

「マラッサ・ルージュ……」

　私は、横長の木に彫られた、奇妙な響きの言葉を読みあげた。

「マラッサ・ルージュ？」と、歌南も繰り返す。疑問形で。「どんな意味なのかしら。ものすごく古そうな看板よね」

「意味とか、全然わからない。お店の天井から吊つるされているし、カウンターの壁だから、店名だと思う……。でも、やっぱりよくわからない」

　鎖で吊された木の板は、ものすごく年代物っぽく見える。周囲の色合いと同じで、何百年も放っておかれたみたいに。だけどもホコリひとつ付いていないようにも思えて、お店の人が、丁寧に掃除しているのだろうか。

　煤すすけて黒ずんだ看板には「Marassa rouge」と刻まれた文字。金かな釘くぎで引っ搔かいたような書体で彫られている。そもそも、そんな不思議な文字列を、どうして私が読めたのだろう。今さらだけれど、マラッサ・ルージュと発音した、理由が自分でわからない。

　唇が勝手に、そんな言葉を紡ぎ出した。最初に投げかけられた質問に立ち返ると、ココロではなく、体が勝手に答えた。これもどうしてか、ハッキリ感じている。私は、心と体が分離しかけているような、不思議な感覚に酔いそうだった。

　ようやく押さえていた左目から、手のひらを離してみる。ぱちぱちと瞬きして、カウンターの奥をのぞきこんだ。

「ルールを説明する前に、注文の品を出したほうがいいかしらね？」と、目の前の女性が言った。とても綺き麗れいな女の人だった。

　つまり最初に聞かれた「ルール」と「覚悟」の問いかけは、この人の言葉だったに違いない。だいいち、私たち姉妹のほかには、店内に誰もいないように思える。深く澄んだような声は同じ。消去法からいっても、他に考えられない。

　真っ白だ。第一印象は、指先の白さ。ネイルアートされた爪は、海のように青い。

　それから細い手首、肘ひじへと続く腕、肩から鎖骨にかけての体の線。なにもかもが白はく蠟ろうのように真っ白でキレイだ、と思う。私たちの目の前に、氷と飲み物の入ったグラスが置かれる。手首には、青白い血管がわずかに透けて見えた。

　置かれたグラスの氷が動いて、カラリ、軽やかな音が響く。

　氷水は、赤と黒の中間色だ。グラスの端には、半月の形に切ったレモンが刺さっている。

「本当は、ワインを使う飲み物だけれども」と、その人は言う。「あなたたち、まだ小さいから、ノンアルコール。見た目だけの『カリモーチョ』よ。もうちょっとだけ大きくなったら、少しのワインは混ぜてもいいかもね」

　微笑んだ。いたずらっぽい笑みで、穏やかで柔らかい。

　お店の店長をやるには若すぎる、綺麗な人に見えた。もっとも私たちから見れば、大きな人たちは、みんな大人。20歳くらいなのか、もっと上なのだろうか。他に人がいるようには見えないから、やっぱり店長なのかも、と思う。

　ブ、ブ、ブ、ブ、ブ、ブン。かすかな羽音は、まだ続いている。耳鳴りなのかも、と疑った私は、耳たぶに指先をあててみた。

「ねえ、歌南。この音って聞こえてる？」

「待って。誰か、入ってきた」

　歌南の言葉どおり、カランッ、とドアベルが鳴った。私たちはシンクロしたように、同時に入り口のほうを見る。店長っぽい女の人だけは、どこを見ているのかわからない。視線がまっすぐカウンターを向いたまま。横目には、そんなふうに感じられた。

「ここ、どこだろう？」と、入ってきた最初の男の子が聞く。

「わかるもんか。僕らは、ハッキリ言って迷子だ」

　答えた声も、同じくらいの背格好の男の子。ふたりとも細くて小さい。

　それでも印象はだいぶん違って、最初の子は、明るくて好奇心旺おう盛せいに見える。きょろきょろと周りを見回している。すぐに私たちに目をとめて、はにかみが半分、残り半分は咲いたヒマワリのような明るい笑顔を見せた。

「こんにちは。その隣の椅子、座っていい？　そっちの、大人の人に聞きたいことがあって。ここがどことか、帰りの道順とか」

「海うみ。道を聞くだけなら、座る必要はない。さっさと聞いて、ダメなら戻ろう」

　即座に否定した声は、もう片方の男の子のもの。メガネの奥の視線が、冷たい感じ。それでも友人だ、ということがわかる。遠慮のなさに、親しみが混ざっていた。私たちには、ほんの少しだけ、頭を下げた。

　人見知りしたみたいに、見えない壁を作るような視線だ。無言で、ちょっとだけ上目づかい。もしかしたら歌南と同じタイプで、お互い、そんな雰囲気を感じ合ったのかも。

　ふと隣を見ると、歌南は私の陰に隠れるようにして、いぶかしげに男の子たちを見つめていた。

「だってさ、翼つば紗さ。俺もなにか飲みたいし。ほら、あのテーブルに載ってるようなやつ。冷たくて美お味いしそう。なんていうジュースかな？」

「泡がたってるから、炭酸水。だけど赤黒いのは、なんだろうな。まさか子どもにカクテルとか出さないだろうけど。やめたほうがいい。早く出よう」

　海くんと、翼紗くん。ふたりの名前は、会話からわかってしまった。私だって決して人見知りしないほうではないけれど、せいいっぱい、柔らかな笑顔を作ってみせた。ポンポンと隣の椅子を叩いて、気どらない程度に、よそゆきの声を出す。

「あいてるから、座っていいと思う。ここ、喫茶店みたいだし。私たちも、道に迷って入って来ちゃったの。たぶん──」

　そうだ。なにか忘れていた。迷子なんだ。私と歌南。ふたりで迷って、こんな場所まで来てしまった。どうしてそのことに、今まで気づけなかったのだろう。そういえば、規則ルールと質問クイズ、それだって不思議。いつの間にか、ルール説明なんて、変わったことになっていた気がする。

　長い黒髪の、キレイな女性の店長は、おっとりした動作だけども迷いがない。さっさと飲み物をふたりぶん、追加してしまった。カウンターの上にトン、トン、と小気味よく置いていく。とてもリズミカルな感じ。

「これは、みんなに特別サービス。本物のカリモーチョじゃないし、外は、ものすごく暑いものね。あとで追加するなら、そのぶんはもらうけれど。今だけ、１杯だけならタダにしてあげる」

「やった！　な、翼紗。これもらわなかったら、お損感、強すぎるって。座っておこう」

　ふたりのうち海くんのほうは、待ってました、と言わんばかりだった。友人の手を引っぱってくる。目を細めた翼紗くんは、ほんのちょっぴり眉まゆをひそめる。それでも、あえて逆らってはいなかった。

　海くんは、私の隣の椅子に座る。背もたれに片手をかけて、器用に跳び乗ってきた。口調にも動作にも、遠慮なんてまったくなくて、かえってありがたい。緊張していたのが、それで少し、ほぐれた気がした。

「あ、俺の名前、片かた瀬せ海うみ。ごめんね、遠慮とかなくて」

　今さら、自己紹介してくる。ものすごく屈託がなくて、最初の印象のとおり。

「こっちが、伊い東とう翼つば紗さ。ちょっと目つき悪いかもだけど、メガネさえ外さなければ大丈夫。にらまれたりはしないから」

「外さない。……言ってるそばから、外そうとするな」

　仔こ猫ねこがじゃれつくように、翼紗くんのメガネに手を伸ばした海くん。素早く、ものすごく冷静に、手が払いのけられる。けれども邪険という感じでもなくて、雰囲気はやっぱり仲良しだ。細い指先で、メガネの位置を直している翼紗くんの隣で、海くんはグラスに手を触れさせた。

「うわ、冷たいっ」と声をあげる。「キンキンに冷えてる。なんて飲み物？」

「カリモーチョだって。私も、初めて聞いた名前だけど」

「飲まないの？　ええっと──」

「あ、私の名前……穂積花音。かのん。こっちが妹で、歌南って言うの」

　ようやく、自己紹介ができた。海くんの声には、まるで屈託がないから、どうにか人見知りせずにいられる。だけど歌南のほうは、まだ私の陰に隠れぎみで、警戒する感じが消えていなかった。

「もしかして、双子なの？　ものすごくそっくりだ。髪型とか同じにしたら、見分けつかないかも、って思っちゃうな」

「う、うん。よく言われる……」

「カノンに、カナン、か」と、翼紗くんがつぶやいた。「両親はキリスト教徒？　いや、そういうのってわからないか」

「なんでそう思うの？」と言う歌南の声と、「なんで？　いきなりだな」と聞く海くんの言葉が、ぴったりと重なってしまった。なんで、という部分が完かん璧ぺきに同時発声。顔を見合わせた海くんが、おかしそうにクスクス笑っている。

　翼紗くんのほうは、まるで普通に受け答えをする。答えを解説する、学校の先生のよう。

「カノンは音楽用語にもあるけど、聖歌とか祈き禱とう文の意味もある。あとは教会の規則。カナンのほうは、聖書に記された約束の土地。この地を与える、と神様がアブラハムに言った場所だ。ふたつ重なっているんだから、偶然じゃないだろう」

「お前って、変なことにいろいろ詳しいよな。どこでそういうの、覚えてくるの？」

「普通に本を読んでれば、出てくる。でも不思議だな。選んでいるわけじゃないのに、この種類のものを読んだのは、つい最近だ」

「なに？」海くんが、楽しそうな笑顔を見せる。「もしかして運命とか？　翼紗ってそういうの、信じるほうだっけ」

「バカ言うな。……で、海。それ飲むのか？」

　翼紗くんが、眉をひそめていた。海くんにたずねつつ、店長のほうへと視線を移動させたのがわかる。つられて私も首を回して、カウンターの裏側を眺めてしまった。

　綺麗な黒髪の店長は、少し離れた奥のところで、ワイングラスを磨いていた。私たちの会話には、特に興味がなさそう。静かな店内だけれど、翼紗くんの囁ささやき声は、届いていないのかな、とも思う。

　翼紗くんは、水滴のついたグラスを持ち上げた。メガネのちょっとだけ上まで持ってきて、赤黒い飲み物を見つめている。中身の正体を、見極めようとでもするように。溶けかけたのか、カラン、と氷が音をたてた。

「そりゃ、まあ。だって、せっかくもらったんだし。すっごく冷えてて美味しそうだし」

「待って」

　いきなり、歌南が手のひらを、私の顔の前に出してきた。海くんのグラスを指さす。制止するキツイ声だけれど、やっぱり小さな囁き声だ。

「すごくイヤな感じ。子どもが飲んでいいものじゃあ、ないんじゃないの？」

「どうして？」と、今度は私が聞いてしまう。「これ、アルコールは入ってない、って言ってた。ニセモノのカリモーチョなんだよ。普通に、もらっていいんじゃない？」

「このお店、変な臭い、してる」

　しかめ面する歌南に、翼紗くんがうなずく。

「僕もそれを言いたかった。なんだろう、この臭い。嗅いだことある、と思う」

「ああ、わかった。翼紗、あれだよ。うちの地下ガレージ。古いヨットの部品とかさ、カビてるやつ。積もったホコリとか。そんな感じの臭いじゃないかな、これ」

「なるほど。あとは小さな古本屋とか、かな。日焼けした古本の臭いだ。たしかにそういうのに似てる。だけど、じゃあどこから……？」

　私たちは、ぐるり、また店内を見回した。ものすごく綺麗に掃除が行き届いている。

　テーブル、椅子、壁紙。タイル張りの床。大きな扇風機のような木製の羽が、ゆっくり回転している天井。なにもかも、すべて古びているように見えるけれど、しっかりと磨かれてチリひとつ付いていない。

　あるのは奇妙なカビ臭さと、壁を這う小さな黒い点々。ブブブ、ブ、と鳴っている幻聴のような、なにか。また目の表面に、かゆみが生じてきた。思わず押さえてしまう。ものすごくイヤな感じ。

　たしかに、なにかがある。奇妙さが存在している。取りだして洗えたら、この違和感はなくなるのかも──。

「ねえ、あなたたち、もしかして昔話を聞きたくない？」

　店長が歩いてきた。光がぜんぶ透過していってしまいそうなほど、ピカピカに磨いたワイングラスを、逆さまにしてグラスハンガーに引っかけた。既に隣にかけてあったグラスと軽くぶつかって、チン、と澄んだ音が鳴る。

　片目で見ていた私は、どうしてか、完璧に綺麗なはずの店長の指先に、裂け目のような黒線を見つけてしまった。ネイルアートの一部なのだろうか。だけど、それにしては不自然だと思う。

　海の青に、黒いひび割れのマーク？　それはどういう意味なのだろうか。

　海原の水は割れないと思うから、そんな模様はおかしい、と感じてしまう。これも違和感。

「ちょうど今、新しいゲームが始められる時間なの。観戦していく？」

「それって、どんなゲームなんですか。面白いやつ？」

　海くんがたずねた。こんな時でも、屈託がない。たぶん私たちみんなが、いぶかしげに顔を見合わせているのに。臆おくした様子なんてかけらもなくて、カウンターに身を乗り出すようにして、聞く。

「面白いかどうかは、見る人しだいかしら」

　店長が、少しあごを持ち上げるようにして、ニッコリと微笑んだ。長い黒髪だけじゃなくて、歯並びも綺麗だ。隙間なく真っ白。だけど青白いリップグロスを塗った唇の広げかたが、少しおかしい。左右の端っこを吊つり上げるように、本当に愉しそうに笑う。

「ルールその１。それは、持っている『寿命の交換』ゲーム。死ぬべき時間から逃れた者は、別の人間に、死ぬべき時間を押しつける。だから差し引きの合計は、常にゼロ。これをもって、『運命』と呼ぶわ」

　ごくり、と誰かが唾つばを飲みこんだ音が聞こえた。錯覚かも。そうでなければ、実は自分自身のたてた音だったのかも。

「ルールその２。このゲームは神様の唱える呪文を、一言一句、間違えないで復唱しなければならない。失敗した場合は、魂を肉体に縫いつけられる。つまり、永遠の『時獄』を生き続けることになるのね」

　青白い爪の先が、コツリ、コツリ、カウンターの上を叩いた。

　よく見れば、小さな赤黒い染みが点々と、爪と指の境目に付着している。乾いた血のようにも見える。私は、ドキドキ、ドキドキ、怯おびえきってしまっていた。ずっとあった違和感が、肩の後ろで息をしだしたようにも思える。

　最初にあった臭いは、今ではずっと強いものになっていた。カビ臭さ、その中に、かすかに混ざっている。鼻び腔こうの奥に届いてきた「それ」を言葉にしてしまうのは、恐すぎてしたくない。考えたくない。だけど、ダメ。

　腐った臭い、だ。意識してしまったら、もうそうとしか感じられない。夏場に放置してあった生魚のような、腐臭なんだ、と思い浮かんでしまう。

「ルールその３。このゲームの勝利者は、なんでも自由な権利を手にすることができる。お金でも、物でも、なんでもいいの。ただし、神様相手だから、ウソはつけない。欲しいものが──自動的に手に入ってしまう。良く考えて、なんて言えないのよ。いったんゲームが始まったら、あとは終わりまで、簡単な『規則ルール』で進行。そう、終わりまで、ね」




　ルールは簡単です。

　準備はいいですか？　覚悟できてますか？




　その質問には、誰もうなずかなかった、と思う。

　だけどいつの間にか、私は飲みこんでいた。こくり、と小さく喉のどが動く。私はまだ片目を押さえたままで、そんな光景が見えているということは、私の喉ではない。背丈とか、顔だちとか、私にそっくりの双子の妹。歌南の細い首だ。

　赤黒い「カリモーチョ」のような飲み物。ピリピリした炭酸の刺激と、砂糖の甘みがある。氷は、まだ溶けきっていない。キンと冷えた液体が、喉元を通って落ちていく。唇から喉、それからずっと下、胸の奥へと。

　海くんと翼紗くんも、ごく自然に、グラスに唇をつけていた。

　こくこく、と動く喉の動きが、右目に映っている。手のひらの下、閉じた左目には、ピリピリとした違和感。３人とも、みんなが飲んでいるのなら、私はどうしているのだろう。グラスは、目の前に置かれていた。

　揺らぐ赤黒い液体に、幾重にも波紋が見える。ゆっくりと氷が溶けていく。

　私はようやく左目から手を離して、唇に触れてみた。湿っていた。私はきっと、ハッキリ意識しないうちに、始めてしまったんだと思う。チリチリとした心臓の近くの痛みが、違和感の正体なのかも、と今さら気づいた。

　そうだ、私は、もしかしたら歌南も、大切なことを忘れてしまっている。思い出したくない最悪の「なにか」を。

「……トラウマだ。こういうの、聞いたことがある」

「なんだそれ、どういうことだよ、翼紗」

　男の子たちふたりの声が聞こえた。遠くから響いてきたように、それに、わんわんと耳鳴りのように、カタツムリの殻のようなうず巻き管で、、耳たぶの奥底の暗闇でコダマしている。




　飴色の壁紙が、古本のページを捲めくるように、チリチリ剝はがれて丸まっていく。

　私たちの目の前で、不思議な光景が展開しつつあった。変化する。壁掛け時計の針がぐるぐる、目まぐるしく左回りしている。時間が変へん貌ぼうして、周りじゅうの景色が変異、イヤな腐臭が漂う世界へと変性していく。

　壁紙がすべて捲れあがった先には、錆びた鉄格子があった。

　地面は真っ黒だ。鉄格子の向こうの、泥沼色の地面から、ゆっくりと角柱の先端が浮き上がり始める。何本も、何本も。次々と浮いて立ち上がる石造りの角柱には、十字模様が刻まれていた。

　墓石だ。そう直感してしまう。古びた墓石の群れ。

　しかも私たちの背後にも、なにかが生えてきている。肌寒い感触に振り返ると、店内のあちこちに、錆びて朽ちかけた細長い十字架が林立していた。私たちは喫茶店にいながら、十字架の森にも囲まれている。

　ドアベルが下がっていた扉は、斜めに、乱雑に交こう叉さした十字架のずっと奥だ。逃げることは許されていない。なにかのゲームの観戦者として、既に決定されてしまった、と覚悟せざるを得ない。

　腐臭はどんどん強くなって、足もとでは、たくさんの「なにか」が蠢うごめいていた。小さな無数の白い「うねり」が、視界の隅に映る。嫌悪感がひどい。見たくないから、無意識に視線が逃げる。もう、座っている椅子から下りることなんて考えられない。




　鉄格子の向こうに、ふたりの人が横たわっていた。

　右手は胸のすぐ下に置かれていて、まぶたは閉じられている。唇にも頰にも、血の気がない。青白い。死んでいるのだろうか、と思ったけれど、たぶん違う。左手は、だらりと垂れ下がって、地面に伸ばされていた。手首には真っ赤な線があって、きっと傷口、そこから１滴ずつ、赤黒い雫しずくが落ちていた。

　規則正しく、ぽちゃり、ぽちゃり。まるで水時計のようだ。

　真っ黒な地面には、赤い絨じゆう毯たんのような道が描かれている。もしかしたら、その道は、そうやって作られたものなのかも。

　右側と左側。合計で４人がいた。右側に横たわっていたのは、大学生くらいの男のひと。

　その後ろに、同じくらいの年齢の女性が立っている。

　向かい合った左側に寝そべっているのは、私たちと同じくらいの年頃の女の子だ。

　後ろに立つのは、心配そうに見おろしている男性。ものすごく年上、きっと倒れている女の子の父親だ、と直感してしまう。理由はわからない。どうしてか、喫茶店の店長が話す言葉が、デジャビュのように予想できていた。

「そう。滴っているのは、血潮時計。タイムリミットの前に、ブードゥー・ゲームを終わらせないといけないの」

《秘密の呪文を唱えて──間違えることは許されない──生と死を賭けて──》

　囁き声だ。背後から聞こえてくる。腐臭の混じった吐息が、首筋に吹きかかってくる。ブブブブ、と羽ばたく音は、きっと虫だ。羽音なんだと、ようやく気がつく。私の剝き出しの首筋にとまり、這い回る感触があった。

「そう。もう、わかっているかしら？　理解できたかしら」

　コツ、コツ、と足音を小さく響かせて、店長が歩いてきた。優しげな声。私たちの、すぐ背後に立つ。気配と吐息は感じられるけれど、やっぱり恐くて、振り返ることはできない。そもそもこの店長は、本当に「生きている人」なのだろうか。

　真っ白な手首が思い起こされる。爪の黒いひび割れ模様は、描かれたものではなくて、本当に亀き裂れつだったのでは？　青白いリップグロスの色は、もしかして──。

「怯えないでいいの。今は、あなたたちはゲームの当事者ではないのだから。彼らの由来を話してあげる。片方は、事故で重態の恋人と、それを賭けるプレイヤー。もう一方は、余命いくばくもない娘と、その寿命を賭ける父親」

　私はかろうじて、視線をほんの少し横に逸そらす。歌南もこっちを見ようとしていた。視界の隅で、目と目が合う。私たちは震えていたけれど、恐怖に指先まで凍りつきそうになっていたけれど、理性が少しは戻ってきた。

　歌南が、こっくりとうなずいた。大丈夫、私たちはまだ安全、と言ってくれている。

　黒い虫の羽ばたき音は、雑音のようだ。店長の説明は、まだ続く。６本の小さな脚が這い回る感触は、首筋から肩へ下りてきて、鎖骨のあたりに移動しつつあった。

「１対１の公正な勝負なのよ。彼らが『賭ける』のは、自分の寿命。勝者はすべての願いを叶えられ、敗者は逆。すべてを失う。といっても、大丈夫。決して、死んでしまうのではないのだから──」




　フラッシュバックした。チカチカ、まばゆい光、すぐに真っ暗の闇。時計の針が、一瞬で回る。視線を壁掛け時計に移した時には、既に回転し終わっていた。

　時間が飛んだ、と錯覚したのか、本当に分針が回った時間だけ、消えてなくなってしまったのか。区別なんて、つくはずがない。

　ゲームは終わっていた、のだと思う。唱えられた呪文の一部は、耳の奥にまだ残っていたけれど、すぐに薄れて記憶から逃げていってしまった。きっと魔法だ。聞いてはいけない呪文だから、恐怖心が勝手に、心から追い出してしまったのかも。

　ひどい悲鳴が、さらに恐怖心すら上書きしていく。鳴き声と歯ぎしりの中間音だ。びしゃびしゃ塗れ雑巾を床に叩きつけるような、苦しげな嗚咽もあった。実際に、喉の奥から血を絞り出していたのかもしれない。

　どっちが勝ったのだろうか。敗者はどうなったのだろうか。まばゆい光の奥で、よく見えない。

　誰かひとりが、光輝の中の扉をくぐっていく。手足はすべて、黒革の拘束具と鎖で縛りつけられている。ばたばた暴れているけれど、湿った悲鳴をあげているけれど、不思議なことに、どうしてか歓喜の嗚咽にも思えた。

《呪術ミシン！》と、誰かが叫ぶ。

《縫いつけて、完成する！》と、応える声がある。

　扉の中に、逆光に浮かび上がる巨大な機械が見える。言葉のとおりに、確かにミシンのような「なにか」だった。真っ黒で、直径１メートルもありそうな、巨大な弾み車がぐるぐる廻っている。

　鋼鉄製の台座が据え付けられていて、拘束された誰かは、自動的にベルトコンベアーのようなもので送りこまれていく。ガチガチ、ガチガチ、１メートルはありそうな尖った針が上下して、真っ白な縫い糸が血液でワイン色に染まる。

　ガチガチ、ガチガチ、ガチガチ、ガチガチ。

　呪術ミシンの針の音、ところどころに、湿った悲鳴が混ざる。

　もしかしたら、縫いつけられていく人の、震える歯の音だって響いていたのかも。




　エルズーリー、私たちの愛すべきエルズーリー。

　エルズーリー・フレイダ、嫉しつ妬と深き愛の女神。讃えなさい、讃えなさい。




　幻聴がこだまして、耳たぶの奥、暗い渦巻きから、心がようやく戻ってきた。景色が戻る。正面の壁紙は、きちんと飴色。時計の秒針は、カチコチ右回りに動いている。墓石も十字架の森も、消え去って存在しない。

　私たちは、まだ喫茶店の中にいた。椅子に座っていた。両手の指先は、まだ小さく震えてしまっているけれど、大丈夫。私も、歌南も、男の子たちふたりも、全員が無事に帰ってきていた。

　黒髪の綺麗な店長のことは、どうしてか見上げることができない。なぜか恐い。見たくない、と思ってしまう。今の店長は無言で、なにかをテーブルの上に置いた。パタパタ、小さな点々が散って、カウンターの上に黒い染みをつくる。

　ドロリとした、腐りかけの血だ。１匹のハエが飛んできて、じわりと広がった染みの上にとまった。ブブブブ、羽ばたいて、跳ねるように歩いて、また飛び立つ。最初から、この音だったんだ、と私は気がついた。

　店内にずっとあった、奇妙な音の正体。それは、無数の虫の羽ばたく音。足もとに這っているのは、灰色のウジの群れ。

　カウンターの上に置かれていたのは、店長の眼球だった。たぶん、腐敗はしていない。キレイに見える。赤黒い血で染まっていて、真ん中には瞳の虹こう彩さいも見える。だけども、そんな状況はおかしすぎる。私たちは恐怖に固まり、見上げられない。

「そう。もう説明はいらないと思う」と、彼女は言う。「生ける屍ゾンビとなるのはね、どんどん感覚がマヒしていくということなの。生きてはいても、魂が鈍くなる。あらゆることに飽きて、慣れていってしまうのよ」

「だ、だけどそれ。い、痛くは……ないんですか？」

　海くんの声だった。誰もが声を出せないでいたのに、ものすごい勇気だと思う。

「そうなの。今は、痛くないのよ。だんだん、痛みも感じなくなる。全部が全部、慣れていくの。長い長い囚われの時間の中で。味覚も感じなくなる。触れても、どんな触感なのかわからない。触感が失われたら、加減とかできないでしょう？　だから、つまり、この目はね、私がちょっとしたはずみに、自分で抉えぐり出してしまったの」

　綺麗な店長のほっそりした白い指先が、置かれていた眼球をそっと拾い上げた。

　ぴちゃ、と水音がたって、彼女がなにをしたのかが予想できる。私はやっとのことで、海くんのように勇気を振り絞って、正面を見上げる。

　眼球は元に戻っていた。黒髪の店長は、にっこりと微笑む。ほんのわずかな血の跡を、中指と薬指の先で拭ぬぐいながら。

「きっと視神経は繫つながっていないんだけど、こうして戻せば、またなんとなく『見える』ような気がするの。もしかしたら、雰囲気を感じている、ただそれだけなのかも。だけど、あなたたちのこと、きちんとそこにいる、ってわかる。グラスとか店内の全部も、どこになにがあるのか覚えてるし」

　店長は、天井にぶらさがったワイングラスを、爪の先でツンとつついた。

　チリン、綺麗な音が響く。

「だけど、生ける屍ゾンビというのは、そういう存在。例えば、まぶたを閉じずに、瞳の表面に虫がとまっていても、気づくこともできない。気配とか音とかで、ああそうだった、虫がいるって気づくけども。こういうのって、困るわよね」

　店長がまばたきすると、その目の表面から、１匹のハエが飛び立っていった。

　ブブブブ、ブブ。また、羽ばたく音がする。その音を聞いたのが、私たち４人、全員の恐怖の限界だった。

　誰が最初に逃げ出したのかは、わからない。みんなの中で一番に臆病な、私だったのだと思う。歌南の手をとって、一生懸命に走って逃げた。海くんや翼紗くんも、たぶん、後ろから駆けていたのだと思う。

　混乱しきった頭の中で、ふたりの声は聞こえていたけれど、まるで意味は摑めない。「逃げろ」とか、「ここはおかしい」とか、そんな言葉だったと思う。ハッキリとは思い出せない。

　恐怖がすべてだった。走っている間じゅう、子兎のように震えることしかできなかった。

　最後に、店長がかけてきた言葉だけは、覚えている。確かな記憶だ。

「そうね。あなたたち、このお店のことは、すっかり忘れてしまうわ。なぜって、そういう種類の、特別な『呪文おまじない』がかかっているから。だけど、どこからか『死の匂い』が臭ってきたら、きっとまた──」

　どうなってしまう？　いつ、この記憶を思い出すの？

　私たちは、疑問を持つことさえ許されない。ブードゥー・ゲームは開始された。

　それが、この時間。６年前の７月８日。

























【穂積花音】そして今・７月８日／夜明け前




　夢を見ていた。深夜の１時過ぎだった、と思う。

　黒い絶望の夢だ。強い願いが込められてもいた。「絶望」と「願い」、ふたつの要素が組み合わさっている。

　月明かりの下。星は無数に輝いているけれど、周囲には街の明かりなんてなくて、ほとんど真っ暗闇。それでも、淡い月光を照り返して、砂浜が浮かびあがっていた。真っ白な砂の道だけが、弧を描いてぼんやりと見える。

　私が見ている夢の中で、目の前には、砂浜が細長く続いていた。砂さ嘴しという名前だと、私は知っている。辞典で調べたからだ。

　三日月のように長くのびている地形は、特徴的だったから、目が覚めてもハッキリ覚えている。何度か同じ夢を見た私は、歌南に相談して、ふたりが同じ夢を見ているかもしれない、ということに気がついた。

　といっても、今こうして現実のことのように見ている夢は、目覚めてしまえば朝あさ靄もやのように消えてしまう。今だけの現実感だ。夢見ている間は、全部を本当のことのように体験しているけれど、朝になれば曖あい昧まいになってしまうはず。

　かろうじて覚えているのが、この三日月形の地形と、足もとに絡みついてくるような細さざ波なみ。真っ黒い海側へ、私の体を引きこもうとしている。そう錯覚してしまうくらい、生温かいドロリとした波だった。

　走っている。私は、手を引かれて走っている。

　目的地は、サンパウロ。当時のブラジルの街。割り符の捺おされた粗目の紙の半券に「ブラジル帝国サンパウロまで、乗船２人ぶん」という、約束書きが記されていた。この半券も覚えている。私たち姉妹で、ふたりの記憶を突き合わせながら、かろうじて地名だけは特定できた。

　つまりこの夢は、19世紀くらいの出来事で、ハイチという島国からブラジル帝国までの逃走中。そんな夢だ。

　カリブ海の細長い砂浜を走る私の腕は、やっぱり細い。日焼けして小麦色。人種的には混血なのだ、と思う。白人でも黒人でもない。手首には動物の骨を銀で象ぞう嵌がんした腕輪が、チリチリと鳴っている。

　金持ちなのかも、と想像できる。服装も、きっと悪くないはず。現代の布地とあまり変わらない、ざらつきのない感触だった。軽くて、もしかしたら精一杯に着飾った、花嫁衣装なのかもしれない。

　そう思うのは、私の手を引いて一緒に走る男の人が、振り返りつつ言うからだ。

「大丈夫？　まだ走れる？　僕らは、なにがなんでも、絶対に行き着かないと。サンパウロには自由がある。ふたりで結婚して、幸せになれる希望の国が、神様の守ってくれる街が存在するんだ！」

　真夜中、夢の中の言葉だから、ハッキリと聞き取れるわけではない。

　それに、歌だって重なって、まだ先を続ける彼の言葉を遮ってしまう。ものすごく綺き麗れいな声で、海の波がざわめく感じに似ている。惹ひきこまれて聴き入ってしまう。誰かの、不思議な歌だった。




『むかし　むかし　その昔　さざ波が洗う砂浜で、

　永遠を誓うその男女　花嫁が軽く　つぶやきました。

　あのね　あのね　知ってるかな　南の楽園、希望の都──』




　そう。夢の中の私は「白人の花嫁」だ。と言っても、半分だけの白人。父親は奴隷貿易で成り上がった大富豪、母親はアフリカから連れてこられた、今は現地のハイチ人。そういう役割的理解がされるのは、夢ならではの出来事なのだろう。私は、まるでモノガタリのように「現実感のある夢」の中をたゆたっている。

　駆け落ちの真っ最中だ、とハッキリわかる。許されない結婚をかなえるために、手を引いている男の人と逃げている。私は、裸足はだしだ。靴は最初から履いていなかったのか、どこかで落としてしまったのかも。

　ざくざくと砂浜を踏む柔らかな感触が、波に洗われる生温かさと、交互におとずれる。足指の隙間を抜けていく。私たちは闇の黒の隙間を、月明かりに照らされるわずかな白い道を走っていた。

「船は？　船は、どこにいるの？」と、私はたずねる。

　息が荒くなって、肩が大きく上下してしまう。ずれて、ほどけそうになっているドレスの肩かた紐ひも、だけども直しているヒマなんてない。今来たばかりの道、反対側を振り返れば、砂嘴を追ってくる明かりが見えた。

「わからない。どうして来ていないんだ！　時間は……合ってるはず。約束したんだ」

「半券は……乗船券はあるけど、船が来てなければ意味なんてない。後ろ、見て。きっと父様が差し向けた追っ手よ。お金で雇われているけど、みんな人殺しなんて、なんとも思ってない無法者。私たち、どうしたらいいの？」

「あれだ！　見えた」彼が、叫んだ。遠くを指さす。波の向こう。「くそっ、やっぱり遅れてるんだ。絶対にこの時間に到着するって約束で、砂金を前払いしたのに！」

　そう、それは私たちが無理やりに用意したもの。大事な人を人身御供バ・ムーンに差し出して、労働力の見返りとして、この船出の半券を手に入れた。取り引きを仲介したのは、信用できる司祭フーンガンだ。

　彼との小さな、だけども真剣な取り引きゲームに、私たちは勝利した。そのはずだった。

　遠くから、犬の吠ほえ声が聞こえてくる。ドラムの低い轟とどろきも混ざり合う。

　掛け声だ。追っ手の荒くれたちが、自分たちに勇気を、相手には恐怖を呼び起こす呪じゆ文もんを歌いながら、腰に提げたドラムを打ち鳴らしている音に違いない。




「ナイフは喉のどに♪　体にロープを♪　ワンゴ・ドゥー・ドゥー、ナイフは喉に†」

「イェッコ†　テッコ†　イェッコ†　テッコ‡」




　不気味に繰り返される歌。ド、ド、ド、ダン。響くドラムの音。ド、ド、ダン。犬が吠える。ヲォウ、ヲォウ。皮張りドラムが、ド、ド、ダン。目には見えない絶望が、砂浜にハッキリ残った足跡と、見えない匂いを追跡してくる。

　もう待てなかった。「行こう」と、彼が言う。私は手を引かれていく。

　真っ黒な口こう吻ふんの端から、よだれを垂らす犬たちから逃れる方法は、ひとつしかない。海へ入るしかない。わかっている。私たちは、わかりすぎるほど、ふたりの置かれている状況を理解していた。

　私と彼が、まだ沖合にいる逃亡船に辿たどり着くのが先なのか。

　それとも足が立たなくなって、泳ぐ力も尽き果てて、真っ暗闇の水底へと引きこまれていくのが先なのか。時間とのゲームだ、と思う。『ゼツボウ』、脳裏に、そんな言葉が浮かんできた。

　ナイフは喉に、体にロープを、ワンゴ・ドゥー・ドゥー、ナイフは喉に。

　イェッコ、テッコ、イェッコ、テッコ──。

　遠くから、呪まじないの唄が聞こえてくる。これは本当に「幸せに繫つながる道」なのだろうか？

　私と彼は、波間を進む。つま先が、柔らかな砂を蹴けれなくなってきた。だんだんと荒い波が、首筋まで打ち寄せてくる。私たちの匂いは、追跡の犬たちの鼻び腔こうまで届いているだろうか。海の波で、洗い流せているだろうか？

　もう足は届かない。泳ぐ力も、少しずつ抜けていく。繫いだ手と手だって、ほんの少しの絶望で離れてしまいそう。喉に海水が入ってしまった。咳せきこむ。痛い。喉の奥が塩水に刺されて、とっても痛い。




《ねえ、助けたい？》たずねられた。優しい声で《それとも助かりたい？　どちらかの寿命をひとつにまとめれば、ひとりは助けることができるかも？》




　畏おそろしいほど澄んでいて、耳ざわりが良くて、純粋で愛らしい声だった。

　ああ、死の匂いなんだ、と私は気づいてしまった。

　私たちの柔らかな細い体が発しているのは、絶望の匂い。胸の奥、ココロが、あきらめかけている。同時に拒否している。心の矛盾が絶望の匂いを生み出して、女神を呼びよせたのだ、と直感してしまう。

　エルズーリーだ。女神の名前、エルズーリー・フレイダ。「愛情」を司る女神が、私の耳もとに囁ささやいてきた。

　私は、選択する。夢の中の私が、選ぶ。穂積花音という名前は、かろうじてココロの奥底に漂っていた。この「白い花嫁」と同心円のように重なっていることを、ほんの少しだけ認識できていた。

　ぽたり、と落ちる心の水滴が、たったひとつの希望。真っ黒な海の波間に沈みながら、ほんの１滴の希望が見えたから、選んでしまう。

　たぶん、相手の幸せを、助かって欲しいと願ったはず──。




　繫いだ私たちの手は、結局のところ、離れてしまった。

　その代わりに、■■■を記した手紙がある。手の中にあったのは、瓶詰めの手紙だ。ちょっぴり曇ったガラス瓶。私の手を離れて、小さな瓶が海を流れていく。黒い波間に漂っていく。

　そう、もう夢は終わり。たぶん同じ夢は、いつもここで終わる。切断される、と私は知っていた。目覚めたらきっと朝で、夢の内容の大半を忘れているだろう。ほんのちょっぴりだけ残った記憶の断片を、あとで歌南と話し合うかもしれない。

　なにを記したんだっけ、と私は考える。窓辺から差しこんでくる朝の陽ひ差ざしを、ベッドの上、枕に半ば埋うずめている頰の、その反対側が暖かさとして感じていた。




　ジリリリリリ、と目覚ましが鳴った。つまり、またいつもの１日の始まり。

　私は日常に戻ってくる。ここには恐いものはない、と安心しつつ、ふかふかの枕に顔をうずめて、身じろぎをした。早く起きて、顔を洗って、着替えなければ。朝ご飯を食べて、いつものように学校に行かなくてはいけない。

　だけど、本当にそうだろうか？　あの思い出せない「言葉」は、ゼツボウとは程遠いもの？　どうしてか、夢の中に出てきた選択肢と、私が選んだのが「どちら」だったのか、気になってしまっていた。










【穂積花音】７月８日のつづき／朝




　朝食の並んだテーブルの前、ダイニングの椅子の上で、ぼんやりとしてしまう。

　ほのかな紅茶の香りは、眠たい頭をすっきりさせるには、ちょっぴり足りない。睫まつ毛げをしばたたくだけで、そのまま、目が閉じたままになってしまいそう。濃いめのコーヒーだったら良かったのかも。だけど真っ黒な夜の海を思い出させる、深い色のコーヒーは見たくもなかった、と思い直す。

　カップを両手で抱えるように持って、そっと唇に運んだ。まだ熱い。もう夏だから、淹いれてからけっこう時間がたっていても、温度は失われていなかった。

「眠たそうな顔、してる」

　隣から、頰をつつかれた。びくりとしてしまう。

　歌南が、私の顔をのぞきこむようにしていた。小首をかしげるようにしたから、ふんわりした耳かけショートの髪が、わずかに片側に垂れる。前髪も揺れる。歌南は可愛らしい、と双子だけれども思ってしまう。

　以前そんなことを、「歌南って、かわいいよね。うらやましい」とつぶやいてしまったことがあって、笑われた。「私たち一卵性だよ。それって花音も、自分のことそう言ってるのと同じ」
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　ものすごくちょっぴりの笑顔で、歌南は言った。

　そう、それがものすごく可愛い、と私は思う。自然につくられる表情だから。絶対に狙って出せるものじゃない。雰囲気は淡くて、無表情に受け取られそうなくらい。なのに、ほんのわずかに見せる唇の形に、クリスマス・ローズのような控えめな優しさがある。

　歌南と一緒にいると、良く似た双子だから余計に「負けてる感」を持ってしまう。だから私は、髪型をわざと変えていた。左右をリボンで結った、肩の下くらいまでのツインテール。髪の毛の柔らかさは同じくらいだから、私のほうの髪の先端も、自然に巻きぎみ。

　くせっ毛だから、きちんと櫛くしを入れておかないと、跳ねてしまう。登校前の朝は、少し丁寧にブラッシングしていた。

「もしかして」と、歌南がたずねてくる。「いつもの夢、見たの？」

「ええっと……それ、どっちの？」

「どっちでも。悪い夢なのは同じでしょ？　イヤな夢。花音、そのどっちかを見た顔をしてる」

「う、うん」私は、こっくりとうなずいた。「そうなんだけど。私は、今朝、見なかった夢のほうがイヤかな。だって──」

「わかった。じゃあ、大昔の、海のほうの夢だったんだ」

　歌南は睫毛を伏せて、朝食の続きに取りかかっていた。小さな口で少しずつトーストを齧かじる。不思議な夢は、私たち姉妹の共通の夢だ。ふたりの間では、ちょっとした質問のいくつかで、だいたい通じるようになってしまっている。

　双子だから、ということなのだろうか。それにしても不思議。いろいろ謎ではあっても、相談する相手が私には歌南しか、歌南には私しかいないから、解き明かそうにも方法がまるでわからない。

　誰かに話しても信じてもらえない。今では、私たちは互いに理解していた。

　子どもが良く持つ、思いこみや幻想のたぐいだと、大人たちには受け取られてしまったのだろう。最初に図書館で調べ物をしてしまったことも、むしろ「作り話」だという信しん憑ぴよう性に繫がってしまった。

　夢の中で聞いた古い国名。ちょっとした紋章や、奇妙なサイン。子どもの私たちが持っているはずのない知識だ。夢が最初で、それを調べた、という順番だったけれど、調べてきたことを夢物語として話している、というふうに思われた。

　それは、しかたのないことだ、と思う。歌南も同じ意見だったし、あまりにも不思議なことだから「大人たちの硬直したココロじゃ理解できない」。これは、歌南の言葉の受け売りだった。




　私たちは、ふたりで静かに朝食を食べ終えて、通学用の鞄かばんを手にする。夢見は悪かったけれど、ここまで日常、いつも通り。14歳の私たちは中学校の２年生で、普段通りに通学路を行けばいい。

　意識なんてしなくても、やるべきことは決まっていた。

　家から出かける前に、少しだけ和室に寄り道して、ふたりで並んで仏壇の前に立つ。遺影に手を合わせていく。これも無意識の日常だ。あまり積極的には、思い出したくない。お父さんは記憶の片隅に、ほんのちょっぴりいるだけ。かすかな笑顔は覚えている。深い水底のような記憶の下の、さらに下から浮かび上がってくる、泡のような記憶。

　歌南が、私の腕をとって和室の敷居を越えながら、囁くように聞いてくる。

「あの夢は、もう見なくなった？」

「うん。この頃は、あんまり」

「そう。私も。でも、きっとそれでいいんだよね」

　記憶の底の炎が、ちろちろと赤黒い片へん鱗りんを見せた。火災と熱風。私は首を左右に振る。左右に結った髪の毛を揺らして、歌南にむけてうなずく。もうひとつの夢の片鱗は、そんな簡単な動作で消えてしまう。

　きっと本当に、思い出したくない記憶だから。トラウマ、なんて言うらしい。

　ダイニング横の廊下を小走りにかけていくと、お母さんの姿が見えた。奥のキッチンで、ぼんやりとしている。洗い物をしているのかもしれないけれど、定まらない視線は、どこか遠くを見ているようだった。

「花音、ダメ。気にしないで」と、また歌南が囁いてくる。「私たちだって、そうなんだから。ハッキリしてないほうが幸せだってこと、あると思う」

「……そうかも。ねえ、歌南。私たちって、どっちを選んだのかな」

「えっ、なにを？　どの話してるの？」

「な、なんでもない。ごめんなさい。なんか朝から、ぼうっとしちゃってて」

　もう一度、ふるふると首を振る。歌南が私の手を、しっかりと握ってきた。戸籍では私のほうが姉なのに、しっかりしてるのは、妹の歌南のほう。私はいつだって、頼ってしまっていると思う。

　手を引かれるようにして、私たちは家を出る。いつもの通学路へと、歩み出す。

　制服は、半はん袖そでの白いブラウス。チェック柄のジャンパースカートは、ハイウェストでけっこうオシャレだと思う。

　ブラウスの胸もとには、校章がレースで刺し繡しゆうされている。ハートの上に王冠のような十字架、下半分にはくるくる巻いた蔓つる草くさのような装飾。ａｉの文字は、中学校の頭文字イニシヤル。

　先を行く歌南の襟元で、紐リボンのタイが揺れていた。もちろん、私も上から下まで、すっかり同じ。校則通りにきちんと結んで、着こなしている。７月の陽差しは、やっぱり暑かった。










【穂積花音】アンブローズ学院中学校／ＳＨＲ前の時間




　変わった名前だ、とは思う。私たちの街には、いくつかの中学校がある。

　その中でも、他とはまったく違う種類の名前で、しかも横文字。アンブローズ学院中学の持つ独特の響きは、通っている私たち自身でさえ、なかなか耳慣れなかった。とはいえ、私も歌南も、もう１年以上をこの学校で過ごしてきた。

　最初のうちは奇妙に感じたけれど、今では日常として馴な染じんでしまい、意識することもなくなっている。

　たぶん、キリスト教系の学校だったのだと思う。ずっと昔は、女子校だった、という話だった。

　校名は聖人の名前に由来しているらしく、だけど特別に宗教的な授業があるわけではない。強いて言えば、クリスマス・ページェントという演劇祭みたいな行事と、日本ではあまり馴染みのないハロウィン祭があるのが、なごりなのかもしれなかった。

　アンブローズ学院中学では、席替えがあっても、クラス委員の主導で、そこそこ自由に任されていた。基本はくじ引き。だけど、交換が許されている。私と歌南は、いつだって隣同士を選ぶ。

　はっきり決めることに慣れていない私は、２年生の最初の席替えでも、交換条件の囁きの輪に加われないでいた。だけど、歌南は違う。ぽさっとした見かけとは正反対で、「花音の席、窓際で良さそうだから、私もそっちに行くね」と、きっぱり。

　さっさと数字の書かれた四角い券を交換して、私の隣に移ってきた。だから今も、ショート・ホームルーム前の時間を、ふたりで机を並べて過ごしている。教室内は、普段通りのざわめき。

　私と歌南、ふたりの共通の友だち、知ち紗さちゃんと絢あやちゃんが、机と机の間に立ったまま、話しかけてきた。

「ね、チャームの噂、もう聞いてる？」

　絢ちゃんが少し屈かがんで、私の机を指先でトントン、と叩たたく。

　長めの爪が、キレイに整えられている。私たち４人のグループの中で、一番おしゃれに気をつかっているのが、絢ちゃんだと思う。本当は校則で禁止なのだけれど、コテとワックスで可愛らしい巻き髪にしている。

　もともと、私たちに話しかけてきたのも、そんな理由からだった。「穂積さんたちと同じで、天然です」なんて言って、先生を言いくるめてしまった。明るい性格で、臨機応変、それが友だちになったきっかけだ。

「チャームって、おまじない？」と、歌南が聞く。「最近、そういうの流は行やってるよね」

「そうそう。大好きな人と両想いになれる、おまじないのシールがあるんだって。これは違うんだけどね、でも似てるやつ」

　絢ちゃんは、制服の半袖に指を引っかけて、ちょっとだけ持ち上げた。

　知紗ちゃんが目をまるくして、唇に手のひらをあてている。

「えっ、それって、タトゥーなの？　キレイな模様だけど、見つかったら大変じゃない？」

「大丈夫、大丈夫。こんなの全然、平気。だって本物じゃないし。ただのシールだよ。入れ墨なんて無理、無理。それこそ退学になっちゃうよ」

　クスクスと笑う絢ちゃん。淡い青色で描かれたハートマーク、いくつかの十字模様が白抜きになっている。

「見つかりそうになったら、擦こすってはがしちゃうもん。というか、本題はこれじゃなくって、こういうのに似てるやつ。やっぱりシールなんだけど、特別な『おまじないの力』が入ってるんだって。本物の魔法とか、そういうの」

「おまじないって、もしかして、ホラー系の恐いやつ？　ひとつでもやるべきことやらなかったら呪のろわれちゃうとか、よく怪談であるよね。本物の魔法だなんて、失敗したらなんか悪いこととか、ありそうじゃない？」

　知紗ちゃんは、ドキドキしてそうな顔で、背の高い絢ちゃんを見上げていた。

「ううん、ハッキリとは言えないかな」絢ちゃんは、いたずらっぽい顔をする。「ものすごく強いチャームだと、そういうの、あるっぽいよね。だけど逆に言えば、お願いが叶かなっちゃうってことだよ？　好きな人のために一生懸命になれるとか、それだけで素敵だと思わない？」

　私も、おずおずとだけれど、会話に加わってみる。

「アヤちゃん……両想いになりたい人、いるの？」

「ううん、どうしようかな。言っちゃおうかな。でも、秘密」

　にぱっと笑顔で、私の頰をつついてくる。

「カノちゃんも教えてくれるなら、私だって教えてあげる。交換条件、どう？　ね、カノちゃん、気になってる男の子、いるんでしょ？　そんな雰囲気ありそうかな、って私、思ってるんだけど」

「い……いないよ、そんなひと」

「カノちゃん、耳まで真っ赤。あやしいな」くすくす、もっと笑われてしまう。「でもそんな恥ずかしがり屋だと、いても告白とか難しそう。特別な『魔法チャーム』のこと、知りたいでしょ？　私は、ちょっと試してみようかな、って思ってるんだ」

「アヤ、花音をからかわないであげて。真面目な子だから、そういう話とか無理だから」

「そういうカナは……って、聞くだけあれだった。どっちが真面目さんなんだか。どうせチャームとかも、うさんくさい、って思ってるんでしょ？」

「そうでもない。全部、聞いてみないとわからない、とは思ってるけど」

　歌南の無愛想っぽい話し方にも、もうみんな、慣れっこになっていた。外見はほわっとして可愛らしいし、ギャップがあっていいかもね、なんて絢ちゃんは言う。実際、男の子たちにも、こっそりと人気があった。

　あまりにも歌南にそんな気がなくて、めったに笑顔だって返してあげないから、浮いた話になりようがなかったけれど。

「じゃあ、話してあげようかな。独り占めするには、面白すぎる情報だしね」

「うんうん、教えて、教えて」

　絢ちゃんのもったいぶった言い回しに、知紗ちゃんは思いっきり引っかかっていた。興味津々という感じで、顔を寄せて聞いている。

「わりと、このタトゥー・シールと似た感じだっていう噂なんだけどね」と、絢ちゃんは袖のところの模様を指さした。

「ハート形なのは、きっと本当。みんなそう言ってるし。で、タトゥー・シールを自分と誰かの両方に貼ってね、もしも、それがよ──」

「うんうん。もしも？　それがどうなったら、なにがどうなるの？」

「ここがものすごく大事な、とっても大切なところなんだけど」

　首を少し傾けて、私たちの興味を引くように、わざと言葉を途切れさせる。急せかされるのを待っている笑顔で、だけどリスのように細めた目が可愛らしくもある。どんな動作でも嫌味にならないのが、絢ちゃんの上う手まいところだ。

「もしかして、条件が厳しいの？」と、私はたずねてしまう。

「そう、まさにそれなんだよね。魔法の成立条件は、両想いになるはずのふたりが、どっちも１日じゅう、タトゥー・シールが剝はがれたらいけないの。きっちり１日、貼り続けていられたら、願いが叶うんだって」

「でも、実はそれだけじゃない。……なんてこと、あったりする？」

　今度は、歌南がたずねた。まるで興味なさそうだったのに、そっとつぶやくように言ってきたので、私は目をまるくして、歌南のほうを見つめてしまう。表情は変わらない。あいかわらず、わりとどうでもいいかな、と思っているような雰囲気。

「鋭いね、カナちゃん。そうそう、それだけじゃないんだ。もちろん魔法のおまじないだから、特に強い『魔法チャーム』だから、もし剝がれちゃって失敗したら、悪い反作用があるみたい」

「良いおまじないと、悪い呪い。正反対のものが一緒になってる。よくある都市伝説だから、そんなのじゃないかな、って予想ついてた」

　歌南は、当たり前のことのように言う。絢ちゃんがガッカリした顔をするくらい、まるで恐がっていない。知紗ちゃんが心配そうに眉まゆをひそめたので、絢ちゃんはころっと表情を変えて、ニッコリ笑顔になった。

「悪いって、もしかして、もう絶対に想いが叶わないくらい、仲悪くなっちゃう、とか？」

「さあ、どうなんだろうね。だけど噂だと──」

　言葉は途切れる。リン、ゴン、リン、とチャイムが鳴った。

　先生が入ってくる前に、席についておかなければ。絢ちゃんも知紗ちゃんも、急いで自分の席へと帰っていった。自由な校風は、規則厳守あってのもの。私たち生徒は、先生たちから信用されているから、ある程度の裁量を任されているのだと知っている。

　学校の決めたルールは絶対。破ったら、罰則がある。当たり前のことだ。そういうことなんだと、誰も疑問に思わずに生活している。なんとなく、いろいろ似ている、と思いついてしまった。

　なにに？　どんなものに？　自分の思いつきが、ちょっぴり不思議に感じる。

　ああ、そうか、とすぐに気がつく。歌南が言っていた、ついさっきの会話なのかも。

　だけども思いつきを、それ以上深く考えているヒマはなかった。担任の先生が入ってきて、みんなが立ちあがる。朝の挨あい拶さつだ。「おはようございます」、それから、ぴったり動作が一致した、みんなの礼。

　ざわめきがキレイに消え去って、教室が「決まりごと」で満たされた。

　規則は守られている。毎日のなかで、罰則なんて、そうそうあるはずもない。

　だけれども、「規則ルール」と「質問クイズ」、逆光の中に浮かび上がる十字架、真っ赤なワインの染み、小さな虫の羽ばたきと、眼球の違和感。いくつかのＱ＆Ａが頭の隅で瞬いた。なにかを思い出せそうな気がする。

　私は、思わず片目を押さえている。左目。

　ルールは簡単です。そう言ったのは、誰だっただろうか？　本当に聞いた言葉だったのだろうか──。




　次の休み時間の会話は、廊下でだった。

　ふたり一緒にトイレに立ってから、私と歌南は、廊下の窓辺に立つ。

　７月の風は、たっぷり湿度を含んでいて、胸もとが少し汗ばんでしまうのが気になる。小さめのデオドラント・スプレーは持ってきていたから、それでなんとかしたい。手首をくるっとひっくり返して、ふと思い出した。

「おまじないの……『魔法のチャーム』って、ちょっとだけ見てみたいね」

「花音が？　どうして」

　小首を傾げられてしまった。歌南は、からかうようなことはしないけれど、こういうときは、だいたい冷静にあしらわれてしまう。

「考えてみて。そういうのを使いたい相手にこっそり貼る、というのがまず不可能でしょ。貼れたとして、お風呂はどうするの？　たぶん洗ったら剝がれちゃう。１日というのは24時間？　その間、ずっと取れないなんて無理よね。つまりそれって、最初から不可能なようになってる」

「そ、そうかな。難しいのは、おまじないって、だいたいそういうものだと思う。誰でも簡単にできるんだったら、みんなが願いを叶えちゃってるはずで、そこそこ大変だからやってみる価値がある、って思うんじゃない……？」

「かもね。じゃあ難度高いけどやってみるとして、一番大切な質問だけど、花音がそれ使いたい相手って？　誰かいるの？」

「えっと……そ、それは」

　言葉に詰まってしまう。陽差しの暑さもあるけれど、冷や汗も出てしまいそう。

　ちょっとだけ強めの風が、開けっ放しの窓から吹きこんできた。私は、ぱたぱたとはためいてしまう髪の毛を押さえる。歌南のほうは、前髪がかき回されてしまうのにも、無む頓とん着ちやくそう。ほんの少し目を細めただけ。

　歌南の瞳ひとみは、「ほら、いないくせに」とでも言いたそう。

　たしかにチャームのタトゥー・シールには興味があるけれど、それを使ってみたい相手には思い当たらない。

　つい考えてしまって、ちょっぴりだけど思い浮かんだ顔があって、私は睫毛をしばたたかせた。

「いないことも、ないかも」

「本当に？　あ、待って。心当たり、なくもないかも」

　しまった、と私はほんの少し後悔。歌南は、意外と鋭い。考えていること、本当に読まれてしまったら困る。

　だけど、考えてしまう。最初のイメージから、連鎖的な思い出が止まらなくなってしまっていた。そう、私には昔から知っている相手がいて、なぜか気になっている。小さい頃に喫茶店のような場所で出会った、男の子だ。名前は、片瀬海。

　きっかけがない。話しかける機会なんてないけれど、遠くから、自然と目で追ってしまうことがある。

　アンブローズ学院中学には、珍しい部活がけっこうあって、ヨット部もそのひとつ。

　校庭のすぐ隣には洪水防止の遊水池もあるし、大きめの河も流れていた。ちょっと自転車で遠出すれば、浜辺までも行けてしまう。そういう立地だから、ヨット部はそこそこ盛んだ。最初、海くんが練習している姿を目にしたのは、ざわめきがあったから。

　細い体つきなのに、ものすごく速かった。遊水池の水面を進む海くんの１人乗りヨットは真っ白で、縦長の三角形の帆がはためく。ロープのようなものを握って操船している海くんは、みんなが騒ぐくらいに目立っていた。

　斜めに足を踏ん張って立つ姿が、ロープを素早く動かして、不思議なくらい自由に船を操っている魔法のような腕が、風に乱される柔らかそうな猫っ毛が、まっすぐ波の切れ間を見つめている瞳が──。

「もしかして、片瀬くんのこと、考えてる？」

　小首をかしげぎみの歌南。自信がありそうな表情でもない。だけど、簡単に私の心を予想してしまっている。びくっとしてしまう。当たっていたけれど、考えていた、なんて答えられない。恥ずかしすぎる。

「花音って、片瀬くんが練習してるところ、たまにじっと見てるよね」

「そ、そういうのじゃない、と思う。だって、ほら、海くんってものすごく目立つから。みんな、騒いでたりするから、なにかなって。そんな感じで見ちゃってるかも」

「そういうのって、どういうの？」

　歌南が言う。からかわれてしまった。私はぶるぶると顔を左右に振った。

「歌南って、ちょっとイジワルだよね。言葉の罠わな、しかけたり。私が絶対にひっかかるって、わかってて。ひどいと思う」

「ごめん」素直に謝られてしまう。そんな時でも、歌南の表情はあまり変わらない。「いじわるしたつもりとか、ないけど。でも、真っ赤になっちゃう花音は心配。私だったらいいけど、ほかの人に同じようなことやられたら、困るでしょ？　素直すぎないように、注意してほしいかな、とは思う」

「あ、赤くなってる……？」

「うん。耳たぶ、ものすごく。そういえば、花音って、片瀬くんのこと、海って名前で呼んでるね。どうして？」

「え──」考えたこともなかった。「だって、小さい頃に、そうやって」

　そうやって、どうしただろう？　この記憶はいつのもので、どこでだっただろうか。私は確かに海くんのことを知っていて、普通に名前で呼ぶものだと思っていた。歌南に指摘されて初めて、ほんのちょっぴりの違和感に気づく。

「そういえば、私たち、どこで海くんに出会ったの？　海くんと、それから翼紗くんに……」

「覚えてるんだ。ふたりのこと」

「じゃあ、やっぱり歌南も知ってる？　ハッキリ覚えてるの？　これって確かなことなんだよね。実際に私たち、ふたりと出会って、話とかしてるんだよね？」

「どうかな」つぶやくように言う歌南。まだ小首を少し傾げたまま、唇に立てた指先をくっつけて、考えこむような表情だった。

「でもだったら、どうして話しかけてみようと思わないの？　はにかみやの花音だけならともかく、向こうから近づいてこようとしないのは、なんで？　クラスは遠くても同じ中学校にいるんだから、片瀬くんでも伊東くんでも、私たちを見かけないはずない、と思う」

「う、うん……やっぱり、この思い出って、ちょっぴりおかしいね。不思議なことばっかり」

　私も歌南と同じように、ううん、とうなって首を傾げてしまう。

　答えが出ない。なにかの小さな羽虫が、校庭から飛びこんできた。ブ、ブブブ、とかすかな音が耳もとで鳴る。私はぶるぶると首を振って、左右で結った髪を揺らして、そのイヤな響きを追い払おうとした。

　そこでチャイムが鳴る。休み時間の終わりだ。「あ、早く戻らないと」と、私は歌南の手を取って引っぱった。教室へと戻ろうとする。のんびりぎみの歌南は、手を引かれるまま。あまり急ごうとしない。

　振り返ってみると、歌南の瞳は、睫毛を半ば伏せたまま。どうしてか私のほうを、じっと見つめている気がした。耳のあたりに留まっていた羽音は、今はない。私が髪の毛を揺らしたから、どこかへ飛んでいったのだと思う。なのに、どうしてか違和感は残っていた。




【穂積花音】アンブローズ学院中学校／放課後の校門前




　もう帰宅する寸前というところで、ふたりに捕まる。私たち姉妹の友人、絢ちゃんと知紗ちゃんだ。

「カノちゃん、カナちゃん、遊び行こうっ」と、元気がいい。いつも通り。

「だけど、寄り道は……いちおう、ほら、校則違反だし……」

「大丈夫、大丈夫」絢ちゃんは、ニッコリ笑顔だ。「うちの先生たちとか、絶対いないはず。見つかりっこないってば」

「ということは、つまり、遠くまで出かけるの？」

　クセのように、小首を傾げる歌南。非難するような声ではなくて、たぶん、見つからなければ問題ない、と思っている。ずっと一緒に暮らしてきた双子だから、そういうことがわかってしまう。

　真面目そうに見える歌南だけれども、実際のところ、私よりもずっと柔軟だ。ふわふわの髪の毛だけじゃなくて、考え方も柔らかい。結果良ければすべて良し、というのをモットーに生きているのでは、と思ってしまうくらい。

「うん、うん」知紗ちゃんがうなずく。「ほら、ホームルームの前に話してたでしょ。あの噂の魔法屋さん、探してみようって。あやぽってばね、チャーム・タトゥー、本気で試してみるつもりなんだよ」

「こらこら、チィ。口軽すぎ。まあ、いいけどね。どっちみちお店見つけたら、ばれちゃうんだし。でもやっぱり、そういうの秘密にしておくのがさ、友情じゃない？　カノたちは親友だからいいけど、チィのことだから、誰にでも話しちゃいそう」

「そんなことないよ。私、ちゃんと人見て話してる。カノとカナならいいかなって」

　腕をつつきあったり、互いに引っぱったり、じゃれあうふたりに、私は当然の質問を投げかけてみる。

「お店の場所って、わかってるの？」

「ううん、だいたいは、って感じかな。手描きの地図もらったんだけど、特別なルールがあって、見ながら描いたらいけないんだって」

「それって、目をつぶって道案内の地図、描かないとダメってこと？」

「そうみたい。じゃないと、お店見つけても、チャーム買えても、全然効果が出ないんだってさ。これも噂だけどね。で、知ってるって子に描いてもらったんだけど、この地図がまたひどいの。見てよ、これ」

　絢ちゃんが見せてくれた地図は、たしかに、言うだけのことはあった。

　ぐにゃぐにゃの線だ。かろうじて電車の路線、ということはわかる。駅名も書いてある。だけど、わざと汚い字でぐしゃぐしゃと書いたんじゃないかと思うくらい、読みづらい丸文字だった。

　駅から先の道順だって、歪ゆがんだ蜘く蛛もの巣と、ほとんど変わらない。

「これが地図？」と、歌南がつぶやく。「道案内に本当に必要なのって、縮尺なのよ。絶対に合ってないと思う。これだと、どれくらい歩いたら次の交差点なのか、とか。わからないから──」

「ああ、うん。そうだよね。信号とかもわからないし。だけど、ルールで決められた方法で描いたら、こんなになっちゃうしかないじゃない？　不可抗力だと思うんだ。でもほら、方角くらいは、わかるんじゃないかな？」

「平気、平気。宝探しみたいで、ちょっと面白そうでしょ？　私は行ってみたい」

　知紗ちゃんは屈託なく、くすくす笑っている。絢ちゃんのほうは、本当に探し物をするみたいな目で、好奇心いっぱい、という感じだ。地図と呼ぶのもためらわれる、なんだか別のなにかだけれども、みんなで遊びに行く、というのならいいのかも。

　私は、こそっと隣を見てみる。手を繫いでいた歌南と目を合わせた。（花音はどうしたいの？　やりたいようにすれば？）と、無言の瞳が伝えてくる。こういうときの歌南は、天然なのだと思う。

　私なんかよりもずっと強い意志を持っているくせに、考えごとでも冷静なはずなのに、まるで頼るような仕草をする。私の判断のほうが正しい、みたいな雰囲気を見せる。それは複雑に思えてしまう。

　嬉うれしくもあるし、困ってもしまう。私自身はといえば、自信なんてまるで持ってない。

　それでも今回は、やっぱり興味が湧いてきてしまった。魔法のお店。両想いになれるチャーム・タトゥー。おかしなルールに従わないと行き着けない、なんて、不思議系のおまけまであったら、余計に行ってみたい。

「じゃあ……行ってみようか？　それって、２つ先の駅？　駅名も良く読めないけど、きっとそうだよね」

「やった、カノちゃん、その気になってる」

　絢ちゃんがニッコリ笑顔になった。仔こリスのように目を細めている。

「決まり。ってことで、とりあえず行ってみよう。考えるよりも先に動き出せ、ってよく言うよ。まず行動、行動。歩いていけば、どこかには着くんだしねっ」

　くるくると、本当に元気な絢ちゃんだった。知紗ちゃんも、わりと似たタイプ。私たちは、引っぱって行かれる。明るい笑顔に連れて行かれる。なりゆき的に、多少は強引な感じではあったけれど、それでも歌南と手を繫いで歩いていくのは、やっぱり楽しい。

「本当に、たどりつけると思う？」

　歌南が耳もとに唇を寄せて、囁いてきた。私は、首を小さく振る。

「ううん。なんとなく、無理かな、って思ってる。だって地図、あんなだし」

「やっぱり。でも──」

「でも？　なに？」

「なんでもない。もしお店に着けたら、奇跡だね」

　言葉を切られてしまった。それ以上は、こそこそ話ができない雰囲気になる。歌南もそれでいいという感じで、どこかぼんやりとした瞳で、遠くのほうに視線を移していた。誘われるように同じ方角を見た私は、ドキリとしてしまう。

　広大な遊水池だ。ヨット部が練習をしている。白い波は濤とうを舳へ先さきで切って、大きな弧を描いて滑っていく小舟がある。水しぶきが散って、まるで輝く霧雨だ。そのヨットの上、猫っ毛が風に揺さぶられている。進行方向を見据えている、まっすぐな瞳。

　どうしてか気になる男の子、片瀬海くんだ。

　向こうは、きっと私のことを知らない。覚えているはずがない、と思う。

　まだ幼く小さかった頃、彼らと話をしたのは、夢の中でのことだったのか。それとも現実だったのか。話してみたい、という願望はある。だから気になっている、ただそれだけのはず。

　だけど奇妙な「夢／現実」の境目が理由だとしたら、胸の奥のドキドキは、説明できないような気もしていた。不思議な感覚で、困ってしまう。私が困っているということは、これもどうしてか、歌南には知られたくない気がしていた。
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　わたしたちの、共通の部屋にいる。２段ベッドの下に、私は寝ころんでいる。

　歌南は、私の足もとのほうに座りこんで、両膝ひざを抱えていた。顔を傾けて、左頰を自分の肩にうずめている。ベッドサイドの灯あかりしか点つけていなかったから、歌南の表情はよくわからない。口元は、細い腕のかげに隠れていた。

「結局、見つからなかったね」と、小さな声で言う。透き通った声で囁く。

　私は、こういう歌南のしゃべり方が好きだった。つっかえぎみで上手く話せない私とは、まるで違う。控えめだけれども、そっとつぶやくよう。だけれども、きちんとしている、と思う。

「あんな地図だったから……しかたないよ。それでも途中でクレープ食べたり、けっこう楽しかったと思う」

「そうかも。めちゃくちゃな地図。ミミズみたいな字だったし。だけど本当に、地図のせいだけだったと思う？」

「どういうこと？　歌南、なにか思い当たることあるの？」

「駅名は合ってると思う。あとで、ちゃんとした地図と照らし合わせてみた」

「あ、もしかして、スマホで歌南が見てたのって、街の地図だったんだ」

「そう。縮尺とか無理やり調整して、歪みも適当に直してみたら、十字路の数とか、大通りとか、そういうのはちゃんと合ってた。あの場所は、魔法のお店がある駅だということで、確かだったんだと思う」

「ええっと。じゃ、じゃあ、どうして私たち、行き着けなかったの？」

「途中で道を間違えたから」

「うん……まあ、そういうことなんだよね。駅は合ってたのなら、また行ってみれば、今度はたどり着けるかな？」

「たぶん、ウィッチクラフト・ショップ」

　その言葉を、歌南はハッキリと発音した。膝の上に乗せていた顔をあげる。枕から頭を起こした私と、目と目、視線が合う。

「それって、なに？　初めて聞いた。どういう意味なの？」

「普通に『魔法のお店』という意味だから、別に今まで話していたことと一緒。だけど、そういう種類のお店があるって、私たち、知ってる気がする。どこでこの言葉を聞いたか、私だって、本当にはハッキリ覚えてないの」

「ウィッチクラフト……意味は、魔法……。うん。どうしてか聞き覚えある、気がする。なんでかな。不思議だね」

「いろんなサイトで、ちょっと調べてみたの。それから『金枝篇へん』という本。魔法には、魔法なりの、ちゃんとしたルールがあるんだって。例えば、類感と模倣」

「るいかん……もほう……って、どういう意味なの？」

　興味がわいてくる。あまり考えすぎると、目が醒さめてしまいそう。今は半分ぼんやりだけれど、あまり覚かく醒せいしてしまうのは、困る。明日の学校にそなえて、きちんと眠っておかなければ。それでもドキドキしてしまう。

　歌南は四つん這ばいでベッドをにじってきて、私の横に来る。そのまま寝そべった。耳打ちするように、頰と頰を寄せ合って話す。

「同じようなものには、同じ魔法が宿る。望む行動には、よく似た行為。ウィッチクラフトを使う手順は、やりたいと思うことを真似して、類似の行動をなぞること。そういう感じの意味みたい」

「じゃあ、そういうことなら、魔法のお店……ウィッチクラフト・ショップに行き着くためには、ルールに沿った、なにか似たことをしなくちゃ、ってことなのかな」

「たぶん。そういうことなんだと思う」

　こっくり、と歌南がうなずいた。揺れた髪の毛が、私の頰を撫なでていく。くすぐったい。

「ねえ、花音。地図を描くのに、目をつぶっていなければいけないとしたら？」

「それに似た行動って……もしかして……？」

「うん。なんとなくだけど、想像はできた気がする。もしかしたら、もう一度くらい試してみる価値、あるのかも」

　今度は、私がうなずく番だった。すぐ隣で寝そべった歌南の額に、私の前髪が触れてしまったのだろう。歌南は睫毛をしばたたかせて、ほんの少し身じろぎした。あくびを嚙かみ殺すような表情。

　私だって、だいぶ眠たくなってきていた。今、何時なんだろうか。

　いろいろなことが起こりつつある、という気がしている。つまり原因は、ウィッチクラフト・ショップだ。最初はそれほど行きたかったわけでもないのに、今ではけっこう本気で探そう、と思い始めていた。

　もう目を開けていられない。ぱしぱし、まぶたがくっついてしまいそう。魔法のお店を探すために、見知らぬ路地を歩き回った。きっとそのせいもあって、とても眠たい。歌南だってそうなのかも。

　すっかり両目を閉じて、自分のベッドに、２段目に登っていこうとする気配がない。

　限界だった。私だって、眠気の中へと落ちていく。

　かろうじて、ほとんどは無意識で頭上に手を伸ばした。伸びをするように、ううん、と唸うなりながら。丸い金属の感触が、指先に触れる。ベッドサイドの灯りを消す、スイッチを押せた、と思う。たぶん。
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　夢の中だ。私たちは、過去の夢の中にいる、のだと思う。そう信じたい。

　これは絶対に見たくない種類の夢だったから、現実だとしたら耐えきれない。悪夢であってくれなければ、とても困る。ゼツボウの夢だ。真っ黒な炎の舌が、ちろちろと下から上へとココロを舐なめていく。

　私たちが見ている光景の壁に、真っ黒がひとつの点になった。ゆっくり燃え広がって、剝はがれ落ちる。唐草模様が浮き彫りされたホテルの壁紙が、捲まくれて剝がれながら真っ黒、消し炭になる。火の粉を散らす。

　絨じゆう毯たんにも黒々と点々がつく。血の染みのようだ。小さな炎の舌がそこからも伸びて、飛び火して、広がっていく。際限がない。果てしがない。剝がれて、真っ黒いゼツボウの色に変わっていく。

　熱かった。夢の中なのに、温度を感じる。肌が焼けそう。喉のどが渇いてしかたない。たりない空気を一生懸命、吸いこもうとするほど、肺の奥までヒリヒリする痛みが差しこんできた。耐えきれない。なにかに摑つかまれているように、心臓まで痛かった。

　私は、泣き叫ぶ。手を繫いだ歌南も、泣いている。どうしたらいいの、助けて！　ここから出して！

　いくら声を出してみても、状況は変化しない。するはずがない。私たちはホテルの一室に閉じこめられて、火災に焼かれて、燃え尽くされる絶望の時間まで、泣きじゃくって待つことしかできないでいた。

　だけど、誰かが手を引っぱってくれる。

「あきらめるな！」誰かが叫ぶ。耳もとで怒鳴りつけるように。「いいか、炎は上に広がる。だから下に、ずっと下へ逃げるんだ。希望を持て。生きるんだ。お前たちは、絶対にあきらめちゃいけない」

　まだ燃えていないドアを蹴り開ける。力強かった。私たちは、その人を誰よりも良く知っていた。焦げた絨毯の上を、私と歌南、引っぱられて走った。赤黒いゼツボウ色は、まだ追いついていない。

　ごうごう、ぱちぱち、ぎちぎち、弾ける炎の足音は追ってきたけれど、まだ追いつかれてはいない。まだ大丈夫。生きている。

　だけれども、灰色の煙が立ちこめていた。咳きこんでしまう。息が苦しい。なにかわからないものに、喉と肺が内側から刺されているかのよう。私たちは逃げる。３人で走って逃げていく。たどりついたそこは、かろうじて逃げ場になる、地下室だ。

　ドアがバタンと閉められて、「持っていろ」と、非常用の懐中電灯が手渡された。明かりで照らされた部分が、真っ暗闇の中、灰色の空間を照らす。たぶん、ここもダメ。隙間から煙が入ってくる。じわじわと侵入してくるそれは、灰色と黒のゼツボウだ。死の臭いと、焼けた壁紙色が混ざった黒煙が、ゆっくり、さらに確実に足もとに溜たまる。生きるのに必要な空気を奪っていく。

「排煙装置があるはずだ」と、その人は言った。もう誰なのか、私たちはわかっていた。

「ダメだ、くそっ、ここは電源が切れてる。廊下にハンドルがあったはず。あれが排煙装置のハンドルじゃなかったら──。いや、そういうことは考えるな。ダメだ。前向きに、希望を持とう」

　まるで自分を落ち着かせるように、その人は重たい、しゃがれた声で言う。

　みっしりした黒煙の固まりは、不定形に広がりつつ、既に私たちの膝下まで充満しつつあった。

「いいか。父さんはこれから、手動ハンドルを回しに行く。それが多分、最後の希望だ。私が出て行ったら、ドアはしっかりと閉めておけ。戻ったら合図する」

　出て行った。ドアはすぐに固く閉めなおされた。そうだ。これは、私たちが小さな子どもの頃に、現実にあったこと。真っ黒に煤すすけた『ゼツボウの夢』だ。記憶の壁紙が燃えて捲れて、灰になって散ってしまうように、目覚めたら細部を忘れているだけ。




　トラウマの記憶だから、結果は決まっていた。「無理だった」と、戻ってきた父さんは言う。鉄の扉越しに。くぐもった声だけが聞こえる。

「ドアを閉めておくんだ。開けるな。消防隊の助けが来るまで、絶対に開けるな。隙間にありったけの布を詰めるんだ。部屋の中で、できるだけ高いところに登れ。話すと酸素消費量が増える。いいな、黙って、落ち着いて。必要なものは、沈黙だ。規則的な呼吸。希望を欠かさないこと。助けが来るまで、絶対にあきらめるな！」

　なぜか一言一句、父さんの言葉が、正確に思い出せる。

　私と歌南は、言われたとおりにしていた、と思う。机の上に登って、泣いていた。それでも言いつけを守っていた。必要なものは、沈黙だ。押し殺した、静かな呼吸だ。それからキボウ。

　外に出たままの父さんは、鉄の扉を隔てた、すぐ側にいるはず。どうしているのか、想像することもできなかった。声は聞こえない。

　黒い煙は、机の下ギリギリで止まっていた。排煙装置は、きっと動かなかったのだろう。父さんが部屋に戻らなかったのは、扉を開けなかったのは、そういうことと関係があるのかもしれない。理由は、考えたくない。

　新鮮な空気を求めて、私たちは酸素不足で溺おぼれかけた金魚のように、小さく口を動かしていた。声は出せない。苦しい。喉の奥が痛い。肺の中を、トゲトゲしたなにかが暴れ回っているかのよう。

　希望はない。私たちは、たぶん、言いつけを守れなかった。何度も何度も、父さんに呼びかけてしまった。泣き叫んでしまった。返事はない。だけど、その代わりに──。




　金冠だ。ひるがえる亜麻色の長い髪が、薄いヴェールから透けて見えていた。

　金糸と銀糸の刺繡で縁取られた衣い裳しよう。「クリノリン」という真っ黒い枠組みが、まるで教会の周囲に巡らされた鉄格子のように、膝下まで伸びていた。フレアスカートと同じ円形に広がって、先端は刺さりそうなほど尖とがっている。

　骨組みだけのクリノリンを通して見える細い両脚には、絹のストッキング。足もとは、かかとの高いハイヒールの靴。カツン、と床を鳴らして、降り立った。女神エルズーリーだ、とわかる。火災の当時は、名前を知らなかった。目覚めてからのわずかな記憶を頼りに、私と歌南で調べたから、今は正式な名前を知っている。神聖な女神の呼び名は、エルズーリー・フレイダ。

　あらゆる望みを叶えてくれるらしい。ものすごく強い神様だ、と言われている。

《ブードゥー・ゲームへ、ようこそ》と、彼女は言った。

　私たちふたりの、黒々と焼け焦げ穴の開いたココロの奥底まで、希望と絶望の両方を染みこませる、不思議なくらい綺麗な声だった。

《突然ですが、あなたの願いを叶えさせていただきます》

《皆さん、お待ちかね。原罪ゲーム、いってみようか！》と、誰か、男性の声が重なる。

《ルールは簡単です》再び、女神エルズーリーの声。《正しい手順で一言一句、間違えないで唱えてください》

《花嫁の願いが、我々を導いた。流れ着いた。だから、ゲームは開始される》

《正答すれば、願いは叶えられます。誰かの『いのち』を助けることができます。それが誰でも、どんなものでも。ところで準備はいいですか？　覚悟できてますか？　間違えたら……わかりますよね？　秘密のコトバですから──》

《おお、おお、女神エルズーリー。愛いとしきエルズーリー・フレイダ。我々の新しい乗り馬はどこにいる？　これらが、そうなのか？》

《絶対、ぜったい、ゼェッタイ、間違えないでね！　間違えないでね！》

　内側は真っ黒、外縁は真っ赤な燃え跡が広がっていく。チリチリと、記憶の壁紙が焼けて捲れあがっていく。はらはらと灰が散る。

　参加してしまった、のだと思う。私たち。ふたりで、この突然始まってしまった「ブードゥー・ゲーム」に参加してしまった。きっと父さんの命を助けるため、ほんの扉一枚を隔てて向こうにいるはずの父さんのために。

　間違いが許されない呪文を、頑張って、せいいっぱい頑張って、絶対に間違えないように唱えて──。

　そして、夢は覚める。焼け焦げた穴は、埋まらないまま。










【穂積花音】７月９日／夢の翌日の放課後




　授業の内容を、頭の中にどうにか詰めこむのは、午前中までが限界だった。

　お昼を食べて、ぼうっとしてしまってからは、気怠い眠気が半分くらい。黒板にも先生の話にも、集中できない。頭だけでは済まない。

　自分の頼りないほど細い手足、椅子に座っているのがようやく、という感じ。体じゅうに、重たい感覚が染みこんでいた。悪夢の残ざん滓しが、焦げ目のように脳裏に染み着いて、視界の隅でもチカチカする。

　帰ったら少し仮眠をとって、頭をスッキリさせないと。午後の授業ぶん、復習するというよりも、個人的にやり直さなければならないだろう。ようやく終業のチャイムが鳴って、私は、ほっと溜め息をついた。

　どうにか帰り支度を始めようとしていると、すぐ隣から、歌南が手を出してくる。

　もたもたしていた私を待っていられない、というように、テキパキと整えてしまった。通学鞄の中に必要なものをしまって、フタを閉じて「これで全部？」と、さも当然のように聞いてきた。

　私がこっくりうなずくと、「はい、持って。帰ろう」と差し出してまでくれる。

「あ……ありがと」

　少しびっくりして、目をまるくして、歌南の顔を見つめてしまう。それでも鞄を持つと、歌南はさっそくという感じで、手を引っぱってきた。

「ど、どうしたの、歌南？」

「今日は私たちだけで、例のお店を探してみよう？　そうしたほうがいいって思わない？」

「えっと……じゃあ、絢ちゃんたちは？」

「だから早く帰ろう、って言ったの。たんなる勘だけど、いないほうがいいと思う。余計な要素がないほうが、きっと見つかる気がするから」

　私は答えられないけれど、絢ちゃんと知紗ちゃんに遠慮して言えなかったけれど、どうしてか納得できてしまった。

　ウィッチクラフト・ショップ。それが魔法のお店であるからには、役割が必要なんだ、という気がする。同じものには、同じ魔法。望む行動には、よく似た行為。私たちは、たぶんそういうことを、過去にやったことがある。

　魔法、つまり「ウィッチクラフト」を使う手順は、やりたいと思うことを真似して、類似の行動をなぞること。私たちの場合は、きっと「夢」だ。

「花音、あの夢を見たでしょ？」

「うん」ゆっくり、うなずく。「真っ黒く、焦げた夢。壁紙とか絨毯とか。どうしてなのかな。焦げ跡だけハッキリと覚えてる」

「私もそう。きっとそれって同じ夢だよ。私たち、どうしてか同じ夢を見てるの。理由があると思わない？　昨日の手描きの地図、持ってる？」

　そう言っている間にも、私は引っぱっていかれる。歌南は強引だった。

　だけど心のどこかでは、私自身、それを望んでいる。普段から、いろいろなことを決めきれない。歌南が代わりに決定してくれるなら、それが一番いいような気がする。今も、言うとおりにしようと、結局のところは思っていた。

「地図、あるよ。持ってる。出してみる？」

「今はいい。向こうの駅についてから。きっと必要なのは、模倣なのよ。似たようなことをやってみる、っていう魔法の手順、やってみようと思う」

　私と歌南は、中学校の正門をくぐる。

　左右はレンガ模様の壁で、金属枠の透かし扉が開かれていた。渦巻きのように装飾されたアーチ状の扉の中央には、私たちの制服の胸にあるのと同じような、ハート形と十字架を組み合わせたエンブレムがある。

　きっとこれも、昔、この学校がキリスト教の学校だった名残なのだろう。

　私は一瞬だけ、正門を振り返って、だけど足は止めなかった。歌南と繫いだ手、ぼんやりしていても、きちんと連れていってもらえる。しっかり導いてくれるに違いないと、歌南のことを全面的に信頼していた。




　前回来たときと、まるで同じ。見慣れない街の駅で電車を降りる。

　プルルルルル、と発車の合図が鳴って、私たちの背後で扉が閉まった。

　ゆっくり遠ざかっていく電車の長い列。歌南は手描き地図を片手に、どんどん先を行く。と言っても、もう片方の手は私と繫いだままだから、当然のように同じ速度で歩かなければいけない。

　自動改札を通り抜けて、再び、駅前だ。

　これで２回目。どうしようか、という感じで歌南の顔をのぞきこむと、地図に視線を落としていた歌南が睫毛を持ち上げた。目と目が合う。

「どうして、私がウィッチクラフト・ショップにこだわってるのか、不思議に思ってる？」

「う……うん。歌南だって、別に、両想いのおまじないなんて、欲しくないでしょ？」

「本物のお店だっていうのなら、もっといろいろな種類のものが、売っているんじゃないかって。そう思う。それと、花音は欲しいんじゃないの？」

「本物のって、本物の『魔法のお店』だってこと？　それってあり得るの？　本気で信じてる？　そ、それに、私だって特には、そんな両想いだとか、そんなの──」

　ふるふると首を振って否定しようとしたけれど、歌南はおかまいなしだ。最後まで言い訳しているひまもない。迷いなんてないように、まっすぐ駅前の通りまで進んでいくから、とにかく付いていくしかない。

　歌南はまた視線を地図へと落として、一瞬目を細めてから顔を上げた。周囲を見回す。

「信じているか、半々ってところ。昨日の夜に話したでしょ？　これくらいの大雑把な地図でもだいたい行き着けるかな、って思ってたけど、たどり着けなかった。歪みさえ直して行けば、十字路の数とか、交差点を渡る場所とか、そういう数字さえ間違わなければ着けたはずなのに」

「じゃあ歌南は、行き着けなかったから、本物かもしれないって思ってるの？」

「そう言ってもいいと思う」

「いろいろ売ってるものがあったとして、歌南は……どんなの、欲しいって思う？」

「花音はどうなの？　魔法なんて気の持ちよう、つまり逆に言えば、心の問題をどうにかする種類のものだとしたら？　今、一番欲しいものってなに？」

　質問ばっかりだ。それはそうだ、と思う。なにかの答えが出てくるだなんて、歌南だって思っていないはず。現実的だとは考えられない。

　噂は、本当かもしれない。でも、都市伝説の可能性のほうが大きい。不思議、だからこそドキドキもしている。私は否定しきれなかったことも、少しは頭の隅に残ってしまっていたけれど、自然とつぶやいていた。

「もしかしたら……悪夢を追い払う魔法なんていうものも、売っているかも……」

「そういうの、あるかもね。心理的な問題なら、特に」

「ねえ、歌南。でも結局、どうやって行くの？　まさか言ってたみたいに、目を閉じて歩いていくなんて、できるわけないんだし」

「うん、わかってる。だけど、似たようなことはできるかも。例えば、地図は頭の中に、記憶の中だけに留めておいて、景色とか、周りも一切見ない。それなら半分くらいは、目隠しして行き着こうとしてるのと、似ていない？」

「それってつまり、歌南が読んでた本、『金枝篇』に書いてあったっていう、類感とか模倣ってこと？」

　歌南はこっくりとうなずいて、私の手をギュッと握ってきた。

　普段からあまり感情を表に出さないけれど、きっと歌南も、私と似たような気持ちなのかも、と思う。たぶんドキドキしている。不思議なものに近づいていこうとする、好奇心と不安。どちらもあるはず。

　私は手描き地図を渡されて、片手にぶら下げたまま歩く。微風に、ぱたぱたと紙が揺らされる。どこか遠くから、ジージーというアブラゼミの響き、それに重なるオーシツクツクツク、ツクツクオー、と別のセミの鳴き声が聞こえてきた。

　意外と森が近いのかもしれない。遠くを見上げると、小高い丘はあった。

　だけども聞こえてくる位置は、もっと近そう。首筋から肩にかけて、微妙に汗ばみつつある。できるだけ日陰を歩きたいな、と思いつつ、私は最初の交差点を渡り始めた。十字路だ。

　セミの声に混ざって、歩行者用の信号が電子音の曲を流している。

　白い横線が規則的に並んでいる向こう側に、男の子たちがいるのが見えた。




　私と歌南は、交差点の真ん中で立ち止まってしまう。

　反対側から歩いてきた男の子たち、ふたりのスニーカーと革靴が、白線を踏みながらこちらに近づいてくる。私と歌南と、すれ違う。肩と肩が触れ合いそうになるほどの距離で、ふわり、と風が吹いた。

　私の結った髪の片方が、彼のほうに揺れて、かかってしまったのだと思う。たぶん。

　あれ、という雰囲気。見返ってきた男の子には、見覚えがあった。むしろ、良く知っている、と言えてしまう。なぜなら、なんとなく目で追ってしまうことが多かったから。彼の名前は、片瀬海。

　海くんのほうでも、目を大きく見開いて、こっちをしっかりと向いた。

「えっと──」と、海くんが口を開いた。わずかに首を傾げぎみで、「もしかして、花音？」

　向こうでも、覚えていてくれた。ちっぽけな私の心臓が、ドキリと跳ねてしまう。また初夏の温かい風が吹いて、海くんの前髪を揺らした。びっくりした顔から、すぐに満面の笑顔に変わって、一歩、私のほうに踏み出してきた。

　私のほうが、思わず逃げ腰に、背中を反らしてしまうくらい。だけど両脚は路面にくっついてしまったかのよう。動けない。こっちのほうこそ、びっくりして、いろいろな感情がぐるぐると心の中で回転、目まで回りそうだった。

「偶然ってすごいな。たまたま出かけてきた、この場所で、特にこんな機会に出会うなんてさ。久しぶり……で、合ってる？　俺たち、ちゃんと再会なのかな」

　海くんの言葉は、やっぱり、ちょっぴりの不思議を含んでいた。
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　この場所、というのは、今いるこの街のことなのだろう。感慨深げに言う声は、記憶にある小さい頃のそれとは全然変わってしまっているけれど、たしかに、海くんだとわかる。屈託がなくて、目を細めて笑う感じと良く似合っていた。

「海。この場所で話しこむ気か？」と、横から翼紗くんの声だ。「信号。点滅し始めた。世間話とかに、むいてる場所じゃないと思うけど」

「それもそうだ。ごめん、ちょっと走ろう。向こうで、いい？」

　海くんは笑顔で、１歩、２歩、私たちのほうに戻ってきた。さっきはすれ違ったのに、今度は追い越される。歩幅が大きい。たった数歩なのに、海くんは、再びこちらを振り返っていた。

　溜め息をつきながら、翼紗くんが、ゆっくりと私たちの隣に並んでくる。

「これだもんな。海には、いつも振り回される」

　灰色のアスファルトの上、歩行者用の白線に陽光が反射してまぶしい。青色信号が点滅していた。そうだ、急がないと。信号から流れる電子音だって、急せかすようにリズムが速くなっている。

「ほら、行こ、花音。ぼんやりしてると車のじゃまになっちゃう。翼紗くんも、わりとのんびりなのね」

　歌南の声は、あまり嬉しそうな感じではない。私の手を引きながら、隣を歩いている翼紗くんを、ほんの少しだけ見上げた。いぶかしんでいる、のかも。まるで人見知りしているようにも見える。

　たしかに不思議な再会で、海くんが言ったとおりだ、とは思う。

　まさかこのタイミングで、と私はびっくりしていた。魔法を売っているというお店、ウィッチクラフト・ショップを探しに来たなんて、とても話題にできるはずがない。笑われてしまうだろう。

　だけども、それならなぜ？　奇妙だ、と感じる。この街ではない、２駅先に住んでいる私たちが、どうして偶然に同じ場所で電車を降りていて、４人揃って、６年ぶりの再会を果たしたのだろう？

「どこ行こうとしてたの？」と、翼紗くんが聞いてきた。

　私たちと同じで、中学校の制服のままだ。つまり、やっぱり私と歌南みたいに、校則違反の寄り道だと思う。翼紗くんの名前は、廊下に貼り出される成績優秀者のリストに良く出ている。いつも３番目までには入っている。そのイメージと寄り道が似合わない。

「なに？　なにかおかしい？」

　私の視線に気づいたのか、質問を変えてきた。半袖の白いワイシャツ、チェック柄のズボンは、海くんも翼紗くんも同じ。靴だけは違っていて、ちょっぴり独特のゴム底シューズが海くん。翼紗くんはカッチリした革靴だ。

　顔を少し傾けて、海くんのほうに目を向けてみれば、性格の違いはネクタイにも表れている。結び目をゆるめている海くんと、きちんと襟元まで締めた翼紗くん。スクエアカットのネクタイが、それぞれ風に揺られている。

「え、ええと」私は首を左右に振って、２番目の質問を否定した。「おかしくないけど、不思議だなって。翼紗くんたちは、どうしてこの街に来てるの？」

　隣を歩いていた歌南が、私の腕をギュッと摑まえてきた。もう交差点は渡りきって、私たちは、ビルの日陰で立ち止まった。大通りとの間には並木もあって、立ち話できる程度の広い歩道だ。

「校則違反、するタイプじゃないと思ってたけど」と、歌南が言う。

「そっちこそ。特にショッピング街でもないこんなところを、ぶらついている理由なんて思いつかないな。穂積姉はともかく、穂積妹は、絵に描いたような優等生だろう。先生から注意されたことさえ一度もないんじゃないか？」

　翼紗くんの言い方には、特別な感情は入ってなさそうだった。授業で問いに答える時のような、淡々とした口調。だけど歌南は、むっとした顔をした。

「変な呼び方、やめてくれない？　伊東翼紗」

「なに、その苗みよう字じと名前つなげて呼ぶの。意味あるわけ？」

「ちょっと待って。待てって。なんで、そんなピリピリして、にらみ合ってるんだよ」

　両手を軽く広げて、海くんが仲裁に入ってくれる。助かった、と思う。なんだかドキドキしてしまっていた私は、ほっと息をつけた。海くんを見上げてみると、困ったような、だけどまだ笑顔が残っている。

「ああ、もう」肩をすくめて、またほわっとした笑顔に戻った。「そんなつまらない話するために、集まったわけじゃないだろ。翼紗、目的を思い出せよ。こんな偶然、絶対、なにかあるって。ものすごく楽しくないか？」

「なにか……ある、ね。本当にそう思う。だからこそ、なんだけど。嫌な予感がする」

　翼紗くんは、メガネの奥で睫毛を伏せた。

　手元のスマートフォンを見つめている。思わず横からのぞきこんでみると、地図が表示されていた。この街の地図、だけども２枚。ネット上の地図と、手描きの紙を撮影して取りこんだ地図が、並べて画面に映っている。

「なんでのぞいてるの？」

「えっ」私は、びくりとして顔を上げた。「ご、ごめんなさい。つい、なんとなく──」

「ちょっと見た目が可愛いからって、誰にでも、なんでも許されてきた？　今回も、その手のなんとなく、ってことか。他人の携帯を横からのぞくとか、遠慮しないんだな。今さら言っても遅いけど」

「おい、翼紗。そういうの、それこそ、ちょっとどうなんだよ」

　海くんが言う。翼紗くんの肩に両腕を回して、犬か猫がじゃれつくような感じで、もたれかかる。ふざけているような、だけど半分は真面目な顔だ。

「遅かったなら、いいじゃないか。謝ったんだし。お前ってそういうの、ぜんぜん根に持つタイプじゃないだろ。しかたない、って溜め息つくくらいでさ。神経質になってる理由、わかるけど、それは花音たちには関係ない。だろう？」

「まあね」と、溜め息をついた。翼紗くんは、じゃれつかれてズレたメガネの位置を、指先で持ち上げて直す。

「ごめん。こっちも謝る」

　意外なほど素直に頭を下げてきたから、私の隣で言い返そうと待ち構えていた歌南も、啞あ然ぜんとしてしまっている。

「海の言うとおりだ。ちょっと過敏になりすぎた。穂積姉妹のせいじゃない」

「そこは直さないんだ？」

　歌南のほうでも、特に怒っているわけでもなさそう。冷静な瞳と質問の声を向けられると、翼紗くんは目を細めて、また溜め息をついた。

「わかった。それもごめん。歌南さんに、花音さん。これでいい？」

「昔は、そんな呼び方してなかった気がする」

「昔──。ハッキリ言い切ったな。つまり、やっぱりあの出来事は、夢じゃなかったってことか」

「俺は、最初からそう思ってた。じゃなかったら、花音たちと知り合いだとか、友だちだとか、信じられるはずないだろ？　こうやって話しかけることも、できなかったと思う」

　海くんの笑顔が、少しだけ子どもっぽく変化した。はにかんだような、もしかしたら照れ隠しのような、微妙な首の傾げかた。

「まあ、そこには、つっこまないでおく。取りあえず、６年前の出来事は事実としてあった。僕らは、いちおうの知り合い。もしかしたら目的地も同じ。そういうことでいい？」

「え、ええと……」

　私は、海くんのほうを見上げる。上目づかいになってしまう。「知り合い」よりは「友だち」のほうがいい気がする。海くんは、さっきそう言ってくれたんだから、訂正してくれるかも、と心の奥で願ってしまった。

　海くんがなにか言う前に、歌南がいつもの調子を取り戻す。

「そういうことでいいけど、最後のは、なに？　目的地が同じって？」

「その紙、もしかしたら手描きの地図じゃないかな、って。さっき僕のスマホの地図は見ただろう？　噂になってる例の店、都市伝説を探してるんじゃないか、っていうのは、まあ僕の勝手な想像だ」

「そうだったら、本当にすごいんだけど」と、海くんが続ける。「６年前の『あれ』が本当のことだったのか確かめたい。花音たちと出会ったことで、だんぜん、信憑性が増してきた気がする。ちょっと恐くはあるんだけどね」

　並んで立っている海くんと、翼紗くん。最初は戸惑ってしまったけれど、今はだいぶんイメージが補整された。思い出の中にあったふたりと、雰囲気は変わっていない。

　海くんのほうが少し背が高い。猫っ毛が柔らかそう。翼紗くんは鋭い感じ、さらさらヘアーで、メガネとか革靴のカッチリさと相まって、本当に真面目そう。路上でいろいろ話していて、そんなふうに私の中で記憶が合わさった。そうだ、たしかに、ふたりと出会って、不思議な体験をした。間違いないと思う。

「ううん、ええっとね」私は勇気を出して、話し出してみる。「その時のこと、確かめてみたくはあるんだけど。ただの『魔法のお店』だっていう噂だから。関係ないかも、って思う。半信半疑なのかも。だけど行ってみたら、手がかりになる『魔法』が売ってるかもしれないし……」

「ハッキリしないな」と、目を細める翼紗くん。海くんは、その言葉を遮るように、翼紗くんの腕を軽く手の甲ではたいた。

「そういうの、想定済み、なんだろ？　たどり着いてみないことには、全部がハッキリしないって、そう言ってたのは翼紗だ。だから都市伝説。行き方だって、みんな適当な噂ばっかりでさ。だけど、いちおう、案は考えてきた」

「私たちも」と、歌南が答えた。私は、こくこくとうなずく。だんだん楽しくなってきてしまった。歌南がうながすように顔を傾けたので、私が話を続ける。

「うん、そうそう。地図は頭の中だけに覚えておいて、周りは見ない。地図が目をつぶって描かないといけないルールなら、行くのだって、似たような模倣をしないと着けないんじゃないか、って思うの」

「それ、いいな。どう思う、翼紗？」

「模倣か、なるほど。……試してみる価値はあると思う。海の案と合わせてやってみたい」

「海くんの案っていうのは？」

　私がたずねると、海くんは急に真面目な顔になった。自分のスマートフォンを出して、私たちに見せてくれる。翼紗くんが見ていたのと同じ地図の写しだ。

「この地図、翼紗はスケールがおかしい、縮尺がムチャクチャだ、って言ってた。だけど俺は実のところ、合ってるんじゃないかと思った。長さの意味が、普通とちょっぴり違うだけで」

「どういうことなの？」「それ、どういうこと？」

　思わず、聞き返す私たちの声が重なってしまった。海くんは、くすりと笑う。

「ものすごく原始的な海図みたいなもの、じゃないかな、って。長さは『距離』を表しているんじゃなくて『時間』を意味している。何分歩いたか、例えば坂道なら時間が余計にかかるし、信号待ちの時間だって統計的に導き出せる。線が長いところは、それだけ時間がかかる、という意味じゃないかと思った。逆に短いところは、歩きやすい速く行ける道。ただの勘だけどね」

「面白い発想だと思う。やってみたい。花音はどう？」

「うん、うん」私は、２回うなずいた。素直にすごい、面白い、と思う。「それだったら、駅前から最初の交差点までの時間を計って、それを基準にできるよね？」

「僕らも、まさに同じ意見だ。さっきの『目隠しの模倣』も加えて、足もとと地図だけを見て行ってみたい。案外、いきなり正解にたどり着けるかも、だな」

「じゃあ、決まりだ」

　海くんが、嬉しそうに微笑んだ。にっこり笑って、顔を少し空へと持ち上げる。

　緩やかな夏風に前髪が揺られて、やっぱり柔らかなイメージ。「行こう！」と、みんなを導いてくれる。まっすぐの視線、躊ちゆう躇ちよのないスニーカーの踏み出しが、やっぱり６年前から変わらない。

　学校の教室から、廊下の窓から、校庭の隅から──私はよく、ヨット部の練習風景を見つめてしまっていた。たぶん、海くんは、今も同じだった。




　腕を組んで歩く、私と歌南。ほとんど足もとしか見ていない。

　腕時計をチェックしているのは、海くんだ。最初に計った基準時間をもとにして、やっぱり周囲から意図的に視線をはずしている。その隣には翼紗くんがいて、特定のポイント、ポイントで声をかけていた。

「よし。Ｔ字路だ。ここまで合ってる？　海、さっきの交差点から何単位？」

「駅前から第１交差点基準で、４単位。途中、けっこう道が曲がってたし、登り坂だ。ここは時間かかった、ってことでいい。当たりだと思う」

「面白いね」私は、わくわく、ドキドキしてしまっていた。宝探しみたいだ。「本当に海図を頼りに、波間を進んでいくみたい。そういえば、このあたりのタイル、ちょっと変わってる……」

　足もとしか見ていなかったから、余計に気づいてしまった。

　アスファルトの登り坂を上がってきたら、その頂点からは、小さなレンガが波模様に組み合わされた小道だ。古いヨーロッパの石畳にも似ている。レンガの続く先は、Ｔ字路の左方向。この先は、どう行けばいいんだっけ、と地図を見てみると──。

「矢印が左方向。こっちへ行けって」歌南がつぶやく。「誘導されてるみたい。どんどん細道に入っていくし、ここ、道みち標しるべみたいなものもあるわね」

「道標か、サインか。どうだろう。少なくとも、猫避よけじゃあなさそうだ」

　翼紗くんは道端に置かれたものに、靴のつま先で触れる。大きくて丸い。半ば青く透き通っていて、陽光を反射していた。

「大きなガラス玉？　だけど、ロープで編んで包んであって、これってなんなのかな？」

「浮き玉だ」海くんが即答した。「目印にするためのブイで、海に浮かせて使う。波模様のレンガ道、それに浮き。ものすごく不思議だけど、最初の古い海図の喩たとえ話が、なんだか繫がってきちゃったな。これも魔法ってやつか」

「信じられないけど、そういうことになってきた。手描き地図だって、もう終点だ。左折した先が、袋小路になってる。行き止まり。星形の目的地マークも付いてる。みんな、このまま行く勇気、ある？」

　翼紗くんが聞いてくる。もちろん、私はうなずく。それから隣の、しっかり腕を組んでいる歌南の顔をのぞきこむ。視線が合って、歌南は小首をかしげるように、だけど「大丈夫でしょ」と言いたげな顔を見せた。

「いいと思う。どっちにしても、６年前に本当はなにがあったのか、みんな覚えていないんだから」

「確かめないと、だよな。よし、行こう。続行だ」

　海くんは、また笑顔を見せた。明るくて柔らかいけれど、まっすぐ。目を細めて私たちをぐるり、眺めてから、指をさして示す。

　きっとそこが始まった場所だ。私たち４人の記憶の中にある、不思議な「はじまりの場所」に違いない。私たちの誰もが、行く先は見ない。足もとの波形模様、レンガの小道だけを見て歩く。たぶん、それが「魔法のお店」探しのルールだから。

　行き止まりは、すぐだった。

　海くんの流儀で言うのなら、駅前から第１交差点基準で、ほんの２単位だ。

　突き当たりの家は、狭い路地に建っていた。細長い３階建て。石造りに見えるけれど、本物ではない、とは思う。きっとコンクリート壁に薄い石のタイルを貼りつけて、それらしく見せているだけ。

　それでも蔦つた植物がびっしり、屋根のほうまで這い登っているし、そんな緑の葉が壁一面を覆っている。ものすごく古い建物に見えるのも、たしかなことだった。ドアはある。３段ほどの小さな階段、その先にある。

　先頭を歩いていた海くんは、まだ顔を上げずにいた。

「ここが、そうなんだよな。もう見てもいい？　まさか、消えたりはしない──」

「海。今さらだけど」と、翼紗くんが冷静に言う。「非科学的なことを言うな。いや、ちょっと違うか。ルールを信じよう。たとえ現実的なものじゃなくても、そういう規則に従って、僕らはたどり着いた。だとしたら、それでいい、ということじゃないのか」

「わかってる。だけど俺たちはものすごく、奇妙な夢を見過ぎていると思うんだ。ひどい夢を見た、って記憶はあるのに、起きたら覚えていない。曖あい昧まいな部分、黒い部分だけがイヤなものとして心に残る。これもそうじゃないって言い切れない気がして、さ」

「海くんのイヤな夢って、どんなもの……？」

　私は、思わずたずねてしまっていた。私だってある。昨夜だって見た気がする。

　もし、そういう過去の悪夢が、同じ種類のものだとしたら？　偶然なのだろうか、魔法なのだろうか。もっと言ってしまえば、私たちが今４人で揃っていることも、同じお店を探しているという不思議も、全部が全部、不安なほど奇妙に思える。

「夢の話は、今は関係ないから」と、翼紗くんが私の前に手のひらを立てた。

　まるで、海くんのことをかばうようなしぐさ。

　私は、なんとなく察してしまった。自分の悪夢がよみがえって、もし今、心の淵から浮かび上がってきたら。ゼツボウの色だ。想像しただけで、私自身、胸のあたりをギュッと摑んでしまっている。

　翼紗くんは、私の結った髪に唇を寄せてきて、静かな声で耳打ちするように言う。

「海はいつも平気そうな顔をしているけど、話すには心の準備が必要だ、と思う。実際のところ、僕らが出会った理由は、そういう共通の──」

「普通に入ればいいんじゃないの？　仮定の話してても、なにも始まらないと思うけど」

　隣から突然、ぐいっと引っぱられた。歌南だ。小さな声でも聞こえるように傾けていた私の顔は、翼紗くんから離れてしまう。

　歌南は、３階建てのお店の入り口を指さした。冷たいように言うけれど、表情は普通。特に怒っているふうでも、急かすようでもない。私とぴったり腕を組んだまま、もう階段へと、１歩を踏み出してしまう。２段目まで登る。

　歌南は、いつもそうだった。ハッキリものを言うけれど、声に嫌味はない。表情もどうとらえたらいいのかわからない、不思議な感じで話す。翼紗くんも海くんも、やっぱり戸惑うように、顔を見合わせていた。

「じゃあ、俺が行くよ。一番乗り、させて」

　私の肩の上を、海くんの腕がすっと越えていく。いかにも軽々、という感じ。石段の１段下にいるのに、まるで高さの差がないかのよう。伸ばされた腕は細いように見えて、やっぱり力強さがこもっている。

　段を飛ばして３段目に右足を乗せて、私たちを追い越してしまう。古びた木製のドアを押し開けて、まっすぐ、躊躇なく踏み入っていく。

　ドアには木製の看板が、鎖で吊り下げてあった。アルファベットで彫刻された、どこかの外国語。良く見えないうちに扉が開けられて、すぐに視線と興味は、建物の内側へと引きこまれてしまう。濡ぬれた木片と潮風を混ぜたような、古びた香りが漂ってきた気がした。

　ガラン、ガラン、ドアベルが鳴った。思いがけず、錆びた金属を打ち合わせたような、重たくて大きな音だ。ちょっとだけ、びっくりしてしまう。

　海くんを追いかけて店内に入って、ドアを見上げてみる。銅色の円形の縁は末広がり。釣り鐘が震えている。ベルの中央には、いくつかの「８」の字と「十字架」を組み合わせた細長い金属棒が、まだゆらゆらと余韻に揺れていた。

「わりと、噂通りなのね」くっつくほど頰を寄せて、歌南が囁いてくる。「壁、見て。いろいろ紙が貼られてる。きっと、タトゥーのカタログみたいなものじゃない？」

「そう……なのかな。ものすごく複雑な模様ばっかりだね。これって、もしかして蛇？」

「絡み合った蛇だな」

　最後に入ってきた翼紗くんが、メガネの下の縁に触れながら言う。

「ドアベルの意匠と、だいたい同じだ。８の字は、２匹の蛇が頭としっぽをくわえ合っている図形。古典的な『世界』の象徴だ。無限とか、ほかにもいろいろな意味がある。魔法のお店、ウィッチクラフト・ショップとしても相応ふさわしい、と思う。結局、どっちなんだろう」

「タトゥー・ショップじゃないかな」と、海くん。興味深そうな瞳を、店内に素早く走らせている。

　テーブルの側まで歩いていって、そこに置いてあった奇妙な機械を持ち上げた。馬の蹄ひづめに付ける蹄てい鉄てつみたいな、Ｕ字形の金属。小さな円柱が２本、無数のネジ。それからペン軸っぽいものが組み合わさっている。

　見たことのない機械だ。私が近寄って、海くんの手元を眺めていると、後ろから翼紗くんが声をかけてきた。

「どう見ても、タトゥー・マシーンだね。海、そういうの、勝手にさわらないほうが良くないか？　あと店の前にあった看板、今さらだけど検索してみた」

「どこかの外国語だ、とは思った。看板だろうけど、アルファベットに変な記号が付いてたし、英語じゃない。読めなければ意味ないから、あきらめた。中を見たほうが早い」

「なんのために検索したと思ってるんだよ」

　翼紗くんは、あきれたように言う。のぞきこもうとする海くんと私たちに、今度は素直に、スマホの画面を見せてくれた。

「書いてあったのは、フランス語。訳は『ルールは簡単です。準備はいいですか？　覚悟できてますか？』……だ、と思う。これは、それこそ、どういう意味なんだ？」

「俺に聞くなよ。翼紗のほうが、いろんな本とか読んで知ってるだろ？　いや、だけどルール、つまり規則か。あったかもしれない。なんだか、聞き覚えある気がする」

「きっと、夢の中の話かも」

　歌南がつぶやいた。小さな声だったけれど、私たち全員が注目してしまう。

　胸の鼓動が速くなって、思わず歌南の腕に余計にくっついてしまった。ギュっとしがみつく。歌南も身を寄せてくれる。心の最奥から浸しみだしてくる闇色の思い出。ゼツボウ。なんとか耐えようとする。呼吸が、ちょっぴり荒くなってしまった。

「うん、うん。どっちの夢かな。私も、覚えてる気がする。６年前……それとも……」

「ドリーム・タイムの話なら、別の店だな」

　岩のような声だ。ひび割れかけていて、だけど根っ子は堅い。そんな声が、私たちの会話を中断させた。

　声の主は、店の奥から来る。足音も重く堅かった。みし、と床が鳴る。

　杖つえをついていた。80歳以上なら、何歳だって言われても驚かない。それくらい、重々しい威厳のような空気を背負っていた。短く刈りこんだ髪の毛は真っ白。唇からあごへと繫がった髭ひげも白。きれいに直線のように整えられていた。

　杖には肘ひじを載せる半円の環わがある。そのすぐ下が、手で握っているグリップ部分。おじいさんは杖を前に突きながら、逆側の足を引きずった。

　ゆっくりテーブル前まで歩いてきて、椅子にドカッと腰をおろした。

「見てのとおり。片足はうまく動かないが、なに、タトゥーの技量には関係ねえ。注文はなんだ？　誰から、どのシンボルを描いてほしい？」

　おじいさんが、壁をぐるりと見回し、あごで示してみせる。

　たしかにタトゥー・ショップなのだろう。私が最初に見つけた二重の蛇のほかに、翼を広げたフクロウ。止まり木のカラス。左右に大きく角の張った牛の頭。賢そうな瞳をしたオオカミ。上下に並んだ魚。

　いろいろな模様が、所狭しと壁に飾られていた。

「ドリーム・タイムってなに？」

　翼紗くんがたずねると、おじいさんは片目だけを動かした。まるでカメレオンかなにかのように、右目は正面のまま、左目だけが翼紗くんのほうに向いた。ほんの少しの時間のズレで、右目もあとを追う。だけどキッチリと同じ方向には揃っていない。

「難しいな。俺は専門外だから、そっちが欲しいなら別の店に行け、と言ったんだ。おい、そっちのボウズ。この店は、なんの店だと思う？」

「タトゥー・ショップ」と、海くんは即答した。なんのてらいもなく、いつもの柔らかい笑顔で店内を見回す。テーブルに手をついて、嬉しそうに口を開いた。

「俺たちの学校じゃ、タトゥー・シールを売ってるって、噂になってるんだけど」

「うん。そういうものも売っているな。間違いじゃあない」

「あの、ええっと、おまじないの効果って、本当にあるんですか？」

　つい口を挟んでしまった。私だって、きっと海くんと同じ。好奇心が抑えきれない。

「本当に、とか、ほんのわずかに、とか、そういう量的な形容詞は付けられないな。効果ってのは、あるか、ないか、だ。おまじないのタトゥーが『正しい標しるし』をしているなら、そいつは効果を持っている、ってことだ」

「気のせいかもしれない、というレベルの効果かも、ってことでもある。分量に言及できないというのは、そういうことですか？」

　翼紗くんの質問に、おじいさんがうなずいた。ニヤリと唇の端を持ち上げている。

「賢さかしそうなほうのボウズ、やめておけ。近づこうとすると、かえって遠ざかる。まじないの類たぐいは、だいたいそういう性質なんだ。ああ、そうだな、きっと若いお前さんたちの言葉で言えば──」

　思い出そうとしたのか、おじいさんは短い白髪を指でかいた。ううむ、と唸って黙ってしまった。うつむいて視線を落としたけれど、片目だけは、まだ私たちのほうを向いている。

「ツンデレ？」と、真面目な顔で歌南が答えた。

「そうそう、そういうやつだ。で、だから知らないふりをして、やつらが大好きな標識だけを付けておくのさ。向こうから寄ってくるように仕向けるんだな。もっと言えば視覚的なものより、匂いや味覚のほうが、やつらの好みには合うんだが……」

　おじいさんの声は、そこで小さくなってしまった。ぶつぶつと独り言のように、えらく難しい、とか、狙ってできるものじゃあない、なんてつぶやいている。

　翼紗くんは、怪け訝げんそうな顔で、おじいさんのことを見ていた。メガネとすぐ下の頰に片手で触れて、考えこんでいるみたいだ。海くんのほうは、さっさと興味が移ってしまったのか、店内をしきりに歩き回り始めた。

「シールの材料っぽいものも、あるね」と、私はその後ろについていく。

「うん。なに？　花音って、やっぱりそういうのにも興味あって、この店を探してた？」

「そ、そういうわけでもないんだけど……」

「わかった。半々ってところかな。実のところ、俺もなんだ。６年前の思い出を確かめたかったのと、それから、タトゥーも欲しい。父さんが胸につけてたんだ。このあたりに」

　海くんは握り拳こぶしの親指だけで、自分の左胸のあたりを指した。ちょうど心臓のある位置だった。

「じゃあ、シールじゃなくて、もしかして本物の？」

「そう。いつかは、って感じ。今は模造でもいいんだ。本物だときっと怒られる」柔らかな笑顔と、それから誇らしげな表情が半分ずつ。「父さん、本物のヨット乗りだったから。いくつものレースで優勝もしたんだ。日本代表で、スキッパーを……ええっと、つまり、船長を任されたことだってある」

「そうなんだ。代表って、なんだかすごいってわかる。じゃあ海くん、お父さんみたいになりたくて、ヨット部に入ったの？　あ、でも、昔からやってたっぽいよね」

　私はちらちらと、隣に立つ海くんを見上げてみる。そう、海くんは、いかにもそれらしく見える。波を切って進むのが似合っている、風にたなびくのが綺麗な猫っ毛。まっすぐ正面を見つめる瞳。

　だけれども、その視線が、ほんのちょっぴり揺らいだ。

　誇らしげな笑顔の中に、１滴の水が起こした波紋くらいの、ほの暗さが混じっている気がした。

「花音。家庭内のこと、あんまり聞いたら悪いよ。私たち、特に親しいってわけでもないんだし」

　私の腕を、いつの間にか近くにいた歌南が引っぱった。曖昧にうなずく私に、海くんが笑顔を見せてくれる。

「いや、いいんだ。機会があったら、また聞いて。俺たち、けっこう縁があるのかもしれないしさ。ほら、このテーブル──」

　海くんが、ちょっと奥のところにあった背の高い平台に、手を伸ばして乗せた。

　半ばまでカーテンに隠されていたけれど、たしかに見覚えがある、そんな気がした。古びた焦げ茶色の板材だ。ワックスがけしたように磨かれていて、表面は陶器のように滑らか。正面にいくつかのスツールを置いたら、完全に喫茶店の設しつらえになる。

「やっぱり……ここ、私たちが昔、来たことがあるお店？　ずっと前は喫茶店で、改装したのかな」

　私は海くんの耳もとに、背伸びしながら、こっそりと囁く。海くんもうなずいてくれて、あとは歌南くらいにしか聞こえていないつもりだったのに、どうしてか離れた後ろから、声をかけられた。

「今は、タトゥー・ショップだ」おじいさんの、みっしりと重たい声。「ヨット乗りのほうのボウズ、模造のシールでいいなら、こっちに来な。ワンポイントでいいんだろう？　剝がれにくい貼り方と、特別なまじないの言葉、教えてやる」

「ええっと」海くんは、一瞬、迷うような顔。どうしてか、私のほうに視線を向けた。「じゃあ、お願いします。あの、十字模様に蛇が絡んでるようなやつを」

「いい趣味だ。そいつは、ダンバラ・ウェイドのヴェヴェだからな。お前さん、いい乗られ手になれるかも、だな」

　意味のわからない言葉が、いくつか混ざっている。ダンバラとか、ヴェヴェとか。たずねても説明してくれるかどうか、気難しそうなおじいさんだったから、試してみる気にはなれない。

　海くんはといえば、おじいさんの正面の椅子まで歩いていって、指し示された椅子に腰をおろした。ものすごく素直に、質問を口にする。

「ダンバラ・ウェイドって？　乗られ手って、ちょっと変な言葉ですね」

「力ある神の名前だ。次のは、乗り手の反対だな。決められたルール通りにやっていれば、うまい乗られ手になれるもんだ。そこをハズしちまうと、ちっとばかし困ったことになるけどな。で、ほら、どこに入れて欲しいって？」

　おじいさんは、話しながらも準備の手を止めない。タトゥー・シールを何枚か、壁に並んだ引き出しから探し出してくる。

　まだ不思議そうな顔をしながら、海くんがネクタイを解ほどいてはずす。

　さらにワイシャツを脱ぎ始めたから、私は慌てて視線を逸そらせた。だけども、ちらりと見てしまった、海くんの背中。男の子らしい肩けん胛こう骨こつが、天使の羽の名残のようにキレイな線を描いている。だけども全体としては、やっぱり鍛えられている。

　まぶしいほどツヤツヤに見えた。薄い皮膚の下に、固そうな感じも籠こもっている。

「結局のところ」と、歌南が隣で囁いてきた。「私たち、ここに来たことがある。あのふたりとも、小さい頃の知り合い、ということで良さそう。海くんは花音とも幼なじみみたいに話してるし、少しは不安、解消できた？」

　そう言いつつ、歌南は翼紗くんのほうに視線を向けている。向こうでも気づいたのか、ややうつむき加減で、私たちを見つめてきた。なにか言いたそうにも見えるけれど、腕組みして、黙ったまま壁際に立っている。

「とくに……そんな、不安とか。ないわけじゃあ、なかったけど」

「花音は、おまじないの魔法のシール、買っていかなくていいの？」

「う、ううん。それはいい。私、いろいろ不思議を確かめに来ただけだし」

　ぶるぶると首を左右に振る。歌南は小首をかしげるようにしたけれど、それ以上は聞いてこなかった。質問のせいもあって、海くんの背中をもう見られない。私のほうも、伏せた睫毛を上げることができないでいる。気恥ずかしくて、耳たぶが熱く感じられた。




「よし、これでいい。まじないの言葉は、覚えたか？」と、おじいさんが言う。

「いちおう。でも、そういうの、あんまり信じてないです」

　クスクスと、海くんが笑った声がする。ちょうどその時、ガラン、ガランとドアベルが鳴って、店内に誰かが入ってきた。

　その人には、たぶん、見覚えがあった。側に立っていた翼紗くんが眉をひそめたのがわかる。まるで痛みが走ったように、メガネ越しに左目を押さえていた。

「花音、あの人──」私の腕をとった歌南も、片目を痛そうに閉じている。まるで目にゴミでも入ったかのように。睫毛が小さく震えている。

　その様子を見て、私自身が、自分でも左目に手のひらを当てていることに気づく。

　幾重にも蔓草が交こう叉さするように編みこまれた、厚底のハイヒールだった。ヒールの踵かかとが、カツン、カツン、と床に当たって足音をたてる。真っ白なドレス。腰のところまではぴったりと体の線に合わせてあって、そこから逆さまにしたユリの花のように広がっている。

　夏らしく涼しげに、肩から鎖骨にかけて大きく開けてあったから、ウェディングドレスのように見えなくもない。だから、この場所には全然そぐわない気がした。素肌の肩、長い黒髪がかぶさっていない部分から、真っ白な肌がのぞいている。

　白人というわけでもなさそうなのに、本当に真っ白。青白くさえ見えるほど。唇には、真っ青なリップグロスが塗られていた。指先、ネイルの色も全部が青。

　そう。この女の人に、私は見覚えがあった。たぶん、この場所にいるみんなが、記憶にあるのだと思う。海くんも振り返って、目を大きく開いて驚いた顔をしていた。

「続けて」と、その人が言う。「おまじないのタトゥーを入れているのでしょう？」

「もう終わった。たった今、だ。永遠のブライド、あんた、ちょうどいいタイミングを狙って来たんじゃないのか」

　おじいさんが答えて、タトゥー・シートの残りをテーブルに置く。その瞳が、片目だけカメレオンのように動いて、女の人を見据えた。半分は曇ったような、だけどもう半分は、期待がこもったようなまなざし。

「つまり、あんたが来たということは、俺はお払い箱、ということでいいのかな？」

　永遠のブライド、というのは、あだ名なのだろうか。その人は、おじいさんの側まで歩み寄って、首を左右に振った。

「いいえ。エルズーリーがそんなこと、許すはずがない。わかってるでしょう？　今度は、この土地がゲームの舞台になるだけ。私は、そう、永遠のブライド。そういう名前をもらったメッセンジャーで、ただの『乗られ手』だもの」

「ただの、か。いや違うな。ちょっとばかし、ハズしちまっただろう？　だから、名前をもらったんじゃないのか。まあ、昔話してても始まらねえな。やれやれ、という感じだ。結局は代弁者のままか」

　ふたりの会話は、まるでわけがわからなかった。そのあとも、まるで旧知の友だちのように話し合っている。フーンガン、レグバ、ロア、ホウンフォール、バ・ムーン、そのほかいろいろな、聞いたことのない単語ばかりが出てくる。

　ダンバラとかエルズーリーという、さっき知ったばかりの言葉もある。だけど、もちろん意味なんてわかるはずもない。

　海くんが立ちあがって、私のほうまで歩いてきた。ワイシャツを半分着ながらだから、ボタンはまだ、おへその上くらいまでしか留まっていない。その姿で隣に立たれて、やっぱり私は困ってしまう。

　どこに視線を置いたらいいのか、火照りぎみの顔を伏せているしかない。それなのに、海くんはかまわずに、まるで躊躇なく、耳もとに顔を寄せてきた。ひそひそ話のために、ほとんど触れそうなほど頰と唇が近づいてくる。

「そうだ。たしかに、これだ。６年前、こんなのと同じようなことがあった。この店だ。覚えていないか？　なにか思い出せないか？」

「ええっと」私は、かろうじて口を開く。「たぶん。会ってる。私たち４人とも、あの人に会ったんだと思う。なにかのゲームを見せてもらった。とっても、恐いような──」




　ルールは簡単です。

　準備はいいですか？　覚悟できてますか？




　その言葉が、記憶の底から湧きあがってきた。小さな気泡のように浮上してくる。

　暗い、真っ黒な淵だ。ゼツボウ。だから恐い、心の底からそう思った。

「これって、なにかのゲームの続きなのかも。私たちが見せられた、ものすごく奇妙な質問と規則のある。でも、内容とか、全然覚えてない……」

「俺も、そういうの、なんとなく思い出せそう」海くんが、心臓の上に手をあてていた。「ズキズキと痛い。胸のところ、さっきタトゥー・シールを貼った場所だ。なんだろう、これ。花音は、平気？　顔色、すごく悪いけど」

「なあ、海。それにふたりとも」

　入り口の側にいた翼紗くんが、早足で歩いてきた。なにか嫌そうに眉をひそめている。神経質そうな感じで、メガネのフレームに片手の指が触れている。

「出よう。ここは、なにか嫌だ。浜辺でもないのに、潮の匂いがする。床はキレイに磨かれてるように見えるのに、砂を踏んでいる気さえする。絶対におかしい。海の用事は済んだんだろう？　それなら、もう行こう」

「きっと、続き」

　つぶやいた歌南に、みんなの視線が集まった。

「ブライドって、花嫁？　永遠の、って囚とらわれた、ってことなの？」

「行こう」海くんがキッパリ言う。私の手をとって、引っぱってくれた。「ダメだ。また同じことを繰り返しそうだ。６年前、やっぱりここであったんだ。覚えていたくないほどのことが。トラウマってやつかも」

「うん。私、耳鳴り……痛い。この羽音みたいなもの、聞きたくない」

　いつの間にか、ブブブブ、ブブ、と羽虫の音が聞こえていた。耳殻の奥から響いているのかと、錯覚しそう。海くんが、その手に引かれて私が、あとから歌南と翼紗くんもついてくる。

　お店から出て行こうとしたその時、「永遠のブライド」と呼ばれた女の人の側を通り過ぎようとして、声をかけられた。

「穂積花音さん、だったわね？　違った？」

「ええっと」どうだっただろうか。私は、６年前に名乗っただろうか。「そ、そうです……けど」

「なにか買っていったら？　せっかく魔法のお店に、ウィッチクラフト・ショップに来れたのだから。例えば、これなんてどうかしら」

「やめておいたほうがいい気がする。嫌な予感しかしない」と、翼紗くんが耳打ちしてきた。

「うん。あんなの、無駄遣いとかやめて」

　歌南も同意して、摑んでいた私の腕に少し力をこめる。だけどどうしてか、私は「永遠のブライド」が手に持った人形に、心惹ひかれていた。

　可愛くデフォルメされた、５センチくらいの背丈の、子どもの人形だ。帽子代わりに２本角の動物っぽい頭ず蓋がい骨こつをかぶっていて、両目は丸ボタン。笑顔の口は、ギザギザに縫った糸で描かれている。縦たて縞じま模様の派手な色彩の服から、丸みを帯びて短い、浅黒い手足がぶらさがっていた。

「ちょっとだけ、欲しいかも。私、結局なにも買ってないし……」

「やめて、花音。あの人に、見覚えあるんでしょ？」

「僕も同じ意見だ。とにかく早く出たい」

「いや、だけど」と、海くんだけがうなずいた。「せっかく、という気持ちはわかる。俺だけタトゥーの買い物しちゃって、なんだか悪いし。花音が欲しいなら、少しは小遣い出すよ」

「う、ううん。大丈夫。私、今日そこそこ持ってきてるし。あんまり高くないようなら買えると思う」

　私が定価を見せてもらいに歩み出すと、歌南はしぶしぶ、という感じで一緒について来る。翼紗くんは、メガネに触れて眉をひそめたまま。

「ぴたり１０００円。税込み。ブライドのおすすめだって言うなら、まあ、物は確かだろう。店内の小物に関しちゃあ、上から言われた通りの『仕入れ』なんでな。悪いが、こちらからどういう魔法のものだ、なんて説明はしてやれない」

　おじいさんが答えて、ブライドさんは、にっこり笑って、私のほうに人形を差し出した。

　受け取って、お金をおじいさんのほうに渡す。「大切に、な」と、おじいさんは人形の頭の上で、親指と人さし指をくっつけて動かす。十字を切った。

「つまるところ『乗られ手』ってのは、必ずしも人間とは限らない。やつら、乗馬がありさえすれば、だいたいそれで満足なんだ。あとはまあ、運だな。幸運を祈ってるよ」

「え、ええと……祝福、ありがとうございます」

　言われたことは、もちろん、よくわからない。それでも、幸運を呼ぶ「おまじない」をしてもらったのだと思って、私はお礼を言っておく。

　再び手を引っぱってきた歌南が、小さな溜め息をついた気がした。あきれられてもしかたないとは思うけれど、どうしてか、なにか重要なアイテムを手に入れた、とも感じる。勘というよりも希望的観測なのだろうけれど、それでもいい。

　心の奥底から湧きあがってきた黒々としたなにか、それに対抗するためには、小さな希望でも必要な気がしたから──。

「用事、すんだ？　今度こそ行こう」と、翼紗くんは腕時計を見ている。海くんもドアを開けて、押さえたまま言う。

「うん、そうだな。あんまり長く寄り道して、学校バレしたら困る。俺たちはいいけど、特に花音たちはそうじゃない？　夕暮れ前には帰らないと」

　私たちはこっくりとうなずいて、ふたりで急いでお店を出た。翼紗くん、それに海くんもあとから続いて来る。手を離されたドアが自動的に閉まって、ガラン、ガラン、とベルの音をたてた。

　見上げた空は、巻けん雲うんが細くいくつも流れて、既に赤く染まり始めている。セミの鳴き声はいつの間にか途絶えて、聞こえない。夕暮れどきだった。




【穂積花音】７月９日／魔法の店からの帰り道




　海くんと翼紗くんのことを、ぼんやりと考えていた。自宅へ向かう帰り道、私は、歌南と手を繫いで歩いている。

　６年前から、ふたりの印象はあまり変わっていない、と思う。くすぐったい感じに笑う海くんは、柔らかなイメージそのまま。慎重で思慮深そうな翼紗くんは、やっぱりクールな雰囲気だった。

　私たちは、友だちになれたのだろうか。それとも、ずっと前から友だちで、ウィッチクラフト・ショップのおかげで、再会できた関係、というところなのだろうか。どちらだとしても、嬉しさに違いはない。まだドキドキの余韻が残っている。

　うつむきかげんで、睫毛を伏せて、私は海くんの笑顔を思い出す。両想いになれるチャームとか、そういうものに興味がないわけでもなかった。だから、今になって、つい考えてしまう。

　私が子どもの頃から、ぼんやりと想っていた人は、もしかしたら──。

　突然、ものすごい音がした。思考が中断される。ガシャン、という破壊音だ。同時に、歌南に腕を引っぱられている。交差点に出かかっていた私は、歩道の奥へと戻された。振り返ると、歌南が眉をひそめている。

　真剣な顔だった。私も視線の先を見る。目撃する。

　信号のない交差点だ。バイクと自動車の衝突事故があったのだと、一目でわかってしまった。アスファルトの路面に黒々とタイヤのゴムが擦りつけられて、スリップした痕こん跡せき、点々と飛び散っているオイルの染みと合わさって、まるで血痕にも見える。

　自動車は、もうずっと遠くまで走り去っていた。エンジンの音が、どんどん遠ざかっていく。私が見つけたときには、ナンバープレートも読み取れないくらい遠くて、夕方の薄暗い中にテールランプの赤い残ざん滓しだけが、かろうじて残っていた。

　轢ひき逃げだ。ひどい、と思う。バイクのほうの運転手は、路肩の植え込みのところに体を半分、つっこんで倒れている。ヘルメットが、その少し離れたところに落ちていた。ぴくりともしていない。

　死んでしまったのだろうか。だとしたら、警察に通報しなくては。それとも、救急車を呼ぶのが先？　うまく考えがまとまらない。心臓がばくばくと速く打って、足が少しだけ震えてしまっていた。

「救急車、呼ばなくちゃ……」

　ようやく声が出た。だけども、歌南が私の腕をギュッと摑んできた。

「待って、花音。おかしい。なに、あれ。だって、血とか全然、出てなくて──」

　そうだ。ものすごく変だと思う。

　即死。そんなふうに見えた。首が胴体から斜めに向いていて、両手と両脚が、糸の切れた操り人形のように、全然バラバラの方向によじれている。その人の両目は、開いたまま。虚うつろな瞳を空に向けていた。

　破れたズボン、ワイシャツの袖も半ばちぎれている。服の破れ目から見える皮膚は、白はく蠟ろうのように真っ白。ものすごく擦り傷だらけに見えて、頭髪の間からは、赤黒い裂け目だってのぞいているのに、出血がない。

　動転していたのが、別の奇妙さに押し出されて、私は気がつく。バイクを運転していたこの人の服装は、見覚えのある制服だ。たぶん、私たちの学校、アンブローズ学院の男子生徒。高等学校のほうだと思う。

　植え込みの中、奇妙な角度に曲がって引っかかっていた左腕が、ばさりと葉擦れの音をたてて落ちた。ワイシャツは切れて、半袖のように、完全に剝むき出しになっていた。その腕には、図案が描かれている。

　複雑な模様と外国の文字には、見覚えがあった。歌南も、きっと気がついた。私の腕にしがみつくように、もっと寄り添ってくる。歌南が震えているのか、私が恐怖に怯おびえてしまっているのか、どちらか区別がつかなかった。両方なのかも。

　魔法のお店、ウィッチクラフト・ショップに飾ってあったタトゥーの図案だ。

　その人が、ゆっくりと私たちのほうを向いた。開ききった目が、まばたきひとつしない瞳が私たちを見つめてくる。目と目が合ってしまった。彼が言う。静かな声で。うまく動かせないのか、ときおり舌をだらりと唇の端から垂らして、また戻しながら。

「君、たちも、ゲームの、参加者、なのか？」

「──────っ！」

　それが、限界だった。私たちは走り出す。

　振り返らずに、ただお互いの腕だけは離さないように、と願う。一生懸命に握りしめながら、まだ生きているんだ、と希望を嚙みしめながら、ひたすら走る。心臓の奥をズキズキと突き刺してくる、この畏おそれには覚えがあった。

　そうだ。真っ黒な闇色のトラウマ。傷ついた心を染める。色の名前は、ゼツボウ。

























【穂積花音】７月12日／明け方の夢




　規則ルールのある夢だ。見ている私は、どうしてかわかってしまう。

　ひとつのゲームに参加している。「ブードゥー・ゲーム」と名付けられている、奇妙な賭かけ事だ。夢の中なのに「一言一句、間違えずに唱えなければいけない」と、理解できているのが不思議だった。

　目の前には、巨大な方形の水槽がある。部屋の床から天井まで届くほどの、閉じた立方体だ。周りの風景が映りこんでいるから、自分の姿も見えていた。

　私は、胸のすぐ下をレースのリボンで結んだ、純白のドレスを着ていた。足首のあたりまで、ユリの花を逆さまにしたような形に、広がって分かれている。踵かかとの高いサンダルは、８の字をいくつも繫つなげたような、絡み合う蛇の模様。

　そうだ、と私は思い出していた。こういう格好は、あの「永遠のブライド」が着ていた服だと思う。ブライド、つまり花嫁。だから結婚式用の衣い裳しようなのだろうか。だけどなぜ、なにを賭けて誰とゲームをしているのだろう？

　私の口が勝手に動く。誰かが「乗っている」のだと、直感してしまった。

　魂に乗って、私自身に、私の口を通して、神様が話しかけてくる。

《あなたの願い、叶かなえさせていただきます》

　そう言った。《原罪ゲームだ！》と、向こう側の相手が叫んだ。《早く！　早く！》

《ルールは簡単です。正しい手順で一言一句、間違えないで唱えてください》

《準備はいいですか？　覚悟できていますか？》

《秘密のコトバです。絶対、ぜったい、ゼェッタイ、間違えないで──》

　次から次へと、言葉が紡ぎ出される。私はまるで音楽スピーカーのようだ。透き通った声で歌うように、ゲーム進行の手順を説明していた。だから「乗られ手」なんだ、とようやくわかった。

　この夢の中で、魔法のお店で言われた謎の言葉を、ようやく理解できた気がする。

　私は、小さな丸テーブルを挟んで向かい合っている相手と、交互に呪じゆ文もんを唱えていた。





レグバ　クリヤン　ザンダー

ザンダー　アティボン　レグバ　ザンダー　イモール──

レグバ　クリヤン　クリヤン　ザンド

ザンダー　アティボン　レグバ　ザンダー　イモール──






　これは賭け試合？　１対１の勝負？　それとも、ただのゲームなのだろうか。

　どちらかが間違えるまで、続くのだろうか。賭けているものはなに？

　相手の男の子は、どうしてか海くんに似ている、と思う。緩くウェーブした前髪が、水に濡ぬれて目のあたりまでかぶさって、顔だちがよく見えない。床の真紅の絨じゆう毯たんに、雫しずくが滴り落ちている。部屋には、全部で３人がいた。

　花嫁姿の私と、海くんに似た男の子で、ふたり。残りのひとりは、水槽の中にいた。

　ガラス面に、手形がつく。内側から叩たたいている。

　閉じこめられているのは、女の人だ。長い黒髪が漂っていた。両手をガラス面にぴたりとつけて、必死に探っていた。泡を散らしながら、手のひらで叩いていた。

　透明なガラスを、爪でかきむしっている。青白く震えている唇からは、気泡がいくつも漏れて上方へと漂っていく。逃げ場はない。完全に密閉された水槽の中、きっと溺おぼれかけている。

　ということは、つまり、賭けているものは「命そのもの」に違いない。男の子が「賭けているもの」は、水槽の中で必死にあがいている、閉じこめられた女性の命だ。溺れてしまうまで、残りあと何分？　何秒、残されているのだろう？

　間違えずに唱える、なにかの呪文を復唱するゲームは続いている。
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　これは対等な勝負なのだと、直感でわかる。神様が支配している、ブードゥー・ゲーム。だとしたら、私が「賭けているもの」は、なに？　疑問に思ってしまう。ハッキリしない。夢の中だから思い出せない。だけども、「誰か大切な人の命」なのは間違いないだろう。

　絶対に負けられない。恐怖がある。失ってしまったら、私のココロには、きっと絶望しか残らない。どうしてか確信だった。

　水槽の逆側を振り返ると、古びた木の台が見える。過去の喫茶店で見た、細長いカウンターだ。灰色のテーブルの上に置かれた目玉と、その上を這はい歩く小さな羽虫。小蠅だ。「永遠のブライド」がいる。真っ青なグロスを塗った唇が微笑んでいる。

　羽虫が飛び立ったあとの、空洞の眼がん窩か。そこに元のように目玉を塡はめこんで、ニッコリと笑うブライドの笑顔は、「恐怖」そのものだった。




　夢が反転する。水槽の透明な青から、真っ暗闇になって、月光の差しこむ教会の中。

　私は、たぶん、ブードゥー・ゲームに勝利したのだと思う。





ずっとずっと待ち続け──永遠を誓ったあの場所で──

老いてしまった花婿は、静かに息を引き取りました。南の楽園、絶望の郷で──

願い事かなう、その場所へ──行ける方法、見つけました──






　１５０年も昔のブラジル帝国。私たちは、サンパウロの教会に逃げ込んでいる。運命は変えられて、幸せな生活が待っていた。そのはずだった。きっと混血の花嫁と青年は、無事に追っ手から逃げ切ったのだろう。

　あの海の波は濤とうに吞のみこまれたその後で、ブードゥー・ゲームに勝利したから？

　壁にかかった大時計を見ると、ぐるぐる、ぐるぐる、長針と短針が、どちらも目まぐるしく回転している。恐ろしい速さで、時間が経過しているのかもしれない。

　これも夢の続きだ。私はいつの間にか、「永遠のブライド」と同じ姿になっている。手を繫いでいる男の子は、ここでも海くんに良く似ていた。柔らかそうな猫っ毛。濡れた髪が乾きかけていて、ようやく顔が見えた。まっすぐの瞳ひとみが、私を静かに見おろしている。

「ひとりが生きて、ひとりが死ぬ。寿命を交換しているからだ。僕は敗者だ」と、海くんに似た男の子は言った。

「だけど、ひとりで永遠に生きることは、幸せかな──？」

　耳もとで囁ささやかれた。優しげに問いかけてきた彼は、加速する時計の針と一緒だ。見る見るうちに壮年になり、老人になり、腐って肉体が削そげて骸がい骨こつになる。カサカサと乾いた皮膚が、虫喰くいの古書みたいに、薄く捲めくれあがって崩れていく。

《本当に罪はなかったのか？》どこかの神様が、たずねてきた。《怨うらまなかったか？　妬ねたまなかったか？　すべてを正直に話したか？》

　さらに別の神様が、壁にかけられたタペストリーから、滲にじみ出るように片手を出した。細く、真っ白な腕だ。指先は、真っ青な爪。華きや奢しやな肢体が肩、胸もとから腰、さらに両脚と、順番に湧きだしてくる。高い踵の靴底が、タンッと床で音をたてる。

　薄絹のヴェールは半ばまで透き通って、女神の綺き麗れいな髪色と混ざり合っていた。はためくヴェールを額の上で押さえつけているのは、金冠だ。鋭い茨いばらのように、いくつもの棘とげが突きだして、ゴシック建築の古い教会を囲む、尖塔ミナレツト飾りにも似ている。

　それは足もとも同じで、円形に広がったドレスの裾は左右に分かれ、金属製の「クリノリン」が剝むき出しになっていた。両脚も、あらわになっている。

　本来なら、スカート部分を広げておくための骨組みのはず。だけども、尖塔飾りを逆さまにしたようなデザインで、女神そのものが「教会」を象徴しているのだと、私は理解してしまった。

　純白の女神、エルズーリー・フレイダだ。前にも、私は目の当たりにしたことがある。嫉しつ妬と深き愛の女神を──。

　讃たたえなさい、讃えなさい、讃えなさい、と何度も執しつ拗ように繰り返された。彼女は教え諭すように、私の耳もとに囁ささやいてくる。

《そう、誰か別の子に渡すくらいなら、無価値になって、朽ち果ててしまったほうがいい。愛って、そういうものじゃないかしら？》

　呪文、というものが本当に存在するのなら、きっと、これがそうだ。

　女神エルズーリーの囁きは、私の心臓に深く染み入ってきた。正しい、と思ってしまう。

　彼女は完かん璧ぺきな美しさをそなえているけれど、ココロを魅了する澄んだ声を持っているけれど、同時に底なしに嫉妬深い神様だ。女神に捧ささげる絶対的な崇拝が得られなければ、「生ける屍ゾンビ」として従属させることも厭いとわない。

　それは、永遠の奴隷になるということだ。感情や心臓の鼓動まで冷凍保存された、ただイキテイルというだけのゼツボウの中に、閉じこめられて、魂を呪術ミシンで縫いつけられてしまう。

　ブードゥー・ゲームに、勝利しなければ！

　私は、つまり私を「乗られ手」にしている花嫁は、この永遠に続く「呪のろい」の連鎖から逃れる方法を知っている気がする。きっと１５０年くらい前の過去に、一生懸命、方法を手紙にしたためたはず。

　私の脳裏に、ぽたり、ぽたり、滴るインクの幻想が浮かぶ。古紙に赤黒く滲む。ペン先から落ちる色は、つまり鮮血の赤だ。手首を切った血をもって手紙をしたため、ガラス器に瓶詰めにした。

　私はそれを、海に流す。瓶の内側に描いたウィッチクラフト。もしかしたら世界中を循環する海流に乗って、魔法の力でどこかにたどり着き、真っ黒なゼツボウを塗り替えてくれるかもしれない。

　ほんのちょっぴりの、希望的観測だ。夢なんだ、と私は認識している。そろそろ夢は途切れる、とわかる。明めい晰せき夢だから、今日は学校がある、早く準備しないと、なんて現実的なことを考えている。起きなければ──起きたほうがいい──悪夢なのだから。

　遠くから、ジリリリリリ、リリリ、時計の音が鳴っている、気がする。うるさいアブラゼミの鳴き声のよう。目覚めて止めたい。

　だけれど、体じゅうが、錘おもりがつけられているかのように重たくてしかたない。きっと枕の上にあるはずの頭も、その枕の端を握っているはずの指先も、なかなか動かすことができなかった。

　差しこんでくる朝陽が、頰のあたりを温めて、まぶしい。夢は終わるはず。










【穂積花音】同日／学校での昼休み




　違和感があった。昼休み。トイレの洗面台から立ち去る前に、ハンカチで手を拭ふきながら、そっと振り返って見てしまう。

　同じ学校の制服を着た、同じ学年の生徒がいた。その子も、鏡の前だ。小さなビューラーで睫まつ毛げを整えている。ようやくお昼休みになったのに、どこか疲れたような顔。無表情と言ってしまってもいいかもしれない。

　黒目が大きくて、ちょっぴりキレイな子だ、と思う。

　やや淡い色の髪の毛にウェーブをつけていて、校則ギリギリの範囲でおしゃれをしている。

　だから、鏡の前で化粧直しをしていてもおかしくはない。そのはずなのに、違和感を覚えたのは、どうしてなのだろう。自分自身、理由がよくわからなかった。青白い爪の色のせいかもしれない。

　きっとネイルカラーのはず。だけれども、真っ白な指のところまで、青白さが浸透しているようにも見えた。境界が曖あい昧まいだ。もちろん、じっくりと知らない人の手のひらなんて観察できるはずもなくて、私はそのまま歩み出る。

「遅いよ」と、歌南に文句を言われてしまった。ドアの前で腕を引っぱられて、気がついてしまう。どれくらい長い間、さっきの子の指先を見つめてしまっていたのだろう。私のほうこそ、違和感、持たれてなければいいけれど──。

　ふたりで並んで、廊下をぼんやりと歩いていると、反対側から歩いてくる人たちが目に留まった。今度は知っている人で、もしかしたら友だちになれたかも、というくらいの男の子たち。

　ラフにネクタイをぶら下げている海くんと、襟元までキッチリ結んだ翼紗くんだ。海くんと視線が合って、向こうから、ものすごく自然に微笑まれてしまった。軽く片手をあげて、挨あい拶さつしてくる。

「３日ぶり、かな。お昼ご飯、もう済んだ？」

「う、うん」私はうなずく。「あれから、どうだった……？」と、たずねてみる。

「あれ。うん、あれだよな。ものすごく奇妙だったやつ」

　海くんは前髪のあたりを指でかいて、自分でくしゃくしゃにしてしまった。

「結局、なにがどうだったのか、とか、翼紗とふたりで考えてみたんだ」

「交通事故があったのなら、当然、ニュースになっているはずだ。簡単なことのはずだったんだ」

　立ち止まった私たちの側に、翼紗くんがゆっくりと歩み寄る。片手をズボンのポケットにつっこんだままで、どこか不機嫌そう。海くんのほうは、ごく自然な感じで、なんのてらいもなく私の隣に来る。

　大きく踏み出す脚のせいで、ほんの２、３歩で、ぴったり私たちの隣、廊下の窓辺まで着いてしまった。

　思っていたよりも少し近すぎて、胸の鼓動がわずかに速くなる。私は半歩くらい後退したい。だけど両足が廊下のタイルにくっついてしまったように、全然、動けなかった。しかたなく、背中だけを心持ち逸そらす。

　そうやって、海くんを見上げてみた。ちょっとだけ小首を傾げるようにした海くんは、両手を広げて、目に見えない新聞を持って読むような仕草をしてみせる。

「うちでとってる朝刊には、それらしい記事なんて全然なかった。でもほら、朝はいろいろ忙しいし、見落としただけかも、だけど」

「ニュース・サイトにもない」と、これは翼紗くん。スマートフォンの画面を見ている。

「でも、口コミくらいなら、あるんじゃない？」

　歌南が私の腕を摑つかまえたまま、こっそり陰からのぞくようにして言う。ハッキリしたもの言いをする歌南だけど、実は人見知りする性格でもある。

　それを見抜いたかのように、海くんがクスリと、声に出して笑った。

「仲良しなんだな」

「え？　な、なにが？」と、私はたずねてしまう。

　目を細めて笑う海くんの柔らかさが、やっぱり、まぶしく感じられた。こういう表情は、歌南にも私にも、絶対にできない。物もの怖おじとか人見知りとか、ネガティブさとは正反対の、日なたの芝生から生まれたような──たぶん、自然体なんだ、と思う。

　歌南と翼紗くんは、まだスマホをのぞきこみながら、ああだこうだ、言い合っていた。

　私はどうにか海くんに向き合って、結局は上目づかいになりがちだけれど、きちんと目を見て話そう、と睫毛を持ち上げた。

　海くんは、まだおかしそうに笑うのをこらえている、という感じ。

「いつも見かけると、手を繫いだり、腕組んだりして歩いてるから。そっくりさんが並んでると、けっこう目立つよ」

「そうなんだ」私は、左右で結った髪の片方を自分で握る。くるくると指先に絡めてみたり。これからする質問の心の準備に、ドキドキしてしまう。

「あ……あの、もしかして海くん、けっこう前から、私たちのこと見てた？」

「ああっと、うん。そう。わりと遠くからだけど」

　今度は、海くんのほうが目を伏せる。気恥ずかしそうに、また前髪をくしゃっとかき回した。視線が揺れて、だけどまた私のほうに、まっすぐ向き直った。耳たぶが少し赤い、そんなふうにも見える。

「だって、やっぱり気になる。絶対に、あの６年前に会ってるって、確信みたいなものがあったんだ。その時のこととか、話し合ってみたいと思ってた。なかなか切っ掛け、なかったわけだけど」

「うん、私も……。結局、本当だったんだよね。ウィッチクラフト・ショップ。昔は喫茶店だったけど、今は魔法のお店に改装されたのかな」

「たぶん。そんな感じだと思う。で、元の店長が、あの女の人、『永遠のブライド』って呼ばれてた。実は夢の中でも、その呼び名を聞いていた気がするんだ。これは、あのあと、翼紗とも話し合った」

「夢！」私は髪から指を離して、左右の手のひらを合わせた。「そう、それ。私たち、共通するものがあるとしたら、夢なんだよね？」

「そう、それを確かめたい。どこまでがキッチリ同じ明晰夢なのかを。俺と翼紗とじゃ、けっこう共通項が多いんだ。だけど翼紗とは一緒にいることが多かったから、少しずつ話しているうちに、お互いの共有認識として混ざっちゃってる可能性もある」

「そういうこと」と、翼紗くんが話に入ってきた。「だけど、そっちは違う。今までなにも話していない。ひとつずつ僕らの記憶と比較して、答え合わせをしてみたい。もし４人で共通の明晰夢があるとしたら、それが事実だ。仮になにか不思議な存在に、事実だと思いこまされているのだとしても、手がかりにはなる、と思う」

　ものすごく難しそうなことを、平然と言われてしまう。翼紗くんはともかく、そういえば海くんもけっこう成績上位者だった、と思い出した。話のニュアンスは摑めたけれど、実際、理解できたのか自分でわからない。

　私は、背中のすぐ後ろ、いつも一緒にいてくれる歌南に助けを求めてみる。

「ええと……ええっと、どうしようか？　どうしたらいい？」

「言われたとおりにしてみるので、いいと思う。だって花音の考えで、もっといいアイデアとか出ないでしょ？」

　歌南は遠慮がない、と思う。誰に対しても、なのだけれども、私に対してはもっとだ。そうは言っても反論の材料なんてまるでないので、うなずくしかなかった。ちょっぴりの溜ため息ぎみで。

「場所、変える？」と、海くんが指を遠くに向けた。「ちょっと静かなところのほうがいいかな」

「おかしなことを話すことに、なるだろうしな。一般常識の範はん疇ちゆうで言うなら」

　翼紗くんの言うとおりだ。平然と人通りのある場所で話していたら、きっと変だと、奇妙だと思われてしまうだろう。それくらい、ゼツボウの夢と、ウィッチクラフトの幻想は、不思議さそのものだった。

　海くんと翼紗くんたちが、先を行く。私と歌南は、びくびくして畏い怖ふを避けて歩く小動物のように、お互いに腕を取り合ってついていった。つまりそんなふうだから、仲良しなんだ、と海くんから指摘されてしまったのだろう。

　別に特別なことだとは思っていなかったけれど、たしかにそうだ。

　私と歌南は、赤黒く煤すすけたココロの傷きず痕あと、トラウマとして残った火災事故の日から、こうやって一緒に生きてきた。ひとりきりでは、きっと耐えられなかったに違いない。遠い日の痛みを思い出しながら、私はふと気づいた。

　もしかしたら、海くんにも、あるのだろうか。同じような痛みを、翼紗くんも抱えているのだろうか──？




　大きなカマボコの形だ。真っ白に塗装されていて、陽差しを反射してまぶしい。天井は緩やかに湾曲している。

　私たちの中学校の浜辺側、敷地の隅っこには、ヨット部の倉庫があった。２階建てくらいの高さの屋上もある。といっても、屋根に登れる、という可能か不可能かの問題で、内側からハシゴを立てかけて、天窓を開けて秘密の登頂だった。

　翼紗くんが先頭を行って、海くん、そして私たちが登る。少しだけ恐い気もする。

「秘密の場所だから、こっそりにしといて」

　私のことを引き上げてから、海くんはいたずらっぽく笑う。人さし指を唇のところで立てて、楽しそうに目を細めていた。

　すぐ後ろから、歌南も上がってきた。足もとの感触は、固いような、バネのように弾力があるような。おっかなびっくりの私たちを見ていたのか、翼紗くんが声をかけてくる。

「大丈夫、踏み抜くようなことはないよ。波形鋼板を下に挟んで、薄くて軽い屋根にしてあるんだ。セミ・モノコック構造の航空機みたいなものかな」

「ダンボールって言えば、わかりやすいのに」と、海くんが笑う。

「構造物を、湾曲したフレームそのもので支える仕組みは、ちょっと違うだろう。この屋根の形だって、中に柱が立てられないから、こうなっているんだし」

「あ、それでなんだ」私は足もとをまた確かめて、トントンと踵で押してみた。「緩やかだけど、カマボコみたいな形だよね」

「そう。中学・高校合同のヨット部員は、この下で組み立てとか整備をするから、床から天井まで全部、吹き抜け。柱も１本もなしで、体育館みたいな部屋にするしかない。だからまあ、人間が乗ったぐらいじゃびくともしない構造だよ」

「艤ぎ装そうって言い直したくなる」海くんが、また、いたずらっぽい笑顔になる。「ごめん、冗談だけど。ヨットの組み立てを、そう言うんだ。俺は父親に影響されちゃってこんなふうだし、翼紗のほうは飛行機方面。だからたまに、わけわからないこと言うかもだけど、そのつど指摘して」

「海くん……もしかして、前に言ってた奇妙な夢って、ヨット乗りだったっていう、お父さんに関係してる……？」

　ためらいがちになってしまう。質問の言葉が、つっかえつっかえだった。

　私は、海くんと話した言葉を思い出していた。（俺たちはものすごく、奇妙な夢を見過ぎていると思うんだ）と、海くんは言ったはず。（ひどい夢を見た記憶はあるのに、起きたら覚えていない）、そんなふうに覚えている。

　実のところ、ずっと気になっていた。やっぱりハッキリ聞いてみたい。

「関係してる」

　海くんが答えてくれた。一瞬だけ暗い瞳になったけれど、すぐに唇をまっすぐに結ぶ。あごを心なし持ち上げて、ここから遠くに見える浜辺を、海風の吹いてくるほうをしっかりと見つめている。

「前にちょっとだけ話したから、いつか同じ質問されるかも、とは思ってた。いいよ、大丈夫だから、聞いて。もしかしたら、ウィッチクラフト・ショップに行き着いた共通項が、夢にあるんじゃないか、って翼紗とも話し合ったんだ。手がかりかもしれない」

「じゃ、じゃあ、聞いちゃうね。前にも同じ質問、しちゃったけど。海くんの見るイヤな夢って、どんなものなの？」

　私の質問に、海くんが目を細めた。屋上の陽差しがまぶしかったのか、ココロの痛みに耐えたのか、区別はつかない。

　腕を摑まれた感触がある。歌南だった。私の隣まで歩いてきて、ギュッと体を寄せてくる。これから始まる昔の話を、予感したのだと思う。

　私だってわかる。きっと同じような記憶なんだと、私たちが体験したゼツボウにそっくりのはずだと、わかってしまう。ピリピリと素肌の腕の皮膚が、襟からのぞく首筋と頰が感じていた。

「父さんたちが、溺れる夢なんだ」

　海くんは静かな声で話す。ポケットに両手を突っこんで、視線は遠くに向けたまま。翼紗くんは無言で、少し後ろから背中を見守っていた。

「俺と妹と、父さんとで、ちょっとしたヨット遊びに出ていた。１本マストのクルーザーでさ。帆はスループ。島沿いの浅い場所だったから、安全なはずだった。で、ダイビングの道具をちょっと忘れて、俺だけが船室に戻っていた。そこで、ドンッ」

　海くんが、ポケットから出した手を、手のひらと拳こぶしにして打ちつけた。

「たぶん、当て逃げだった。救難義務とかあるはずなのに、遠ざかっていく船尾みたいなものが見えた、気がする。突然だったから記憶も曖昧だけど。とにかく俺たちのクルーザーは引っ繰り返って、少し気を失ったんだと思う。ようやく目を開けたら、ガラス窓の外に父さんがいた。右脚が、反り返って割れた部品に巻きこまれて、挟まれていたんだ」

「う、海くん……もういいよ、だいたいわかったから」

「ドアを開けたら、助けに出ることはできた、と思う」海くんは、かまわずに続ける。「だけど、結果としてムリだった。俺はそのまま、救助隊が来た１時間後まで、船室に残った空気で生きていた」

「────」

　もう声が出せない。歌南も同じみたいだった。

「そっちはどうなの？　同じような目にあったんじゃないか、って僕は思ってる」

　翼紗くんが、私たちに話を向けてきた。聞かれて、やっぱり胸がズキリと痛んだけれど、助けられた、とも感じる。海くんだけに話を続けさせたくなかった。

「私たちは……私と歌南は、火災事故で……」

　私は話し始める。歌南もうなずく。いつも悪夢にうなされて、起きたいけれども起きられない、焼けて赤黒く捲れあがっていく壁紙のような記憶を。たった１枚の扉の外で、お父さんが私たちを守ってくれた、その思い出を──。




「なるほどね」と、翼紗くんがうなずいた。「ここにいる４人が４人とも全員、絶望的な状況から生還した、というわけか。強いトラウマだ。きっとそれがなければ、ウィッチクラフト・ショップにはたどり着けない。そんなルールがあったのかも、だね」

「６年前の喫茶店に行き着いたのも、たまたまとか偶然じゃなくて、魔法みたいなものに導かれた、ってことでいいのか？　あの時から、俺たち全員、なにかのゲームに巻きこまれちゃってる？」

　振り返って言う海くんに、もう一度、翼紗くんは首を縦に振る。

「つじつまは合う、と思う。もちろん、魔法的な奇妙なものにつじつまなんて関係ない。その可能性だって、じゅうぶんにあるけど」

「類感と模倣だっけ？　呪術とか魔法にも、一定のルールがあるんだろう？　喫茶店でのこと、それからこの前のタトゥー・ショップ。どっちも本当にあったことだとするなら、ルールはあるんじゃないか」

　海くんは、自分の胸もとを指さした。ちょうど心臓の位置。そうだ、そこにタトゥー・シールがあるはず。（今も残っているなら、だけれど。シールなんだから、もう剝はがれてしまったかも）

　実際に「魔法のお店」に行き着いた、「永遠のブライド」と再会したという証拠はある。私は、ちょっぴり可愛らしい牛頭かぶりのブードゥー人形を、目覚めてから確認していた。ただの夢だった、ということはあり得ない。

「それって結局、どういう種類のゲームなんだと思う？」と、今度は歌南がたずねた。

「夢の中で見た限りでは、なにかを賭けて、呪文を唱える。そんな単純なゲームだったと覚えてる」

　びっくりだ。私は目をまるくしてしまう。翼紗くんは、私たちがどうしても思い出せなかった、３つのルールをはっきり記憶しているのかもしれない。

「たしか、１対１の賭け試合だった。負ければ魂を失って、勝てばなんでも自由なものを手に入れることができる。そういうのは都合がいいな。良すぎる、とも思う。なんでも、なんていうのは、僕に言わせれば、きっと罠わなだ」

「だけど、私たち、もう参加しちゃってるのかも」

　歌南が、つぶやくように言う。私も睫毛を伏せて、同意するようにうなずいた。

「火災事故のときに、私たちのココロの問題を、問いかけられたんだと思う。なにかを賭けて、そういう賭け事を始める覚悟とか、聞かれちゃったはず。海くんたちは、どうだったの？」

「俺も、聞かれたよ。ブードゥー・ゲームだ。成功すれば、誰かの『いのち』を助けることができる、なんて言われて。準備はできてる？　神様にそう聞かれた。そんなのいきなりだったから、どうしたらいいのかわからなかった。ほとんど反射的に、できてる、って答えた。だけど、その先は覚えてない」

「絶対間違えないで、だからな」と、翼紗くんが続ける。「子どもの頃の僕らが、あの長い呪文を、聞いたことのない外国の言葉のようなものを、正確に全部言えたと思うか？　だけど、まだ『痛み』はある。それで大丈夫だった、と信じるしかない」

　そう言って、メガネの上から、左目のあたりを押さえていた。耐えるように、イヤそうにひそめた眉まゆが、心か体のどちらかの痛みを表している。翼紗くんが言うとおり、そんなふうに見えた。

　海くんも、制服の胸のあたりを摑んでいた。ワイシャツにしわが寄っている。

「永遠のブライド……あの女の人が、ゲームに失敗した『生ける屍ゾンビ』だとしたら、痛みはない、と自分で言っていたし、そうなのかも。たまに俺、自分で自分が生きてるか確かめたくなることあるけど、まあ平気だと思う」

「海は、ヨットで転覆した時とか、いろいろぶつけてるから。まるで困ってなさそう。ある意味、いいな」

「そんなには失敗してないって！　じゃあ翼紗は、どうなんだよ。いや実際に飛ぶことはないから、落ちたりはしないか。航空機研究会は、結局、人が集まらないから作れてないんだもんな」

「翼紗くん、飛行機、好きなんだっけ？」

　私がたずねると、翼紗くんは肩をすくめるような、小首をかしげるような、微妙な動作をした。だけどその手が、いつの間にか取りだしていた１枚の紙を持っていた。テキパキと素早く折っていく。

　ほんの少し見ているうちに、きちんとした紙飛行機ができあがってしまう。まるで魔法のようだ。何度か折り戻した先端は、ヒヨコのクチバシのようで、ちょっぴり可愛い。翼の両端は上に反っている。

　翼紗くんが、それを空に放り投げるように、浜辺からの風に乗せるように手放した。いったんは上空に舞い上がった紙飛行機が、クチバシを真横に向け直して、ゆっくりと滑空していく。音もなく、校庭のほうへと飛んでいった。

「まあね。僕だけ話さないのも悪い。だから、ちょっと思い出も交えて話そうと思う」

　ほんの数秒だけ、翼紗くんは、紙飛行機の行方を見つめていた。それからまた、私たちのほうを振り返って、頰とメガネに手のひらをかぶせる。静かな声で話す。

「６年前、あの喫茶店での出会いの少し前に、僕も事故に遭っていた。純国産旅客機の復活として、かなり宣伝されていた幸こう菱びしジェットＫＪ１。だけど運用からすぐに、墜落事故を起こしてしまった。かなり大きなニュースになったから、知ってると思う」

「といっても、俺たち、さすがに小さすぎたかも。テレビで騒いでたな、ってくらいの記憶しかない。どう？」

　海くんからたずねられて、私は曖昧にうなずいた。歌南は真剣な様子で続きを聞いている。

「エンジンが片側爆発して、左の翼が半分吹き飛んだ。僕はちょうどそっち側の窓を見ていたから、ハッキリ思い出せる。それでもパイロットは、壊れかけのジェット機を飛ばし続けたんだから、かなり頑張ったんだと思う。だけど限界はあって、高度が得られず、結局は山腹にぶつかった」

　話を続けながら、翼紗くんは、神経質そうにネクタイを固く結び直す。

「今どきの航空機はけっこう丈夫なもので、意外と外形は保っていた。ダメだったのは座席だ。床から外れて、大半が──つまり、吹き飛んで、叩きつけられて、前のほうにひとかまたり。僕はたまたま、空いた隙間に丸まっていた。真っ赤な背中が見えた。偶然なのか、それともブードゥー・ゲームの神様のせいなのか。僕が挟まっていたのは、両親の体と椅子が作った隙間だ。水時計みたいに一定間隔で垂れてくる──」

「もう、だいたいわかった」私は、話を遮ってしまう。「つまり、みんな、そういうひどい事故にあった、っていうことでしょ？　絶望的な状況とか、思い出したくないような体験が、私たちの共通項だった、ってことだよね」

「まあ、そういうこと。僕と海は、例のゲーム開始条件をそれじゃないか、って推測したんだけど、穂積さんたちの話を聞いて確信できた気がする」

「ごめんなさい……。あんまり、話したくないことだったよね……？」

「お互い様だ。僕だって、みんなに話をさせた。だいいち、きっと僕のは、わりと自業自得だった、とも言えるし」

「どうして？」と、歌南が聞く。

「エンジン設計をやったのが、父方の実家の会社だから。父親だって設計技術者で部長だった。直接、開発にたずさわっていたんだ。むしろ他の乗客たちを巻き添えにした、と喩たとえることだってできてしまう」

「そんな、そんなの──」おかしい、と続けたい言葉が、胸の奥でつかえてしまった。歌南も同じ思いだったのか、私の腕に摑まってきた。長い付きあいだから、双子だから、気持ちがわかってしまう。

「変な話だ。おかしすぎる。偶然だったはずだ」

　海くんが、代わってくれたかのように、キッパリと言った。

「誰かが仕組んだものじゃないから、『事件』じゃなくて『事故』だって言うんだろう。因果関係で言うなら、偶然の事故がまずあって、そこに心理的な条件かなにかが重なって、ブードゥー・ゲームが開催される。ハッキリしてるのは、ゲームに勝てばなにか望みが叶って、負ければ痛みを感じない屍しかばねにされてしまう、ということ。それくらいかな」

「私たちって、そのとき勝ったの？」歌南が、ほんの少し小首をかしげる。「事故があったときに。そうだとしたら、なにを手に入れることができたの？」

　海くんは翼紗くんと顔を見合わせて、それから答える。

「わからない。なにしろ本当に小さな頃だったから。生きたい、と望んだかもしれない。だから助かった、という考えは？　ちょっと単純すぎるかな」

「そうでもないと思う」歌南が答えた。「それで、つじつまは合うのかも。差し引きでゼロになるゲームなんじゃないかな、って。ただの勘だけど」

「誰かを『生ける屍ゾンビ』にして、僕らが生きてる、っていう考えか。イヤだけど、あり得そうな気がする。ブードゥー・ゲームを開催してる神様たちは、いかにも底意地が悪そうだ。特に……いや、こういうの、口に出さないほうがいいか。たとえ縁かつぎでも」

「押し付け合い、って考えると、たしかにものすごくイヤな気分になる。これってさ、俺たちだけの問題だと思う？」

　今度は、私と歌南が顔を見合わせてしまう番だった。ふたりで首をかしげて、おずおずと私が聞き返してみる。

「ものすごく遠い昔に、きっと１００年とか２００年くらい前の時代に、あの女の人、『永遠のブライド』が、瓶詰めの手紙を海に流したんだよね？」

「夢を信じるなら、かな。だけど俺は信じていいような気がしてる。遠くからの複雑な海流に乗って、あるいは魔法的な、呪術的な仕組みで、その『魔法の手紙』が日本に流れ着いたんだとしたら？　ブードゥー・ゲームがこの街で始まった理由が、それだったとしたら、どうかな」

「エルズーリーとか、その手の神様が、どういう理由か知らないけど、『生ける屍ゾンビ』を作りたがってる、ってことなの？」と、歌南がたずねる。

「もしかしたら、そう」海くんは即答する。迷いがなかった。「最近、まるで街中を、たくさんの屍し体たいが歩いている気がするんだ」

「僕も、海と同意見だ。見るからに無気力。視線がどこにも定まっていない。ただ機械みたいに動いているような……イヤな感じを、気配を感じることがある。例えば交差点でぶつかっても、謝りもしなければこっちを見もしない。そう、ぶつかった、という感覚がないみたいに」

「そんなことって、だけど本当にあるのかな……？」

「これだけの不思議を体験してきて」

　まだ私の腕に、ぴったりとくっついていた歌南が言う。

「本当にある、とか、もうないと思う。現実にあったから、私たち、ゼツボウの夢も見続けてきたし、６年前に『永遠のブライド』にも出遭った。それに、あの魔法のお店、探さないほうが良かったのかも」

「ウィッチクラフト・ショップを？　どうして？」

　たずねる私と聞かれた歌南に、海くんと翼紗くんの視線が集まってきた。どうしてだ、と無言で同じ質問を投げられた気がする。歌南は睫毛を伏せて、私に囁くように言った。

「あの帰り道で、私たちが体験したこと、ふたりにも話したほうがいいと思う。絶対にあれも関係ある。お店で見たのと同じような、タトゥーの図柄、それにゲームって確かに言ってたよね」

「う、うん」私はうなずいた。

　そうだ。誰かに相談できるとしたら、海くんたち以外にいるだろうか？

「聞かせて」と、海くんも言ってくれる。「ウィッチクラフト・ショップの帰り道で、なにがあった？　それってもしかして、今話していたような、『生ける屍ゾンビ』と関係あるんじゃないか？」

　まさに、そうだ。海くんは勘がいい、と思う。私はもう一度、しっかりとうなずいて、歌南とふたりで説明を始めた。










【穂積花音】同日／放課後




　今日、最後の授業が終わって、私と歌南は、帰る準備だけはする。

　だけども帰宅はしなかった。海くんと翼紗くん、ふたりとの約束があったから。ブードゥー・ゲームのことを、もっと知らなければいけない。わたしたちの住んでいる街で、なにが起こっているのか。

　本当に「生ける屍ゾンビ」なんて存在が、街中を歩いていたりするのだろうか。

　ゼツボウの夢が現実にも影響を及ぼしているのなら、花嫁ブライドが流した「魔法の瓶」も、どこかにあるのだろう。それが近隣の浜辺なのだとしたら、１５０年も昔の「呪術ゲーム」が再開されてしまった理由は説明できる。

　そんなふうに、私たちは結論づけた。と言っても、だいたい話していたのは翼紗くんと歌南で、私自身は、あまりアイデア的なことは言えなかった。海くんも、物思いに沈んでいたふうで、口数が少なかったように思う。

　バタバタと忙せわしげな足音が響いて、すぐ側で止まった。息せき切って来たのは、絢ちゃんだった。

「カノ、カナ、ちょっと相談いい？」

　真剣そうな顔。小声で話してくる。いつもの元気な絢ちゃんとは違う気がして、私はドキリとしてしまった。イヤな予感だ。どうしてか左目の奥が鈍く痛んだ気がして、まぶたに触れてしまう。

「どうしたの？　なにか困りごと？」

「ええっとね、実は私じゃなくて、友だちのことなんだけど。っていっても、カノたちも知ってる子。前に何度か一緒に遊びに行ったから」

「ちょっと待ってね」

　腕時計を確認してみる。少しなら大丈夫だろうか。海くんたちを待たせたくはない。歌南にたずねるように振り返ると、わずかに小首をかしげるようにしたけれど、興味ある、と目で語ってきた。

　それに、友だちの絢ちゃんの相談だから、簡単に断るのも悪い。ゆっくりうなずく。

「うん。ちょっとなら平気。ここじゃないほうがいい？」

「そうかも。相談ある子って、コハルちゃんなんだよね。実は向こうに待たせてるんだ。話、聞いてあげてくれる？」

「あ、覚えてる」私と歌南は、さっさと歩き出した絢ちゃんの後をついていく。

「だけど、どうして私たち？」と、今度は歌南がたずねた。

「タトゥー・シール売ってるお店、ウィッチクラフト・ショップ探したんだよね？　カノとカナ、今朝も、その話してなかった？」

「あ……してたかも」

「カノが鞄かばんにぶら下げてる、ちょっと変だけどカワイイ人形って、そこで買ったんじゃない？　私、そう思ったんだけど、どう？」

　聞かれたのは、牛の頭骨をかぶったブードゥー人形のことだ。素直に答えていいものか、迷ってしまった。あの奇妙な、信じてもらえるかわからない体験を、どこまで話していいのだろう。

「そう」と、歌南が代わりにうなずいてしまう。「ずいぶん迷ったから、もう１回行けるかわからないけど。それに、花音は無駄遣いして、おまじないのシールじゃなくて、そんなの買っちゃった」

「ええっ、じゃあ両想いになりたい男の子とか、いなかったんだ？」

　絢ちゃんに、からかわれるように聞かれてしまう。私はぶるぶると首を振って、左右に結った髪を強く揺らした。否定も肯定もできない。

　そう、実のところ、再会してから、気になっていないと言えば噓になる。もしかしたら私は、ずっとそんな微かな想いを心の底に留めたまま、無意識に海くんのことを目で追っていたのかも。自分のことのはずなのに、よくわからなかった。

「花音のこと、からかわないであげて。これでけっこう真剣なんだと思うから」

「ああ、うん。なんとなくわかった」絢ちゃんがクスクス笑う。「そのうち、詳しいこと聞かせて。取りあえず今は、コハルちゃんの話、聞いてあげて。ほら、向こうにいた。すっごく内気な子なの」

　廊下の突き当たり、隅っこのところに、その子がいた。ちょこんとたたずんている湖こ春はるさん、漢字で名前も思い出せた。たしかに一緒に買い物とか、カラオケとかに行ったことがある。

「コハル、お待たせ。もう顔なじみだよね？　カノとカナ」

「知ってます」湖春さんはうなずいた。「アヤさんと一緒に、いろいろ連れていってもらったときに……」

　ぺこり、と頭を下げて挨あい拶さつされた。私も、ぎこちなく挨拶し返す。知り合いだけれど、どうしても人見知りしてしまう。歌南のほうがもっと顕著で、ちょっとだけ小首をかしげるようにしただけ。半分は、私の陰に隠れている。

　たしか絢ちゃんの部活の後輩で、１年生だ。おとなしそうな雰囲気。だけど、かなりおしゃれな子で、編みこみの髪をバレッタで留めている。制服も、それなりにアレンジしていて、絢ちゃんと同じようなタイプなのだと思う。基本的には、前向きで明るい子なんだと想像できた。

「で、実はね」と、絢ちゃんが湖春さんの肩に手を置く。「この子のカレシの件で、相談なんだよね」

「そういうのって、私たちよりアヤちゃんのほうが向いてるんじゃ……」

「だって、カノ、今日とか、片瀬くんと仲良さそうに一緒にいたじゃない。片瀬海。私、知ってるよ。というか、もうひとりのほう、伊東くんのほうもだけど。成績優秀、スポーツできる系で、ふたりとも有名だよね」

「そ、そうなの？」

「うん」と、なぜか歌南がうなずいた。「でもまだ別に、つきあってる、とかじゃないから。ただの友だち」

「そうなんだ。でもすごく親しそうだったし、ちょっぴりうらやましいね。……じゃなかった、そう、その片瀬くんと同じ部活の先輩。それがコハルが付きあってる男子で、しかも高校のほうなの。私だって、なかなか乗ってあげるの難しい相談なんだよ」

「ええっと、じゃあ……もしかして」

「わかってくれた？　そうそう。片瀬くんと仲良しだったら、それとなく、どんなふうか見て来てほしいな、って。ね？　コハル、様子が変だって思ってるんだよね？」

　こくこくと、湖春さんが同意する。頼まれるような視線を向けられて、絢ちゃんも期待の瞳で、どうにも断りづらい雰囲気になってしまっていた。

「とりあえず、話だけでも聞くね。それでいい……？」

「いい、いい。それじゃあ、コハル、スマホに入ってる写真見せてあげて。来きノ宮みや先輩だったよね。名前」

　絢ちゃんに急せかされて、湖春さんは、私たちにスマートフォンを差し出してくれた。

　いかにも高校の先輩、という感じの写真だ。湖春さんと並んでいた写真だから、背はかなり高そう、とわかる。ヨット部ということで、やっぱり日焼けしていた。思わず、海くんは色白なんだな、と少しおかしく思い出してしまう。

　歌南にいつものように腕を絡められて、その感触で思考が戻される。そうだ、相談されているんだから、きちんと話を聞かなければ。思い直して、一生懸命に耳を傾けてみる。つまり、付きあっている先輩の様子が最近おかしい──だいたい、そんな話のようだった。




　ちょっとばかり遅刻になってしまった、と思う。

　私と歌南は、手を繫いで小走りに駆けて、待ち合わせの場所に到着する。南校舎から、図書室などがある中央棟へと続く渡り廊下だ。

　ようやく立ち止まって、荒くなった息を整えていると、海くんがクスクスと笑ってきた。私にとって、もうお馴な染じみになった、いつもの柔らかな表情が見られる。そういう顔を向けられるのは嬉うれしくもあったし、気恥ずかしくもあった。

「そんなに走って来なくてもいいのに。なにか用事とか、言いつかっちゃった？」

「そ、そういうわけでも、ないんだけど」

　下向きになってしまった頭を起こして、呼吸を整えて、海くんたちを見上げる。

　さわさわと風に揺れている海くんの前髪。あくびを嚙かみ殺して、揺らされる髪の毛を、くしゃくしゃと自分でかきまわしている。海くんは、いかにもマイペース型という感じで、のんびりしている。

　だけどその少し後ろで、翼紗くんは手すりに背中をもたれるようにして、イライラを隠さない表情を向けていた。

「遅い。だけどまあ、それは海も一緒だ。なんで僕だけが約束の時間に来てるんだよ」

「途中で、ヨット部の先輩に捕まったんだ。どこ行くんだ、とか言われてさ。練習に遅刻する言い訳とか、適当に作り話してたら遅れた。そんなわけで、どうせ待たせたのは翼紗だけだから、気にしないで」

「僕が待たされたのは、海も気にしないのか……」

「だって翼紗はさ、空き時間の使い方うまいから。よくスマホで勉強とかしてるし。俺が来たときも、なにか見てた。あれ、課題じゃないの？」

「まあ、そうだよ。タブレットの持ち込みが許可されてたら、もっといいんだけど。スマホだと過程を記録するのが面倒だ。覚えておいて、後でノートに清書するけど。いや、違う。そういうことじゃなくて、お前たち、もっときちんとしろよ。なんで僕の周りには、こんなのしかいないんだ」

「ご、ごめんなさい」私は、謝る。「だけど、お昼休みに話したことと関係あって。偶然にしてもすごくて。私たち、びっくりしちゃった」

　歌南も隣で、こくこくと同意するようにうなずいた。

「どういうこと？」

　翼紗くんが眉をひそめて、手すりから離れてこっちに来た。私が自分のスマートフォンを取り出すと、「見せてもらっていい？」と、海くんも手元をのぞいてくる。

　私は、湖春さんから転送してもらった画像データを映しだした。１枚の写真だ。

「これって、うちの部の来ノ宮先輩だ。高校のほうの２年生。それ、なんで？」

「その人と付きあってる子が、私の知り合いなの。たまに、クラスの友だちたちと一緒に遊びにいったりしてる、湖春さん、っていう……」

「そうなのか。意外でもないけど、その手の話、あんまりしない先輩だから知らなかった。冗談とか言ってふざけること多いけど、基本、真面目な人だよ。練習熱心だし」

「最近、変わった感じする？　まだ部活、普通に出てる？」

「高校の先輩だしなあ。俺がやってるのって、１人乗り小型ヨットなんだ。教わったり面倒見てもらうことも、そこそこあるけど。毎日出てるかは、わからない。ああ、だけど、付きあい悪くなったとか、先輩たちの間でからかわれてた。でもそれって──」

「ああ、そっか。付きあってるとかだと、やっぱり、そういうことになるよね」

　私は答えつつ、海くんと恋バナみたいなものをしていることに、気恥ずかしさを隠せない。他人の話なのだけれど、耳たぶが熱くなってしまっていた。

「だけど、カノジョだっていう子が、一番そういうのわかるんじゃないの？」

　翼紗くんが、メガネのフレームに指先を触れさせて、怪け訝げんそうな顔を私に向けてきた。

「その人がらみで、なにかあったんじゃないか？　海よりも、実は穂積さんたちのほうが、なにか知ってそうだ。そういう顔してる」

「よくわかるのね。実際、ものすごくおかしいと思ってる。その写真の人に、私たち、つい先日会ったばっかり。話はしたでしょ？　あの交通事故の」

　歌南が答えた。私に話をうながすように、袖そでをつんつんと引っぱってくる。

「そ、そうなの。この人が、お昼に話した人、だと思う」私は、つっかえながらも話し出す。「写真見せられたとき、ドキリとした。だってバイクに乗ってて、自動車に跳ねられたんだよ。それも轢ひき逃げ。ヘルメットも遠くに転がってて。頭のところも──」

　割れていたように見えた。赤黒い中に、灰色のなにかがのぞいている、そんなふうに見えた。光景を思い出してしまって、言葉が詰まってしまう。破れたシャツから見えた青白い肌、血ち飛沫しぶきは点々とあったけれど、出血がほとんどなかったのが、逆に恐かった。

　歌南が、代わりに続けてくれる。やっぱり結局のところ、私よりずっと強くて、頼りになる妹だと思う。

「このあたり」と指を、ふんわりショートの髪、耳の上あたりに付けた。「深く切れて、骨まで見えてた気がするの。だけど、ほとんど血が出てなかった。即死だったと思うくらいの事故だったのに。手足も、変な方向に曲がってた」

「だけど、普通に生きてた？」

「普通って言っていいのかわからないけど。話をしたのは、確か。私たちに、君たちもゲームの参加者なのか？　って聞いてきた。なんのゲームだと思う？」
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「ブードゥー・ゲーム──」

　静かな声で、だけどキッパリと翼紗くんが答える。メガネに触れたまま、レンズの奥で眉をひそめながら。

「そういうことって、あり得るのか？」と、海くん。「それこそ、どんな偶然だよ。おかしすぎる」

「だから、おかしいってお昼にも言ったでしょ。見て、この腕のところ」

　歌南が、来ノ宮先輩の捲り上げたシャツの袖、肩の下を指さす。複雑な模様、ハートと十字架を組み合わせたようなタトゥーがあった。

「まさか、これって、ウィッチクラフト・ショップに飾ってあったやつ？」

「たぶん」私たちは、姉妹ふたりで同時にうなずく。「本物じゃないとは思うけど。湖春さんとこの先輩、あのお店に行ったみたい。絢ちゃん……っていう子が、私たちのクラスの友だちなんだけど、秘密の地図をもらったのって、湖春さんからなんだって。だから、おまじないのタトゥー・シールなんだと思う」

「待った」と、翼紗くんがメガネから指を離して、手のひらを立てた。「昼休みに立てた、最初の計画通りにいこう。そんなひどい交通事故があったなら、ニュースになってるはず。新聞を見ればわかるはずだ」

「轢き逃げの事故って、実は私、新聞で読んだの。翌日の朝刊に載ってた。覚えてる」

　つぶやくように、歌南が言う。私はまた、びっくりさせられてしまった。

「えっ、それって初耳。なんで言ってくれなかったの？」

「花音が寝坊したから。忙しくて、そんなヒマなかったでしょ。帰ってから見せようと思ったら、そこだけ四角く切り取られてた。だけどお母さんに聞いても知らないって。不思議だよね。花音は、絶対にそんなことしない性格だし」

「市の広報とか、ニュース・サイトとかは？」と、翼紗くんが聞く。たずねつつも、自分のスマートフォンで検索していた。

「もちろん見たけど。ないでしょ？」

「ないな。本当に、新聞に載ってた？　それ絶対、確かな記憶だって言い切れる？」

「全然。ウィッチクラフト・ショップの件からずっと、確かなことなんてなんにもない、って思ってる。そっちは違うの？」

「わかった、ＯＫだ。わかったよ」海くんが、にらみ合うようなふたりを、両手で押しとどめる。「最初の計画通りにいこう。図書室で、当日の新聞を確認してみればいい。それでハッキリわかる」

「海、部活はどうする？　ヨット部の練習はいいのか」

「今日はサボりだな。よくないけど、まあ、いい。そういう日だってある」

　前髪を指先でかきまわして、肩をすくめる海くん。視線はもうすっかり目的の場所、中央棟の３階に向いていて、まっすぐ図書室の窓を見つめていた。




　だけど実際には、なにひとつとしてわからなかった。

　歌南が見た、という部分は、図書室の新聞からも消えてなくなっていた。四角く切り取られている。他の新聞も見てみたけれど、記事が載っていそうな地方版は、どこもキレイに方形の穴が開いていた。

「こういうのって、あるのかな」

　怪訝そうな顔をする海くんに、翼紗くんが首を左右に振る。

「ないだろう。普通に考えれば、だけど。図書室の新聞を切り取ってもっていくとか、やっていいことか？　だけどまあ、校則違反でもやるヤツはいる。偶然でもあるっていうのなら、これもあった、としか言いようがないな」

「司書の先生か、じゃなければ、誰か委員に聞いてみる？」

　私の問いかけにも、すぐに否定が入った。

「いや。待って。見てくれ、こういう切り口、おかしくないかな」

「ハサミで切った、という感じじゃないよな」と、答える海くん。指先で、スッと四角い穴をなぞっていった。

「なんていうんだろう、古本屋のさ、ものすごく昔の和紙。ああいう雰囲気だ」

「朽ちた、手紙……なのかも」

　歌南のつぶやきに、私たちの視線が集まってしまう。

　そうだ。私たち４人の見る奇妙な夢の、もうひとつのキーワード。切り取られた新聞記事は、いかにも「朽ちて無くなった」というふうにも見える。海くんのように別の紙面に空いた部分に、触ってみる。

　さらさらと崩れたような、わずかな紙の粉がついた。そして、カビ臭さ。わずかに漂ってくるのは、まるで何十年も、もしかしたら１００年くらい、放置されて腐敗した木片の臭いだ。

　気のせいなのかも、とは思う。そんなにハッキリとした臭いが、するものだろうか？

　私たちの周囲に、ブンブンとなにか羽虫が飛ぶ音がするのだって、おかしい。周囲を見回しても目には映らない。飛び交う小さな虫たちと、古びた木き屑くずと錆さびた鉄、真っ黒な潮の香り、そんな気配だけがある。

　ウィッチクラフト・ショップを離れているはずなのに、いまだ、魔法の場に取り残されてしまった続きのようだ。心臓のあたりが恐さに締めつけられる。

「あのさ、歌南は」と、海くんが言う。「覚えてる、って言ってたよな。新聞記事を。本当に、来ノ宮先輩の名前だった？」

「ううん。名前は出てなかった。16歳の高校生が轢き逃げされた、という記事だけ。だけど場所はあの交差点だったし、バイクと自動車。条件も合ってた。でも、私たちの記憶と違うのは、それが死亡事故だった、ということ」

「海。未成年だから、親が望まなければ名前は出ない。バイク事故だから、そのあたりは納得できる。奇妙でもなんでも、なくなった記事はどうしようもないんだから、もっとハッキリ確かめてみないか？」

「どうやって？」たずねる海くんの胸のあたりに、翼紗くんが人さし指を突きつける。

「遅刻しよう。今日はサボると言っていたけど、それは、なしということで」

　言ったことが理解できた。私はうなずく。歌南も同意するように、腕を組んできた。

「私たちも一緒に、ついて行っていい？　見学……とか、そういう感じで」

「ヨット部か！　まいったな。今からじゃあ」と、海くんは腕時計を確認した。「めちゃくちゃ怒られる。でもまあ、いいか。怒鳴られるのが、明日に先延ばしか、今日かの違いだもんな。たいしたことでもない」

「決まりだ。行こう」

　翼紗くんは、さっさと歩き出す。表情にも迷いがない。きっと真剣に、この不思議を解き明かそうとしているのだと思う。その気持ちは、もちろん私たちだって同じで、だけど不気味な恐さのほうが先に立って、なかなか前に進めないだけ。

「大丈夫」海くんが背中を、軽くぽん、と叩いていく。「俺だってこれ、けっこう恐いとは思うけど、知らないことのほうがイヤだ。ものすごく危険そうになったら、俺たちがなんとか引き受けるから」

　ほわっとした笑顔は、あいかわらず。こんなときなのに、海くんはマイペースだった。

　先を歩かれて、以前ちらりと見てしまった、背中の形を思い出してしまう。細身だけれど丈夫そうな体、天使の羽の痕こん跡せきみたいな、キレイに並んだふたつの肩けん胛こう骨こつ。ぼんやり思い返していると、歌南がギュッと、からめた腕に力を入れてきた。

　私はうなずいて、ふたりのあとを追いかける。突きとめてみるしかない。それは確かなことなのだから、恐れているヒマなんてあるはずがなかった。




　中央棟から南校舎１階へ、さらに渡り廊下を通って、運動部の部室棟へ向かう。

　ヨット部のプレハブ部室はそこからさらに少し離れていて、校庭の中でも浜辺側、高等学校から通じている裏口近くの場所にあった。ヨット部は中学生だけでは活動が認められていなくて、高校の先輩たちと、コーチの先生が一緒じゃなければ練習できない、そういうルールなんだと、海くんが説明してくれた。

「なにしろ危険だからさ。厳密なルールがいろいろあって、だけど絶対、面倒だなんて思ったらいけない。マリン・スポーツ、水辺関連と、それからきっと山だって同じだと思う。完璧に安全を考えて、準備を万全にして、それでも事故は起きるときは起きる」

「まあ、スカイ・スポーツに比べれば安全なほうだ」と、翼紗くん。「競技人口と危険度の比率で言えば、パラグライダーが最も危ないのかな。墜落したら、まず助からない」

「そうそう。その点、俺たちのほうは、泳げばなんとかなる。救命胴衣の着用も義務づけられてるしね。だから１番危ないのは、安全対策をサボること。心の備えが大事なんだ、って耳タコになるくらい、よく言われてる」

　自分の耳たぶに触れて、海くんはクスクスと笑う。

　話しているうちにプレハブ建物にたどり着いて、先頭の翼紗くんが立ち止まる。まずは部員の海くんが、元気良くドアを引き開けた。

「片瀬です！　すみません、遅刻しました！」

「海か、遅い。今日はすっかりサボりかと思ったぞ」

　どかっと肩から首へと腕を乗せられて、海くんが奥へと連れられていってしまう。日焼けが半袖シャツの袖のあたりに、白黒コントラストをくっきり作っている。大柄な男の人だった。頑丈そうな体格のイメージと、黒縁メガネをかけて優しそうな顔のバランスが、ちょっぴりおかしい。

　体育系なのか文系なのか、パッと見で全然わからないけれど、決して小さくない海くんを軽々と引っぱっていったのだから、力は強いはず。

「うわ、今日のコーチって、藤さんですか。まいったな」

「なにがまいった、だ。たった今、ミーティングが済んで、これから実技に出るところなんだからな。お前がどうせいつもの話だ、だから聞かなくても大丈夫、なんて軽い考えでいるのなら、それこそ、まいった、だ。俺の教えてきたことが、かなりの部分ムダだった、ってことになる。だったら、まいるだろう？　つまりこっちのセリフだ」

「違います、コーチ。理由はちゃんとあって。いや、ちゃんとでもないかな。ええっと、でも俺、藤さんの話をいい加減に聞いていたことなんて１度もないですから！」

「それは僕も保証します」翼紗くんが横からフォローに入る。「さっきも、友人たちに安全性の説明をしてたところです。海は、コーチから教わった注意点、真剣そうに話してましたよ。だから、むしろ今日、見学に連れて来れて良かった、って思ってるんじゃないかと」

　冷静に説明するように言って、私たちに来い、というように小さく手招きした。

　助かったと、ほっと息をつく海くんは、振り返って苦笑する。

「し、失礼します……」

　おずおずと、私たちは部室に入っていく。歌南はやっぱり、半分くらい私の陰だ。

「なんだ、そういう事情か」藤さん、という人の口元が緩む。明るい笑顔になる。「疑って悪い、海。いや、でもやっぱり悪くない。どっちも大切だ。俺くらいになると縁がなくなるから、今のうち、という気持ちはよくわかるんだが、ミーティングでの安全確認だって、やっぱりやらないと、だよ。まあ、ゆっくりしてもらっていいよ。今日は本格的な練習には参加しないだろう？　しっかりな」

　勢いよく海くんの背中を叩いて、私たちのほうに戻してくる。その際に片目をつむって、ニヤリとしてみせるから、海くんは慌てた感じで首を左右に振った。

「ち、違います！　今日は、友だちを見学に連れてきて、ええと、だから確かにヨット練習には参加できないんですけど、ああ、もう、これなんなんだよ。ただの見学者です。それだけ──」

　片手で、髪の毛をかきまわす、海くん。ちらりと私たちのほうに視線を向けて、うつむいてしまう。からかわれるのに、慣れていないんだと思う。私まで気恥ずかしくなってしまって、周囲を見回せなくなってしまった。

　長身の藤さんが、ドアから外へ出て行く。擦れ違いざまに見上げると、やっぱり大きかった。名前の響きから、山のほうを連想してしまうほど。

「装備がキッチリ確認できたやつは、こっちな！　倉庫から台車、出すぞ」

　大きな声が聞こえてきて、私たちに集まっていた視線もようやく散ってくれた。部員たちが出て行く。ちょっとだけ、まだ、ざわめきを残しながら。通りすがり、「さすが海、ずるいわ」とか「うらやましいやつ」なんて耳打ちしていく人もいて、海くんは、ぶるぶる首を左右に振っている。

　言葉が出なくなって、耳まで赤くなっているのを初めて見てしまった。ものすごく男の子らしい、なにも恐いものなし、というふうに見えていた海くんだけれど、実は恥ずかしがり屋なのかもしれない。

　溜め息をついた翼紗くんが、私たちにそっと近づいてきた。

「まったく。まあ、ヨット部に限った話じゃないけど。この乗りにはついていけない」

「藤コーチは」と、海くんも、ようやく戻ってくる。「大学院生なんだけど、海洋学専攻してるとかで、ヨットも続けてるんだ。で、たまに今日みたいに戻ってきて、教えてくれてる。いい人だよ」

「そうみたいだね。見ていて、なんとなくわかる」

「それより、例の問題の人は？　出て行った中にいるのか？」

　たずねる翼紗くんに、海くんは「いや。まだ」と答える。そっと指さした。

　来ノ宮先輩がいる。言われなくても、本人だとわかってしまった。もらった写真と見比べなくても記憶の通りで、バイク事故に遭遇したときに、ハッキリと見たはず。だけど、傷があるかどうかわからない。

　つばの大きなスポーツ用の黒い帽子を目深にかぶっていて、だけど耳の上に、ちらりと包帯のようなものは見えた。

　来ノ宮先輩は、背もたれのないベンチに座っている。変わった形のゴム底の靴を履き直して、今は手袋を確認しているようだった。

「あ、先輩、ちょっといいですか？」と、海くんが声をかける。

「なに？　片瀬は、今日は練習参加しないんだろう。コーチが言っていたように、カノジョを連れてきただけじゃないのか。それとも、本当に入部希望？」

　少しだけ顔をあげた。やっぱり白い包帯が見える。耳と帽子の隙間だから、よくは見えない。だけど、なにかがあった、ということは確実だと思う。素肌の腕にも、テーピングがぐるぐると巻いてあった。

　私たちがたずねたいことを察したのか、海くんがうなずいて、また先輩のほうに向き直る。

「まあ、ええっと、興味半分って感じです。でも、カレカノとかじゃあないです。本当に友だち。先輩はそれ、腕と足、ケガしたんですか？　なんか、テーピング痛そうですね」

「ああ、これ。大げさにしてるけど、たいしたことでもない。ちょっとぶつけて、だから練習中に痛めないように。念のため、という感じかな」

　表情が暗い、というよりも、しゃべっている間もあまり変化しない。言葉にも抑揚が欠けている。無表情に近いというのは、湖春さんも言っていたことだ。最近、こうなってしまったらしい。

「だけど、頭にも包帯巻いてますよね。コーチたちは、普通に参加して大丈夫、って言ったんですか？」

「ずいぶんと心配してくれるんだな。やっぱりいいところ、見せようとしてる？」

　私たちのほうを指さした。海くんは、強く首を左右に振った。

「い、いや、だから違います。あれですよ、友だちの友だち、というか──」

「実は、湖春さん繫がりです」と、私が代わりに言い訳をする。「よく来ノ宮先輩の話、聞かされてたんで、ヨット部の話にもなって。そしたら、たまたま海くんが同じ部活にいるのわかって、じゃあ見せてもらいたいな、って言ったら、連れてきてもらいました」

「ふうん。まあ、そうか。湖春ね」

　からかっているのだろうけれど、やっぱり先輩は表情が変わらない。

「片瀬はモテるから別に意外でもない。今まで誰かと付きあってるとか、聞かなかったのが不思議なくらいだ。で、どっちと？」

　思わず、私は歌南と顔を見合わせてしまった。海くんは今度も真っ赤になって、ぶるぶる首を振っている。翼紗くんが笑いをこらえて、顔をそむけて口元を手で押さえていた。助け船を出さないのは、らしいと言えばらしい。

「あ、そうだ」歌南が、いかにも思いついたように声を出した。「湖春さん、タトゥー・シールの話をしてたんですけど。お揃いでシールを買った、って」

「チャームの話か。おまじないの。湖春は、ああいうの好きなんだよな。俺は、どうせすぐ剝がれちゃうよ、ヨット部なんだから、って言ったんだ。だけど結局は、言うことをきかされた。絶対、１日だけ剝がれないようにって、かなりしつこく言われたな」

「来ノ宮先輩、それまだ貼ってるんですか？」

「いや。このあたりだから」と、先輩は二の腕に指を触れさせる。「もうすっかり、なくなっちゃったな」

　言葉のとおり、見当たらなかった。バイク事故の時には、確かにあったはず。だけど聞いていた模様とは、少し違った気もする。記憶が曖昧だった。それに、事故の件はどうなっているのだろう、と思う。

　表情や言葉遣いはおかしい気がするけど、「生きていない」はずがない。普通に呼吸もしているし、学校に来て、部活動もしている。目の前でこうやって話されていたら、記憶のほうが間違いだと信じそうだった。

　本当に頭の骨が見えるほどのケガをしたら、赤黒い傷口が大きく開くほどの事故だったら、今こうやっていられるはずはない。それにしても、この臭いはなんだろう。台所かどこかで嗅かいだことのある、かすかな違和感。

　ブブブブ、ブブ、と、また耳もとで音がする。この幻聴も不思議だった。実際には見えない、透明な羽虫が飛んでいるかのよう。だけど見回しても、なにもいない。めまいがしそうだ、と思う。

　カシャ、という音が混ざった。何度か、同じ電子音が連続した。ぼんやりしそうになった意識が引き戻される。翼紗くんが、スマートフォンで部室の様子を撮影していた。

「撮影してもかまわないですよね？」

　もういくつも撮ってしまってから、翼紗くんがたずねる。平然としていて、まるで悪気はない感じ。来ノ宮先輩は立ちあがって、うなずいた。

「うん。撮影禁止の場所は、特にないな。じゃあ、俺はもう行くよ。練習、参加しないと」

　そのとき、びしゃり、と別の音がした。水音に似ている。ハッキリと聞いた。

　先輩がベンチにかがみこんでいる。なにかを拾い上げている、そんなふうに見えた。つまり、今、落とした「なにか」なのだろうか。それが水音を立てたのだろうか。かすかな腐臭。もう、それは錯覚ではない気がする。

「なにしているんですか……もしかして、なにか、落としました？」

　私はたずねてしまう。恐る恐る、奇妙な疑問を、実際の言葉にする。歌南と身を寄せ合っていなかったら、腕を組んでいなかったら、聞けなかったかもしれない。それくらい嫌な予感で、心臓が締めつけられている。

　ゆっくり立ち上がり直した来ノ宮先輩が、こちらを振り返った。

　片目のところに、顔の半分まで隠すように手をあてている。青白い指先、その先端まで小さな黒い虫が這はって、爪の上から飛び立った。よく見えなかったけれど、きっと小バエだ。真っ黒な羽虫。

　先輩の手首に、まだ１匹のハエがついている。音もなく這って歩いていた。

「いや、なんでもない」笑顔で答える。だけど、まるで作ったような口だけの微笑み。「落としてもないよ。ちょっと目にゴミが入ったから、洗ってから練習に行ってくる」

　立ち去る先輩は、ずっと片目を押さえたままだ。指の上を動いている小バエは、飛び立つ様子もなかった。




　来ノ宮先輩がいなくなってから、私と歌南は、ようやく息をついた。

　ほっとできる。海くんと翼紗くんは、顔を寄せ合ってなにか話し合っていた。

「どう思った、海？」

「奇妙な感じだ。本当の意味であれが『生きてる』状態か、って聞かれたら、ちょっとわからない。不自然な気がしてならなかった。だけど理由を説明できない。感覚的なんだ、全部が全部」

「そう言うと思った。海は感覚派だ。いい意味でも、悪い意味でも」

「じゃあ、翼紗はどうなんだよ？　なにかわかった？」

「あんな雰囲気じゃあ、わからない。だから、とりあえず撮っておいたんだ」

「……なにを？　翼紗くん、なに撮影してたの？」

　私がたずねると、翼紗くんはスマートフォンを差し出した。いくつかの写真を切り替えていく。

「この角度には、例の先輩の腕も写ってる。わずかだけど、日焼けあとがあるな。タトゥー・シールが貼ってあったなら、あとでタブレットを使えば、画像のコントラスト強調してなにかわかるかも。それと、こっちも」

　画面に写し出されていたのは、ベンチだった。そこそこ近くで撮影されていたけれど、点々と黒い染みが見えるくらいで、よくわからない。翼紗くんが画面をピンチアウトして、画像を拡大した。

「血の染みに、見えないこともない」

　たしかにそうだ。私たちはベンチに近寄ってみたけれど、今はなにもなかった。

「立ち去り際、拭ふき取っていった。そんなふうに見えた。だけど、いちおうこれが証拠になるんじゃないかな」

　翼紗くんは平然としている。だけど、そんなふうに言ってしまえるほど、簡単なことじゃないように思える。タトゥー・シールがなくなっていたのだとしたら、もしかしたら、と考えてしまう。

　学校の噂、おまじないは、本当だったのではないだろうか？

　ウィッチクラフト・ショップは、本物の魔法を売るお店。もしそうなら、タトゥー・シールの件だって、とても危険なものだということになる。絢ちゃんたちは、なんて言っていただろうか。

　たしか、おまじないの１日の間に、もし剝がれてしまったら、と話していた。強いチャームの反動で、ものすごく「悪いこと」が起きるって──。

　私と歌南。それに、海くんと翼紗くん。私たち４人は、もう既に巻きこまれている。と言うよりも、６年前からずっと、呪術ゲームは進行中なんだと思う。真っ白な肌の「永遠のブライド」と、それから、見とれてしまうほど綺き麗れいなエルズーリー・フレイダ。異国の神様たちの影が、街中に満ちてきている。

　夢の中でしかなかった「ブードゥー・ゲーム」の信しん憑ぴよう性が高くなってきた気がして、心臓がドキドキしていた。










【穂積花音】約束の日曜日／真夜中・０時15分




「眠れないの？」と、歌南からたずねられてしまった。

「……うん。いろいろ、恐い感じのことばっかりだったよね」

　私は、２段ベッドの下でうなずく。上に寝ている歌南が、もそもそと起きあがった気配があった。私も手すりにもたれて、身を乗り出して見上げる。やっぱりという感じで、歌南が顔を出していた。

「明日、というか、もう今日、海くんと出かける約束、したんでしょ？」

「う、うん。だって、確かめてみないと。本当に、私たちが見た交通事故って、あったのかな。あのとき、来ノ宮先輩って、ちゃんと生きてた？　私たちの住んでる街を、奇妙な魔法で屍体が歩いてる、なんてことだったら……」

「まして、死んだ人とつきあってる、とかだったら、余計に。湖春さんのこと、心配？」

「────」

　思わず、言葉に詰まってしまう。ゆっくりと、うなずく。歌南に言われるまで、その恐怖のことには、あまり想像がいっていなかった。自分が好きな人とか、大切に想っている人が、もし屍体だったら。

　ものすごく、ひどいことだと思う。死んだ人と手を繫いで一緒にいたり、楽しくおしゃべりしているつもりでも、ただ機械的に屍体が返事をしていたり。もっとそれ以上の、考えられないほど恐いことだってあるだろう。

「そんなの、考えるのもイヤだよね……恐すぎる、と思う」

「花音、さっきから恐い、恐いって言いすぎ」

「そ、そうかな」

「うん。ねえ、もうひとつ、聞いていい？」

「なにを？」ドキリとしてしまう。双子だから、いつも一緒にいるからか、どうしてか質問の予想がついてしまった。

「もしかして花音、海くんと翼紗くん、どっちかのこと好きになった？　だから余計、自分のことみたいに湖春さんのこと考えてるのかも、って思って」

「そ、そういうわけでも、ないけど」

　ぶるぶると首を振ってしまう。頭の中に、一瞬だけ、海くんのことを思い浮かべてしまった。恥ずかしくなって、だから振り払おうとしてしまう。

「これって、でも、気になってる……のかな」

　つぶやいてしまった。歌南が、頭を引っこめた。ふわっとした感じの雰囲気。たぶん、ベッドの真ん中に戻っていったのだと思う。

「そういうのも、確かめてみたら？　今日の朝にでも──」

　頭上の板越しに、歌南の声が聞こえてきた。私は、うなずいて、自分でもタオルケットをかぶった。頭ごと、全部もぐる。変なことを聞かれてしまって、意識させられてしまって、ドキドキが止まらなくなっていた。

　ギュッと目をつぶって、だけど気づいたら、胸の鼓動に追いやられて、不安は少し解消されている。歌南が気をつかってくれたのかも、と思う。だけど、やり方はどうなんだろう。眠れなくなってしまったら、同じようなものなのかも。

　私は、本格的に眠ろうと思った。今日の夜は、あの夢を見ませんように。お祈りが、いつもの日課になりつつあった。ゼツボウの夢。真っ黒く焦げていく夢。あれを見るのは、とても嫌だから。

　結局、私が一番怖れているのは、悪夢が続くことなのだろう。まるで永遠に、闇色のトラウマに囚われて、循環し続けるように感じるから。私は、そこから逃げ出したい。本当の本気で、そう願っていた。










【穂積花音】同日／朝・８時30分




　慌ててしまう。腕時計を見ると、ちょっとだけ遅刻ぎみだ。

　今日は休日だけれど、早くに出かけてきた。海くんとの約束があるからだ。

　ベッドの上に服を何枚も投げて選択に迷っていたら、歌南に叱られてしまった。早く、とか、もう時間ないでしょ、なんて言われて。

　結局、押しつけられるように、シャーリングキャミソとショートパンツを渡されて、はい、はいこれ、と着せ替えられてしまった。

　ようやく髪を整えて玄関に出ると、靴までさっさと揃えてあって、足首丈の可愛いサマーブーツ。「これ絶対、歌南の趣味でしょ」と文句をつけてみたけれど、「尾行するんだから、むしろ変わっていいじゃない」と言い返された。

　待ち合わせの場所、駅前ロータリーから少し離れたポストの側に、海くんは手持ちぶさたに立っていた。

　やっぱり、待たせてしまっていたのだろう。私は額の汗を振り払いつつ、ようやく駆け寄る。息切れして、目の前で屈かがんで、膝ひざに両手をついてしまった。

「ご、ごめん、なさい。私、遅れて──」

「なにそれ。花音、落ち着いて」クスクスと、海くんは笑っている。「時計、見て。大丈夫、全然平気だから」

　見上げると、トントンと、指先で腕時計を叩いている海くんの笑顔がある。

　襟のところでカラーが切り替えてあるポロシャツに、ジーンズ。足元は靴底周りに青ラインの入ったスニーカー。いかにも海くんらしくて、時間のほうを示されたのに、目がそっちに向かなかった。

「先輩の情報、ちょっといろいろ聞いて、集めておいた。日曜日には、８時40分頃に駅前を通るらしい。だから、ほぼピッタリ。まだ来ノ宮先輩のこと見かけてないから、ちゃんと間に合ってるよ」

「あ……だから、この時間に？」

　ようやく、しっかりと立つことができた。私は息があがったまま。ちょっぴり肩が上下してしまっている。落ち着こう、汗浮かんでないかな、と自分に言い聞かせた。海くんが差し出した腕時計の針に、ようやく目が行く。８時38分。

「ごめんなさい、やっぱりギリギリ……」

「まさか、寝坊したってこともないと思うけど」と、海くんはまた笑った。

　自分の髪の毛をつまんで、ぴんぴんと立ててみせる。ちょっぴりクセっ毛だから、ウェーブがかって、跳ねているところもあった。そんな毛先まで海くんの性格っぽくて、私もおかしくなってしまう。

「俺の髪みたいに、いい加減にしてないもんな。いつもちゃんとそうやって結って、かわいくしてて偉いと思うよ。手間かかってる、って思う」

「────」

　私は、言葉を失ってしまった。どう答えていいのか、ぐるぐると目が回りそう。

「俺の妹なんかさ、けっこう大変なんだ。いろいろオシャレとかもしたいはずなんだけど、自分じゃ、なかなかできないみたいで。母さんが手伝ったり、それで、まあまあ普通にできてるとは思う」

「え、海くんの妹さんって……」

「ほら、前に話したとおり、ヨットで事故にあったから。俺はこのとおり無事で、妹も助かった。ただ、妹には後遺症が残った。あまり自由に体、動かせないんだ」

　私は、もう１度、なにも言えなくなる。のっけから心が振り回されっぱなし。だけど海くんは、現実をまっすぐ受け止めている感じだ。やっぱり強いのだと思う。ゼツボウの夢を話しているときも、私や歌南より、真正面からしっかり耐えている、そんな印象だった。

　きっと４人の中で、真っ黒なトラウマに１番怯おびえているのは、２度と夢見たくないと恐がっているのは、私なのだろう。歌南のほうが強い。翼紗くんも、私よりはずっと平気そうに見えた。

「っと、話しているヒマがなくなった。ほら、あっち。来ノ宮先輩だ」

　海くんが私に耳打ちしてくる。顔と顔が近すぎて、こんなときなのに、ドキドキとしてしまった。ようするに、私は振り回されやすい、影響を受けやすい。単にそういうことなのかも、と思ってしまう。

「行こう、花音。準備いい？」

「うん」ようやく、しっかりとうなずけた。「どれくらいの距離、離れていればいいのかな」

「今日は日曜日で、けっこう人混みがある。それに、なんとなくだけど、先輩は気づかないよ」

「どうして？　やっぱり、湖春さんが言ってたみたいに……」

「たぶん。感情とか感覚とか、奇妙なほど鈍くなってる気がする。同じ部活で練習してても、そういう雰囲気はあった。頭にも腕にもケガしてるはずなのに、ぶつけてもまるで痛がらない、とか。あれから注意して見てたんだけど、ぼんやりしてることも多い」

「生きてる……けど、感覚は死んでる？」

「そうだったらいいな、って思う。もっと恐い可能性は、今は考えないでおこう」

　海くんが笑顔になった。目を細めて笑う。ほわっとした、心地いい感じがして、ちょっと跳ねた猫っ毛が風に揺らされると、余計にそんな雰囲気になる。だから私は、横顔をついつい見上げてしまう。

　見知った自分の住む街のはずなのに、海くんと並んで歩くと、どうしてか初めて歩く場所にも感じられた。海くんから見た私は、どんなふうに見えているのだろうか。歌南に選んでもらえて良かったと、今さらながら感謝の気持ちが湧いてきた。

　しっかり舗装路を踏みしめて歩く、海くんの青ライン・スニーカー。その隣を、おずおずと進む、私のサマーブーツ。コツコツと靴底が立てる音も、なんだか楽しい。だけど、そんな時間も、たどり着いた場所で終わってしまう。

「ここ、かな……今、先輩が入っていった」

　海くんが、錆びた鉄柵を見上げている。私の背丈よりも、かなり高い。きっと海くんが手を伸ばしても、ギリギリ届かないくらい。柵は尖とがっていて、槍やりの先端が一定の間隔で並べられているようにも見える。

　それくらい、どこか人を寄せ付けない雰囲気があった。ぐるりと巡らされた鉄柵と、その向こう側に見える教会の屋根飾りは、夢の中で見た女神エルズーリーの服装にも似ている。たしか、「クリノリン」という昔の服飾品だ。ドレスの裾からのぞいていた、剝き出しになった金属の骨組みを、私は思い浮かべていた。

「向こうに、入り口がある。どうする、とか言ってられないよな」

「うん。せっかくここまで来たんだし……」

「入ってみるしかない。もちろん、そうだ。だけどなんだか、入っていく人たち、おかしくないか？」

　私たちは、こっそりと近づく。ぱらぱらと人が教会の入り口をくぐる。

　その中にまぎれて、海くんが歩を進めた。躊ちゆう躇ちよした私のほうを振り返って、手を差し出してくれた。ものすごく恐かったから、私は自然に、その手を握ることができる。気恥ずかしいとか、耳たぶが赤くなってしまうとか、言っているヒマはない。

　隣を行く人たちは、どこか目が虚うつろだ。瞳の向いている方法が、左右に開いている気さえしてしまう。死んだ魚の目、そう喩えて言いたくなる。

　教会の中は、人工の照明が一切なかった。高いところにある窓枠も小さくて、薄暗い。斜めに差しこんだ光が、空中に線を描いて見える。ホコリが舞っているのだろうか。息苦しいような感覚も、そのせいだろうか？

　まるで、海中にいるような錯覚。空気が淀よどんでいて、重たい。手を繫いだ海くんを見上げると、目と目が合った。「花音、どう思う」と、少し屈んで、海くんが囁いてきた。

「ええっと」どう言ったらいいのだろう。「なんだか、私たち、海中に沈んじゃった気がする。イヤな感じ」

「たしかに、そうだ。変な感覚がある。これ、潮の香りかな。ヨット部で海に出ることがけっこうあるから、似た感じを受けてるのかも、って思ってた」

「ううん、私もそう思う。薄暗いし、カビの臭いも混ざってるのかも。光の感じも、おかしいよね。波の間で、揺れてるみたい」

「錯覚……じゃないのか。花音にもそう見えてる、ってことは、ここ、そういう感じに見える場所なんだ」

　こっそり内緒話をしている間にも、礼拝が始まってしまった。
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　日曜日のミサなのだろうか。真っ黒い服、十字架を首から提げた神父みたいな格好をした人が、祭壇の前に立った。私にはまるでわからない言葉で、なにかを唱えている。きっとお祈りの言葉なのだろう。

　虚ろな瞳で立っている中には、来ノ宮先輩の背中もあった。

　みんなで、ぶつぶつと言葉を口にしている。唱える、とか、話す、という感じではまるでない。唱えの言葉を口に出すたびに、舌をちろちろと唇の間から垂らして、よく嚙まないものだ、と思ってしまう人までいた。

「……花音、あれ、なんだと思う？」

　海くんが、視線だけを上のほうに向けて囁いてきた。

　古びた、やっぱり錆さびの浮いた太い鎖で、十字架が吊つり下げられている。普通の十字架とは全然違う気がする。ハート形が組み合わされて、もっと植物の蔓つるみたいな模様で飾りつけたような。後ろには、どこかの海図のような絵柄も飾られている。

　さらに視線を下に向けてみると、聖母像が祭壇にあった。

　キレイな女性の神様だ。真っ黒い木材から掘り出されていて、顔のところは真っ白に塗られている。両手は、なにかを抱くように胸もとで交こう叉ささせていた。

「わからない……けど」

　私は、海くんのほうに背伸びをして、耳もとに唇を寄せた。違和感が強すぎて、どうしてか周りじゅうが恐くて、他人に内緒話を聞かせたくない。だから気恥ずかしくても、耳たぶが赤くなってしまっても、こうするしかしかたない。

「どこかの神様の像？　この人たちがお祀まつりしていて、こんな夢中になっちゃうくらい、信仰されてる？　でも、あの両腕の中にあるものって、もしかして……」

「うん、俺も、不思議に思ったんだ。聖母なら、神様の子どもを抱いてるはず。なのに、なにが隠されているのかわからない。それに、あれ、十字架みたいにみえるものって、刺さっている剣なんじゃないのかな」

　私は目を凝らして、遠くの祭壇を見つめてみた。海くんの言うとおりだ。神様の像が抱えているものは、両手に隠されてわからない。だけど、柄つかが十字になっている細長い剣が、突き刺さっているように見える。

　そのことに気がついてしまったとき、急に、黒い夢の中と同じことが起きだした。

　ブブブブ、ブブ、と羽虫の音だけが聞こえる。目には見えない。少なくとも、きっと小さすぎて視界に入らない。カビ臭さと潮の香りに混ざって、ものすごく嫌な臭いが鼻の奥に感じられた。

　教会の壁紙が燃え上がって、捲れあがる。実際にはそんなことがあるはずないのに、悪夢がフラッシュバックのように、瞳の奥によみがえってきた。

「出よう、花音。ここ、なんだかものすごくイヤだ。危険な気がする」

　海くんが、私の手を引っぱってくれる。あまり早足にもならず、できるだけ、私のことを優先して外に出してくれるように。

　逃げ出すように、外に出る私たちの背中を、振り返ってくる姿があった。視界の隅に、ちらりと見えてしまった。きっと、来ノ宮先輩だ。はっきりと確認しているヒマはなかったけれど、どうしてか直感してしまう。

　振り返った先輩の瞳が、拡大して見えた気がする。

「ねえ、海くん。あの人たち」言いかけた言葉の最後は、震えてしまった。

「うん、俺も見た」

　海くんは振り返らず、私のことを引っぱっていく。ようやく教会の外に出て、敷地から鉄柵の扉をくぐって離れることができてから、ふたりで大きく息をついた。

「私の、隣にいた人の……目の上……」

「そう、眼球だ。歩いていた。なのに、まるで気にしていない。まばたきさえしないなんて、絶対におかしい」

　海くんが言っているものがなんなのか、私にもわかった。

　見てしまったから。羽虫の音は、錯覚ではなかったのかも、と思う。きっと見えないだけで、たしかに飛んでいた。そこにあった。きっと羽音も、イヤな臭いも、気のせいだと思いたかったなにもかも、そこにあったに違いない。

　私たちが見たものは、羽虫。まばたきしない眼球の上を、小さな黒いハエが歩いていた。










【穂積花音】同日／午前10時前の通り雨




　にわか雨に、降られてしまった。教会からの帰り道。

　午前中だというのに、雷まで鳴ってきた。イヤな予感というのが、どんどん連鎖してしまっている気さえする。

「花音のうち、ここからどれくらい？」と、海くんにたずねられた。

「ええっと、走れば、20分くらいで着けるかも」

「じゃあ、うちのほうがずっと近いな。もうすぐ、坂下がったところ。それでいい？」

「う、うん」こくこくと、うなずくしかできない。

　いろいろ考えている時間がない。髪の毛はもうすっかり濡ぬれてしまっているし、シャーリングキャミソールにも、点々と雨の染みがついている。服が濡れてしまうのはともかく、お気に入りのサマーブーツは困る。

　革製だから、変なふうに染みがついたら、もう落ちない。

　ようやく海くんの家にたどりついて、まず、その大きさにびっくりしてしまった。３階建てだ。斜めの坂の途中に建っていて、１階は半地下になっている。玄関じゃなくて、海くんはその半地下のドアに鍵を差した。

「玄関からじゃなくて、ごめん。こっちのが手っ取り早いから」

「ううん、大丈夫」首をぶるぶると振る。左右に結った髪が揺れて、雫しずくを跳ね飛ばしてしまった。

　水滴が、海くんの頰にまでついてしまう。それで、クスクス笑われてしまった。

「そんなふうに首振って水滴払うとか、仔こ犬いぬじゃないんだからさ」

「えっ、そ、そんなじゃなくて、私は海くんに、玄関がどうとか言われたから──」

「ああ、うん、そうだよな。本当に、ああっと、ごめん。ちょっと待ってて」

　海くんは困ったように髪の毛をくしゃくしゃと指でかきまわして、自分でも水滴を飛び散らせて、奥のほうに走っていった。階段をあがって、ドアへと入っていく。

　にわか雨に濡れた背中を見送った私は、やっぱり海くんはかっこいい形の背中をしてる、と見入ってしまった。肩胛骨の形とか、まっすぐの背骨とか。それで、自分のほうにも気がついた。海くんが慌てて走っていった理由に気づいてしまう。

　両腕で自分の華きや奢しやな肩を抱くようにして、なんとか隠そうとしてみる。キャミソールが少し透けてしまっていた。シャーリング付きで良かった、とも思う。それほどには、見えてない、と信じたい。

　耳たぶが熱くなって、だけど、海くんが戻ってきたらなんて言おう、なんて、ぐるぐる頭の中が回ってしまいそう。うつむいて考えていたら、バタバタと足音が戻ってきた。言葉を考えなくても、海くんのほうから、早口で言ってくる。

「ごめん、花音。乾くまで、これ羽織ってて。あんまり乾かなかったら、持って帰ってもいいから。あと、こっちは頭とか拭く用」

　バスタオルを、両手に１枚ずつ、合計で２枚差し出してくれる。

「あ、ありがと……」つぶやくようにしか、お礼を言えなかった。今度こそ真っ赤になって、顔がなかなか上げられない。

　だけども、大きめのバスタオルをもらって、海水浴のあとみたいに肩まわりに巻いたら、どうにか落ち着けた。ほっと息もつける。緊張しすぎて、思わず止めてしまっていた。それは海くんのほうでも同じだったみたいで、溜め息が聞こえてくる。

　ふたりで顔を見合わせてしまう。海くんのほうは照れたような笑顔で、耳から首筋まで赤くなっていた。私だってきっと、はにかんだ顔になってしまっていると思うけれど、なんとか平気そうな顔を作ってみる。

　照れ隠しに、周囲をぐるりと見回してみた。

「ここって、ガレージ？　真ん中に置いてあるの、すごい。ヨットだよね」

「うん。ヨットは帆ほ桁げたをはずしてある。というか、はずせる部品は全部はずして、本当に船体だけ。いちおう、ふたり乗りかな。ひとりでも操船できないこともない。父さんから、これもらったんだ」

「海くんのお父さんって……」

「そう、海難事故で、もういない。前にも話したとおり。大丈夫、妹のことだってそうだけど、俺はそういうの平気だから、聞いていいよ。むしろ隠さないで話してもいい、というほうが気楽だし。気をつかわれるのって、それはそれでなんかさ──」

「うん、わかった。じゃあ、普通に聞いちゃうね。私と歌南だって同じような感じだし、海くんの言うこと、少しわかる。あんまり意識して話題から避けられるとか、急に話変えられちゃうと、なんだか困るよね」

「そういえば、みんなの共通点ってそういうのなんだよな。翼紗もだし。ちょっと、コーヒーかなにか、淹いれてくる」

　海くんが立ちあがって、また奥へ行く。今日はなんだか、目まぐるしくて忙しい日、と私は思って、スマートフォンに手を伸ばしかけた。歌南に連絡しておこうかな、と思いついたのだけれど、途中で手を止めてしまう。

　なんとなく、言いたい言葉が見つからない。海くんとのことを、誰かに話すのが気恥ずかしい。今までずっと、歌南にはなんでも話してきたのに、こんなのは変だ。たったこれだけのことを思い浮かべるだけで、また耳たぶのあたりが熱くなってきた。

　どうしようか悩んでいたら、結局は、海くんが戻ってきてしまう。私は、差し出されたカップを手に取った。

「熱いから、気をつけて。あ、勝手にミルク入れてきちゃったけど、いい？　砂糖使うなら、これ」

「う、うん。海くん、いろいろ、ありがとう」

「いや……なんかさ、今まで、あの夢の話できるのが翼紗くらいしかいなかったから、俺のほうこそ感謝してる。妹にだって、できるだけ話したくない。事故当時の記憶とか、あんまりないらしいんだけど、それでも恐がらせそうで」

「信じてもらえるかも、わからないしね」

「そうそう。ＰＴＳＤとか、そんな感じのこと言われて、こっちも入院させられちゃうな」

「あの、海くんの妹さんって、やっぱり病院……？」

　コーヒーカップに口をつけながら、上目づかいになってしまう。平気と言われても、やっぱり聞きづらい。

「今は、そう。この家と半々くらいかな。体も弱いから、入院と退院の繰り返し。結局のところ、車椅子からは一生離れられない。医者にはそう言われてる。だけど、もしブードゥー・ゲームが、夢の話だけじゃなくて、本当にあるんなら──」

　そこまで言ってしまってから、海くんは口をつぐんだ。ギュッと唇を結んで、眉をひそめた。イヤなものを振り払うように、首を左右に振る。

「いや、言うべきじゃないよな。これは、きっとダメなことだ」

「夢の中で……神様が言う、規則ルールの３つめのこと？」

　たずねてしまった。なにかを賭けて、勝負する。それがブードゥー・ゲームだとしたら、勝ったときには報酬があるはず。

「そうなんだけど、俺にそういうこと、言う資格なんてないよな」

「私たち、本当に１度、ゲームに参加しちゃったんだって、海くんは信じてるの？」

「半分くらい。そうじゃなかったらいいな、って思うけど。だってさ、もし俺がゲーム参加したのだとしたら、死にかけて、自分の命を賭けたんだとしたら。代わりに、失って来たものって、なんだと思う？」

　聞き返された。それは、私にとってもイヤな質問だ。

　ふたつの命を代償にして、どちらか勝ったほうだけが、欲しいものを手にいれることができる。そういう規則ルールなんだと、夢の中の神様は言っていた。だけど、負けたほうがどうなるのか、ハッキリと覚えていない。

　思い出したくない、と心が悲鳴をあげる。闇色のゼツボウだ。それがいつだって、私たちが体験したことを隠していた。自分自身で、心に蓋ふたをしている、とわかっている。わかったところで、どうしようもないのだけれど。










【穂積歌南】同日／きっとそれと同じ時間




　まどろんでいた。夢の中だ。

　休日だけれど、朝早くに姉の花音のことを送り出して、私はソファにもたれて居眠りしてしまっている。

　まぶしいほどの陽差しが、急になくなった気がした。パラパラ、パラパラ、雨が窓を叩く音が聞こえた。そんなことを、夢の中なのに感じている。

　真っ白でキレイな肌、純白のヴェールをたなびかせた神様が、頭のすぐ側に立っている気がした。顔は見えない。目を閉じて寝ているのだから、見えるはずがない。真っ黒い影のような神様は、私に囁いてくる。

《今、あなたのお姉さんは、どこにいるのかしら。どこかの密室で、ふたりきりで、誰かとこっそり会っているのかも。どうしているか知りたくない？》

　耳打ちしてくる吐息が、頰にまでかかってきた。夢見ているだけなのに、実際にそんな感触がある。ものすごく不思議だ。見えないはずの顔、真っ暗な神様の表情は、楽しそうな笑顔、という確信さえある。

《そういうの、ものすごく楽しそう！　お互いがもっと仲良くなって、特別な想いが生まれたら、もっと面白いと思う》

　本当に、神様の言葉なのだろうか。吐息に混ざっているのは、甘いワインの香りのような気がした。エルズーリー・フレイダ。そんな名前が、頭の中に思い浮かぶ。

　知らないはずの名前を知っているということは、きっと私は、この神様が主催したゲームに参加したことがあるに違いない。私と、それから花音も。ふたりで、大切なものを賭けたゲームに参加した。

　もうひとつ。どうしてか、わかってしまったことがある。たぶん、エルズーリー・フレイダにとっては、このキレイな女神にとっては、「嫉しつ妬と」という感情が、ワインのように甘く感じられるのだろう。

　私のココロの中にも、同じようなものが期待されている。そんな気がした。

























【穂積花音】７月16日／放課後の図書室




　問題なのは、教会だ。ブードゥー・ゲームが、この街で開始されたのは、なにかの理由があってのことだと思う。

　教会での礼拝が「問い」だとしたら、「答え」はなんだろうか？

　ヨット部の来ノ宮先輩は、見かけは生きて歩いて、普通に学校でも生活しているように見える。だけれども、どこかおかしい。絢ちゃんや湖春さんたちと一緒に、先輩と話していても、奇妙だと感じてしまう。

　キレイに巻かれた頭の包帯は、未だ取れない。ケガは治っていない。同時にそれ以上の悪化も、していないように見えた。小さな羽虫の音は、私たち４人にしか、聞こえていないのだから、こちらが幻聴なのだと言われてしまえば、否定する材料がない。

　もしも、私たちの住む街で「生ける屍ゾンビのゲーム」が行われているとしたら、特別な４人、ということになるのだろうか。つまり、私と歌南、海くんと翼紗くん。

　放課後、私たちは図書室に来て調べ物をしている。もう既にゲームが開始されて、巻きこまれてしまっているのなら、正体を突きとめなければいけない、と思うからだ。正しい「解答」を手に入れる必要がある。




　私は背の高い書棚の間に立って、「ブードゥー教」関連の本を探す。１冊を手にとって眺めていた。

　夕方になって、影は斜めに傾き始めている。灰色の影が足もとに伸びてきて、ページに落としていた視線の隅っこに入ってきた。誰だろう、と睫まつ毛げを持ち上げる。みんな散り散りになっていたけれど、その静かな足音は、たぶん翼紗くん。

「なにか見つかった？」

　当たっていた。翼紗くんの声だ。私の隣まで歩いてきて、手を伸ばして、別の１冊を書架から抜き出した。そのままページを捲めくりだす。私は、無言で首を左右に振った。歌南に海くんとの関係をたずねられてから、どうも気軽に声が出せない。

　海くんと翼紗くんのことを、ハッキリ男の子として、体つきや心のあり方まで違うのだと、意識してしまっている。そんな自分自身が、なんだか気恥ずかしくてしかたない。

「これは、目先のブードゥー・ゲームの件とは、まるで関係ないことなんだけど」

　翼紗くんが話し出した。まるで、ひとりごとをしゃべるような、誰かに向けてのものじゃないような静かな声で。視線は、目の前の本から動かしていない。

「いや、多少は関係あるのかも。今は、まだわからない。ひとつ変な質問していい？」

「な、なに……？」

「もしかして、海のことが好きなのか？」

　ストレートな質問だった。あまりにも普通に、しかも本当に冷静そのものの声で聞かれてしまったから、一瞬、どういうことを質問されたのかわからなかった。遅れて私のほうに感情がやって来て、耳たぶが熱くなってしまう。どきり、と心臓が跳ねた。

　答えられない。私はなにも言えずに、上目づかいで翼紗くんを見ていることしかできなかった。まばたきしても、その横顔はまったく変わらない。手に持った書籍の文字を、ただ静かに追っているように見える。

　翼紗くんは、私の心を読んでいるように、勝手に話を進めてしまう。

「あいつの傷は深いよ。触るなら、本当に強い覚悟をしないといけない」

「──知ってる」

　うなずく。その質問には答えられた。海くんとの会話を思い出した。

　そう、海くんも、私たちと同じ。深いゼツボウを体験している。最も親しい人の命が、目の前でゆっくりと消えていく、真っ黒で残酷な記憶を抱えているはず。そこでひとつのことに、気づいてしまった。

「だけど翼紗くんは？　翼紗くんだって、私たちと同じなんだよね？　前に、ヨット部の倉庫の上で話してくれた。逃げたくても、覚悟とかできてなくても、このゲームの参加条件がトラウマなんだとしたら──」

「そうかも、だ」と、翼紗くんは答える。だけど視線は動かさない。「自業自得、なんて言ったのは噓だよ。納得できてない。なんとなく、ブードゥー・ゲームの条件がわかる。花音さんだって、納得できてないんじゃないの？　大切な家族が、今も生きていてくれたら、って思っている。目の前にあった、現実を拒んだ」

「そういうの……誰でも、思うことなんじゃないのかな……」

「かもね。偶然のきっかけがなければ、こんな奇妙なゲームも再開されなかったはずだ。あの人、『永遠のブライド』が言っていたとおり。『朽ちた手紙』が浜辺に流れ着いた、そこから始まってしまった、と予想するしかない」

　翼紗くんが、ようやく顔をあげた。私のほうに手にしていた本を差し出してくる。

　私は受け取って、開かれたままだったページに目を落とす。かなり古そうな、ブードゥー関連の書籍。モノクロだけれど、いろいろな写真が掲載されていた。どこかの外国、南の島で撮影されたものだ。

「これ……タトゥー？　人間の肌を撮影したもの？」

「たぶんね。コレクションみたいなもの、だと思う。文化人類学の専門書に、そんなふうに言ったら失礼かもしれないけど。だけどそれ、見覚えのある形とか模様、けっこうあるよね。海が、ウィッチクラフト・ショップで買ったシールの模様もある。『類感』と『模倣』、金枝篇へんに書かれていた解説とも一致する」

「これのこと？」私は、翼紗くんが言っている部分を読みあげた。「このページ……『呪じゆ術じゆつ模様は、神のサインの模倣である。サインは性質を表している。同じサインが描かれているものは、同じサインへと導かれていく。南洋の現地人が言うこの性質とは、喩たとえるなら磁力のようなものだ』だって。なんだか、わかるような、わからないような説明だね」

「それはそうだ。書いた学者だって、真相を理解したかどうかわからない。僕の考えを言わせてもらえば、人間の理解を拒むから神様であり、呪術なんじゃないのかな。完全に理解できるなら、奇妙さや恐さなんて感じるはずがない」

　翼紗くんは話しながら、次の本を棚から抜き出して、ページをぱらぱら捲っている。

「こっちは、もっと私的な……小説かな。だけど面白い。はっきりと、ブードゥー・ゲームのことが書かれてる。訳者がたまたま、『ゲーム』と訳したのかもしれないけど」

「小説なのに？　作者って誰？」

「誰かの手記、なのかな。前書きがある。幻想小説だって書かれているけど、元の作者は不明。成立年代は、約１５０年から２００年前だってさ。これも偶然かな。年代まで、僕らの夢と一致した」

「読ませてもらっていい？」

　私が聞くと、翼紗くんはうなずく。さっきの書籍と交換する。翼紗くんのほうは、もう１度、専門書のほうに目を通し始めた。

　小説はハードカバーの単行本で、タイトルは短く、ただの『手紙』。地味な茶色。隅のほうに印刷されているのは、聞いたことのない出版社名だった。もしかしたら自費出版なのかも、と思う。最後のページ、奥付を見てみたら、出版年は６年前。

　ドキリとした。最初のウィッチクラフト・ショップとの遭遇と、同じ年度だ。

　私は無言で、斜め読みに内容を確認していった。どこかに、ヒントみたいなものが書かれているかも、と期待している。といっても、小説に解答が隠されているなんて、偶然にしてもあり得ない、とも半分以上は思っていた。

　小説に書かれているのは、少女に告白する少年の話だ。「ブードゥー・ゲーム」での失敗によって「生ける屍ゾンビ」にされてしまった。少女は死んだはずの少年に、助けてくれ、と懇願される。「生ける屍ゾンビ」とは、神様の奴隷らしい。解放されるまでは、絶対に死ぬことはないけれど、永遠のトラウマ、心の苦痛に苛さいなまされる。

　解放するための手段は、ゲームの再開。呪文を正確に唱えること。１回のチャレンジで成功することは難しい。だけど、呪文が書かれた「手紙」を手に入れることができれば、成功率は格段に上がる。タイトルになっているのは、きっとこの「手紙」のことなのだろう。

　もしかしてこれは、本当にあったことなのだろうか？

　私は、どうしてか疑問に思ってしまっていた。日記小説かもしれない。実際にあったことを、そのままに書いた。まさか、だけど──そういう想像をしてしまって、無意識にぶるぶると首を振っていた。

　左右で結った髪の毛も、リボンも強く揺れた。私の動揺に気づいたのか、翼紗くんがこっちを振り向く。たずねてくる。

「もう読んだの？　ねえ、その本に書いてあること。ブードゥー・ゲームで、なんで女の子のほうは、新しいゲームを受けたんだ？　失敗したら今度は自分が『生ける屍ゾンビ』にされる。恐くて、危険だ、ってわかっていたはずなのに」

「恋人、だったから……その彼を、永遠の地獄から助けてあげたくて、かな？」

「だけどそれだと、どっちかしか助からない。命のゼロサム・ゲームだ。恋人がゾンビとして囚とらわれるか、自分が身代わりになるか。それって幸せなの？　解放されたとして、それって幸福だって言えるのか？」

　翼紗くんが、いつの間にか一歩、私のすぐ側に足を踏み出している。冷たい口調での質問が、耳たぶに近くて、どう答えていいのかわからない。

　そっと見上げてみると、メガネのレンズ越しに、翼紗くんの瞳ひとみが見えた。いつも感情を揺らさない翼紗くんのはずなのに、今は違う気がする。声はずっと冷静なまま。それなのに表情が厳しい。私に、質問の「正しい解答」を求めているのかも、と思う。どうして私にたずねているのか、理由がわからない。

　私はきっと、翼紗くんから見たら頭の回らないほうだ。歌南のほうが賢い、だいたいのところ、みんながそう思っていると思う。

　考えがまとまらなくて、言葉にならなかった。答えられない。

　返答に困っているところで、足音が聞こえた。またひとりの影が、わたしたちの足もとに伸びる。海くんだ。私たちのほうを見て、眉まゆをひそめた。

「翼紗、なにやってるんだよ」

「なにって？　ちょっと聞いてるだけ。気になったことがあったから」

　だけど、その顔が少し近かった。もう少し翼紗くんが屈かがんだら、私の耳たぶに触れてしまいそう。

「花音に、変なことするな。脅してるわけじゃないとは、思うけどさ」

「変なことって、どんな？」

　まるで挑発するように聞き返す、翼紗くん。私は困ってしまう。耳たぶが熱い。

　なんだか険悪な雰囲気になってしまっている。その理由は、もしかしたら、海くんは私のことを守ってくれようとしているのかもしれなくて、そうだったら嬉うれしい、と思う。だけれども、親友の翼紗くんと海くんがケンカするようだと、それは困る。

　もうひとつ、想像してしまったことがあって、私はドキドキする胸もとを押さえて、上目づかいに海くんのほうをのぞきこんだ。

「ブードゥー・ゲームだ。翼紗、俺はそこから逃げ出す必要がある、と思ってる。最悪のときには、花音たちだけは逃がす。そういうことで納得しているはずだろう。もし、お前がそれとは別の考えを持っているんなら──」

「なんだ、そういう心配か」

　翼紗くんが、肩をすくめた。私から素早く離れて、海くんのほうに歩いていく。

「異論はないよ」と、擦り抜けざまに、海くんの肩を叩たたいた。「海が、しっかりしてくれているなら、別にいい。だけど海、にぶすぎるのはどうかと思う。エルズーリーがどんな神様なのかを考えれば、罠わながどこに仕掛けられているのか、想像つきそうなものだろ」

「罠って、なんだよ。翼紗、ハッキリ言えって」

「イヤだ。自分で考えてくれ」

　翼紗くんは、振り返りもしないで立ち去ってしまう。本棚の列を抜けていくときに、ネクタイが揺れて見えるほど、早足だった。

　ほとんど入れ替わりに、歌南が陰から歩いてくる。こちらもテキパキと歩いて、私の腕をとって、いつもみたいに絡めてきた。ギュッと握って、「早く帰ろう」と、つぶやくように囁ささやく。

「そ……そうだね」私はうなずいて、睫毛をしばたたかせた。

　どうにか気持ちを落ち着けて、海くんを見上げる。まだ胸の鼓動が速くて、困惑の余韻が残っていて、おずおずしてしまっていると思う。それこそ、変な感じに見えていなければいいけど、としか考えられなかった。

「ごめん。俺、なんか、おかしい雰囲気にしちゃった。こんなつもりじゃなくて。なんだろう、本当に、どうしたいのか自分でもよくわからなかった」

「いいから」と、歌南が言う。まるで私の気持ちを代弁してくれるように。「翼紗くんのこと、追いかけていったら？　友だちなら、気になること、早めにかたしておいたほうがいいと思う」

「そうだな。ありがと、歌南。花音も、本当にごめん。また後で！」

　海くんは、ようやく笑顔に戻った。いたずらして、叱しかられてしまった子どものような微笑だ。そういう無邪気さが、海くんらしくていいと思う。全力で走って、追いかけていく後ろ姿を見送ることができて、私はホッとした。

　いつでも力強くて、まっすぐで、間違っても迷いがない。そこがうらやましい。

　同時に、歌南にも助けられた、と感謝する。しっかりと腕を組んでいるから、歌南のやわらかショートの髪の毛が、揺れて私の頰に触れてきた。ほわっとして、安心できる。気持ちだって、代わりにしっかりと伝えてくれた。

「花音のいいところって、そこなんだけど」と、歌南がまた囁いてきた。少しだけ、小首を傾げるようにして、まじまじと見つめてくる。

「こういうの、たぶん、花音が曖あい昧まいな態度とってるのが悪いんだからね。どっちかのことが好きなら、それをハッキリさせて。じゃないと、結局は全員が不幸になると思う。翼紗くんが言ってたこと。神様エルズーリーの性質って、そういうものなんだと私も思う」

「だ、だけど……」

　私は、迷っている。自分の気持ちが、そもそもわかっていない。６年前の出会いから、ずっと海くんのことが気になっていた。だけれども、それが名前を付けられる感情なのか、みんなが普通に、こっそり内緒話しているような想いなのか、ハッキリ言い切ることはできない、と思ってしまう。

　少し考えるだけで耳たぶが熱くなって、気恥ずかしくて思考が中断されてしまう。

「じゃあ歌南は、私が海くんのことが好きだ、って言ったらどうするの？」

「そんなの、花音の態度が決まってからじゃないと、わからない。でもそうね。例えばゲームで決着つければいいかな、とか思いそう」

　クスクスと、笑われてしまった。歌南こそ、まるで他人事のように話す。

　それでも普段は見ないような笑顔になったのだから、歌南だって意識しているのかも。だけど、それこそどっちを？　と考えてしまう。海くんのことだろうか。翼紗くんの気持ちを考えたのだろうか。

　とっさに私たちの間に入ってくれて、おかしな雰囲気を直してくれた。優しくて頼りになる歌南だけれど、いつも一緒にいる双子の姉妹で、きっと１番親しい存在なのに、わからないことがあるのが不思議だった。










【穂積花音】ある土曜日の浜辺




　真っ白な浜辺が広がっている。土曜日の午後。

　授業は午前中だけで、部活に入っていない私たちはもちろん、海くんはヨット部の練習を休んできた。波打ち際に立つ海くん、その隣には翼紗くんもいる。

　足を踏み出すたびに、サクサクと濡れた砂の音。少し離れた岩場はコンクリートで整備されていて、細長い桟橋が架かっていた。１艘そうの中型ヨットが繫けい留りゆうされている。「メインセイル１本、スループと呼ばれるクルーザーだよ」と、海くんは説明してくれた。

　もちろん、そんな説明では、私にも歌南にも、まるでわからない。海くんはそれでもいい、と平然な顔をしていた。「見ればわかるしさ」と、いつもの笑顔だ。柔らかそうな、猫っ毛が潮風に揺れている。

　それはそうだ、と私は思うから、うなずくだけ。歌南も、小首を傾げるようにして、私と一緒に隣を歩いている。言葉で言われても、複雑な船の構造なんてわかるはずがない。実際に見てみるのが早いし、今まさに、目の前に現物がゆるやかに上下して、青い海の波間に浮いていた。

　たしかに、１本のマストが高く立っている。２枚の三角帆が前後について、ヨット全体としては二等辺三角形のような外観だった。この高価そうな船の持ち主は、来ノ宮先輩。16歳になってすぐバイクも買ってもらったらしい。親が金持ち、という噂だ。

　湖春さんも楽しそうに、そんな話をしていたので、それにこうして船室のついたヨットまで借りてきたのだから、ハッキリの事実なのだろう。

「あんまり、気が進まないな」

　翼紗くんがつぶやく。メガネの位置を神経質そうに直して、眉をひそめている。

「来ノ宮先輩は『生ける屍ゾンビ』である可能性が高い。たぶん、ブードゥー・ゲームに負けたんだ。だからバイク事故でも死なない。腐りもしないけど、ケガも治らない。違う？」

「まだ、包帯してるな」海くんが、そっと指をさした。「だけどさ、このヨット遊びへの誘いは、調べるならこれ以上ない好都合だ、とも言えるだろ。翼紗、お前、これから一生、ゆっくりゼツボウの夢を見続けていける自信ある？　俺にはない。全部をスッキリさせて、俺が本当にはどんな『選択』をしたのか、事故のときの記憶を取り戻したい」

　一瞬、翼紗くんの瞳に迷いが見えた。私たちのほうを振り返って、こっちへ、と言いたそうに小さく手のひらを動かす。このどこか偉そうな上から目線というのは、しかたないとは思いつつ、少しは文句も言ってみたくある。

「穂積さんたちはどう？　本当に確かめたいと思ってる？」

「うん……たぶん」私はうなずいた。「海くんの言うとおりだと思う。ゼツボウの夢で、私たちのココロって、少しずつ黒く燻くすぶって、灰になって死んでいく気がしちゃってる。私たちが『過去のゲーム』でどんな選択をしたんだとしても、思い出さないと、って思う」

「私も、花音と同じ。こういうのって全部、偶然だとは思えないし。エルズーリーとか、バロン・サムディとかいう神様たちが、どうしてももう１回ゲームをやりたい、っていうんなら、どっちみちいつか乗らされるんだと思う」

「避けられない運命、ってことか。イヤな感じだ」

　翼紗くんは溜ため息をついた。メガネのフレームと頰に手のひらを触れさせて、考えこむ表情。それから、結局はうなずいた。

「いいよ。乗せられてみよう。そういえば、『乗り手』だとか『乗られ手』だとかいう言葉も聞いたな。神様が僕らを『乗られ手』にしたがっている。そうだっていうなら、ひっくり返してやりたい、って逆に思う」

「神様とゲームするのか。すごい考え方だ。だけど俺も、そういうのいいと思う。次があるなら、絶対、勝とう。ルールの３番目も思い出した」

「ルールその３」と、歌南がつぶやいた。「ゲームの勝利者は、なんでも自由な権利を手にすることができる。お金でも、物でも、なんでもいい」

「なるほど。こんな嫌なゲームを仕組んだ神様からなら、引き出せる最大限、奪ってやりたい、って思うね」

　翼紗くんの目が細められた。結局のところ、もしかしたら、１番にやる気になっているのかもしれない。そんなふうにも見えてしまう。

「そろそろ出航するぞ！」と、ヨットの上から、来ノ宮先輩が声をかけてきた。「片瀬、それから伊東も。手伝ってくれ。女の子たちは、そのままでいいけど。これだけの大きさのヨットだと、手助けは必要だ」

「そりゃあそうか。悪いけど、翼紗、先輩の言うとおりだ。手伝って。簡単なことだけは教えるから」

　海くんが先を行って、翼紗くんがついていく。

　私たちには、湖春さんが手を振ってくれた。「こっち、こっち」と、船室のほうを指さしている。

　木の桟橋の上を小走りに駆けていくと、海からの風が髪の毛を揺らしてきた。まぶしさと風の両方に、自然と目を細める。海くんたちは先に狭い甲板に上がっていて、いくつかのロープを引っぱっていた。きっと、帆の位置を調整しているのだろう。

　最後に着いた私と歌南は、揺れるヨットとの間に渡してある板を、おっかなびっくり渡る。最後のところでは、湖春さんが手を引っぱってくれた。引き上げて、ぐるりとマストの横を回って、船室の入り口まで案内してくれる。

「見て、すごいでしょ？　狭いは狭いけど、内装とかけっこう豪華なんだよ」

　湖春さんは、機嫌良さそうだった。どこか無表情になってしまった先輩のことを、ずっと心配していたはず。きっと彼のほうから、久しぶりの「大きな遊び」に誘ってもらえたことを、素直に喜んでいるのだと思う。

　そうだ、と私は思い直した。自分たちの夢の件は、重要だ。だけどそれだけじゃなくて、湖春さんのことも助けてあげたい。ブードゥー・ゲームが、やり直しのきく、再プレイできるものだとしたら──。

　どうなる？　どう変わると思う？　頭の奥で、自分自身の質問が、こだまする。

　ゼロサム・ゲームだ、と誰かが言っていた。翼紗くんの言葉だっただろうか。引き替えになるものが必要なのかも。仮にそうだとしたら、マイナスにプラス、プラスにマイナス、さらにその次、次の次、いつまで経ってもきりがない、ということになる。

「座って、花音ちゃん、歌南ちゃん」と、呼びかけられた。湖春さんが、冷蔵庫からジュースのボトルを取りだしてくる。

「外、暑かったでしょ。いろいろ買っておいたんだ。紙コップもあるから」

「ありがとう。ねえ、湖春ちゃん。来ノ宮先輩って、こういう大きなヨットも操船できるの？　ええっと、ほら、なんか免許とか必要なのかな、って」

「うん。簡単な船舶免許は取ってるって言ってた。だけど、この船は、そういうのいらないんだよ」湖春さんは、クスクスと笑う。「ヨットって、風の力だけだから。自動車とかと違うみたい」

「そう言われてみると、そうだよね。海くんだって持ってないけど、ヨットやってるんだから、いらないのかな……」

「そうそう。ねえ、花音ちゃんたちって、どっちがどっちと、つきあってるの？」

「えっ、も、もしかして、う、海くんと翼紗くんのこと？」

　できるだけ自然に答えようとして、舌を嚙かみそうになってしまった。平然としていられたか、わからない。耳たぶが熱くなる。湖春さんが首を傾げるようにしながら、ペットボトルを差し出してきた。

　私は、壁際の長椅子に腰をおろして、紙コップを手に取る。どうにかドキドキをしずめようと思う。歌南が、私の隣にぴったりとくっついて座ってきた。

「からかわれると、答えられなくなっちゃう」と、代わりに答えてくれる。「まだ全然、そんなの言葉にしたことないから。ただ４人で遊んでるだけ」

「ええ、そうなんだ？　でも脈ありとか、そんな感じだよね。見ててわかる」

「────」

　私は、やっぱりなにも言えない。そうこうしているうちに、海くんと翼紗くんも戻ってきた。小さな甲板から段差を降りて、船室に入ってくる。海くんは気持ちよさそうな顔で、頭を振って、髪の先端についていた水滴を跳ね飛ばした。

　それがかかったから、というわけでもなく、翼紗くんのほうは少し不機嫌そう。

「まったく、ああいう力仕事は、海たちだけでやればいいのに」

「でも翼紗、もし航空系の大学に進むなら、体力だって必要なんじゃないの？」

「パイロット目指すならね。そこまでは考えてない。今のところ設計とか技術系が目標だから、たぶんいらない。もっとも、全然興味ないわけじゃないけど」

「ヨットのお世話は、もういいの？」

　私が聞いてみると、海くんが声に出して笑った。楽しそうな笑顔になる。

「お世話っていいな。そう、ヨットは生き物みたいな感じだから、そう言っても合ってると思う。だけど取りあえず今は機嫌良くて、絶好調で、先輩だけで大丈夫みたいだ。暴れるようなら、手伝いに呼ぶって言われた」

　ほんのわずかな上下の揺れ。歌南が窓の外を見ていたから、つられて、私も眺めてみる。

　青い水面を、波を切って進んでいた。目的地は、それほど遠くない小島だ。

「あの、海くん……」できるだけ意識しないように、その名前を呼ぶ。さっきの今だから、ちょっぴり気恥ずかしくて、まともに顔が見られない。

「向かい風だけど、それでもいいの？」

「見ての通り。きちんと進んでる。むしろヨットは、１００％の追い風だと困るんだ。それこそ帆が暴れる。今みたいにクローズホールド……ええっと、斜め前からの風だと、わりといい。ウインドアビーム、真横からの風だと、もっと速いよ」

「飛行機と原理が一緒なんだ」と、翼紗くんも解説を交えてくる。「風をはらんだ帆の形を、横から見ればわかる。飛行機は上下を、ヨットは左右を通過する空気。その速度差が、推進力に変わって進む」

「もしかして、そういう原理みたいなのが同じだから、海くんと翼紗くんって、ずっと一緒で仲いいの？」

　冗談めかして聞いてみると、海くんが笑った。「そうかも」と、子どもっぽく目を細めた笑顔になっている。

　翼紗くんのほうは、軽く肩をすくめただけだった。

　私たち６人が乗ったヨットが目的の小島に着くまで、それほど時間はかからなかった。










【穂積花音】たぶん、始まりの小島




　ひとまわりしても30分かからないような、小さな島だ。

　全体としては岩場で、内側に、まるで私たちを招き入れてくれる場所のように、砂浜を抱えた湾があった。半ば閉ざされた浅瀬なので、波がほとんどない。海くんは先輩に呼ばれて、ヨットの帆を引っぱるのを手伝わされていた。

「ゆっくり、乗り上げるからな！　落ちないように気をつけて」

　手すりに両手をかけて、私は身を乗り出している。透明なさざ波の中を小さな魚が泳いでいくのを見ていたところで、海くんの声に慌てて振り向いた。

「大丈夫、私が気をつけてるから」なんて、歌南に言われてしまった。たしかに、歌南は私と手すりと、両方を摑つかまえている。だけど本当に座礁とかしてしまったら、ふたりとも転んでしまうだろう。

「ゆっくりだ、ゆっくり。静かに進めるぞ。よし、そのまま」

　今度は先輩の声で、ヨットの舳へ先さき、その船底が砂地に緩やかに潜っていく。

　止まるか止まらないかだった速度が、そこで、がくんと落ちた。深さは、見た目ではわからない。船底が作り出す波紋と、巻き上げられた海底の砂が、さらさらと流れていく様子は見えた。

　近くにいた魚たちも、あっという間に尾ビレを揺らめかせて、いなくなる。午後の陽差しが海面に反射して、燦きらめいてキレイだ。だけども、まぶしい。じっと見ていることはできなかったから、私は顔を上げた。思わず、溜め息までついてしまう。

　海くんが脇を擦り抜けていった。ダ、ダンッと足音。目をまるくしている私の側を通過して、飛びこむ。

　水しぶきが顔までかかっても、全然、気にしていないようだった。

　バシャバシャと歩いていく海くんの、太ふと腿もものあたりまでしか海水が来ていない。かなりの浅瀬だ。１歩ずつ踏み出すたびに、波紋が静かに広がって、船体にぶつかって、また戻っていく。

　思わず見とれてしまう光景だった。海くんは濡れた前髪をかきあげて、私たちのほうを見上げる。本当に楽しそうな笑顔。軽く手を振って、それから、私と歌南じゃなくて、もっと背後に向けて叫んだ。

「先輩、ロープ。翼紗も手伝って！」

　浜辺の木に、ヨットを固定するのだろう。翼紗くんも、意外なくらい素直に、ただ、海くんよりは静かな方法で降りる。いったんタラップのところに腰を下ろして、できるだけ水面近くになるように足を伸ばしてから、飛び降りた。

　それでも、やっぱり制服が濡れてしまう。ズボンは多分ずぶ濡れだし、シャツにもしぶきがかかって、わずかに眉をひそめた。

「もっと向こうまで行くだろうから、それまで待ってたほうがいいよ」と、翼紗くんも見上げてくる。

「あ、でも……手伝わなくてもいいの？」

「制服、汚しちゃうよ。濡れてもまあ、この暑さじゃすぐに乾くだろうけど」

　言われたことがわかる。思わず赤くなってしまった。学校から直接遊びに来なければ、着替えてくることもできたな、と今さら思う。だけれど、こんな遊びに出てくるなんて、お母さんに見つかったら説明ができない。

　ある意味では、私たちはみんな、こっそりと遊びに出かけてきていた。

　秘密の場所だ。誰にも言ってはいけない、魔法が流れ着いたかもしれない入り江だった。




　靴とソックスはヨットに残して、私たちは素足で、真っ白な浜辺を歩く。

　足跡がさくさくと後ろに残っていて、振り返ると綺き麗れいに見えた。

　チェック模様のスカートの裾は濡れてしまったけれど、翼紗くんの言うとおり。７月の陽差しで、もう半分くらいは乾いてきている。潮風は、まだ海から私たちのほうへ、浜辺へと吹いている。

　だんだんと弱くなってきている。運ばれてくる潮の香りと、微風が髪の毛を揺らして、頰をくすぐってくるのが心地良く感じられた。

「なに？　花音、その人形持ってきたの？」と、歌南が聞いてきた。

「うん。なんだか、お守りみたいなものが欲しくって」

　私は、手首にミサンガみたいに巻いたバンドと、そこに結びつけた小さな可愛いブードゥー人形を持ち上げてみせた。

　歌南は同意しなかったけれど、つんつんと指先で人形をつつく。

「結局、向こうとは別行動、ってことで良かったのかな」

　海くんが、周囲を見回しながら言った。自分が言っているのが、先輩と湖春さんをふたりきりにして、という意味だとわかっていて、だから耳もとが赤く染まっている。

　私たちは、今は４人だ。海くんと翼紗くん、それに私たち。合計８つの足跡が、長く長く続いている。目に見える範囲には、他の人はいなかった。翼紗くんが、まぶしそうに空を見上げてから、質問に答える。

「あくまでも目的は、僕らの夢の原因探しだ。ゼツボウの夢を、どこかで断ち切りたい。海、お前たちが教会で見た図柄というのが、この場所を示していたんだろう？　そういう海図だったんだろう？」

「たぶん、だけど。あの魔法の店、ウィッチクラフト・ショップを探した時と、ほとんど同じだ。俺たちの住んでる街、海岸線の形、それから、いくつかの小島。並びは歪ゆがんでいたけど、きっと──」

「単位時間あたりの距離が、合ってた？」

「間違いない。十字架模様、標しるしの付けられていた場所が、この場所だ」

　腕時計を見ながら、海くんはキッパリとうなずく。

「もし、それで見つかったとして……」

　暑そうに額に手をあてた歌南が、目を細めながら、みんなにたずねた。

　ふんわりショートの髪の毛が、潮風に揺らされる。だんだんと風が不安定になってきて、海と陸の間を行ったり来たりしているように思えた。渦を巻いて、ばたばたと胸もとのリボンタイを揺さぶってくる。

　私たちのほうを振り返ったふたり、海くんと翼紗くんのネクタイも左右に揺れ動く。

　まるで、ココロの不安を表しているような、狂った柱時計の錘おもりのようだ。

「解決の方法が、『手紙』に書いてあると思う？」

「瓶詰めの手紙。俺はそれを、最初の夢からずっと見続けている。花音が同じ夢を見ているって言って、ちょっと確信したんだ。読まなければダメだ、と思う。そこに書かれていることは、解決のヒントだ。きっと、心の中に刻まれた絶望の標を消すための」

「僕も同じ意見だ」翼紗くんも言う。「入手しなければ、どっちも解決しない。少なくとも神様はそう言っている気がする。『朽ちた手紙』が本当にあるとしたら、なにかが書かれているとしたら、トラウマを納得できる、そんな材料にはなるんじゃないかな」

「言葉自体が矛盾してるしさ。朽ちた手紙が、まだキッチリあったとしたら、歩く『生ける屍ゾンビ』の矛盾だって、どうにかできるのかもしれない」

「来ノ宮先輩が『生ける屍ゾンビ』だって、海くんたちはまだ信じてる？」

　私がたずねると、海くんも翼紗くんも、ほとんど同時にうなずいた。

「一緒にヨットを操ってみて、その疑いは深まった。ロープを使ってるとさ、手袋していても痛い。だけど──」

「悪いとは思ったけど、ちょっと僕が、はずされてた手袋を落としてみた。で、海がわざと失敗して船を不安定にした。あの先輩、平気な顔でロープを操ったまま、手袋は後回しにしてたよ。指を擦りむいても、まるで出血しなかった」

「信じられないとは思うけど。進行している、のかも。『生ける屍ゾンビ』化は、きっと静かに進む。周囲の人が、そうだと『気づけない』だけで。だから臭いとか、まわりを飛ぶハエの羽音とか、わずかな感覚的な部分だけが……」

「頭で考えてるとか、意識とか、そういう理性的なものの、ほんの少しの外側で感じられるのかも、っていうこと？」

　歌南が静かに言って、その場にしゃがんだ。私もスカートの裾を押さえながら、隣に屈んでみる。

　指先で触れていた。ガラスの小瓶だ。ものすごく古びて見える。

「ちょっと待って」と海くんが、拾おうとする私の手を止めた。「ハンカチを使ったほうがいい。黒い部分は、きっとタールだ。油分で、防水してあるんだと思う」

　ガラス瓶の口を封じてあるコルクの栓。その上に、べっとりと黒いものがこびりついていた。私の指先にもほんの少しついてしまって、どうしても気になる。心の奥、ゼツボウの色に似ているからかもしれない。

「ちょっと、洗ってくるね。ありがとう、海くん」

　私は慌てて、少し戻って波打ち際まで歩く。ざざん、と鳴って寄ってくる波間に、指先をひたした。冷たくて気持ちいい。乾燥した古いタールは、パキパキ小さく割れながら落ちていく。嫌な感覚も、黒色と一緒に流してくれる、そんなふうに思えた。

「かなり古いな」と、風に乗って、翼紗くんたちの声が聞こえてくる。

「これって、夢の中に出てきた瓶とそっくり同じだ。だとしたら、中の手紙が『朽ちた手紙』ってことになる。でも、まだ完全に残ってる。中身を見てみたい。開けてみていいか？」

「待った。ものすごく古いものが、密閉されていたから保存されていた。いきなり開けると、崩れる可能性が──」

「それはないから、開けていい。だけど中の『手紙』は、こっちにくれないか？」

　来ノ宮先輩だった。私はいきなりその力強い腕に摑まえられて、引っぱられていた。海くんたちの前に、立たされてしまう。喉のど元もとに突きつけられているのがなんなのか、一瞬、わからなかった。

「やめろ、やめてくれ、来ノ宮先輩」と、海くんが声を出して、初めて理解できる。「どうして、ナイフなんて出した？　そんなことしたら犯罪だ」

　果物の皮をむく用途のような、小さなナイフだったけれど、自分の喉元に突きつけられていては、大きさなんて関係なかった。恐怖に身がすくんでしまう。海くんの視線が、ものすごく険しかった。

「罪なら、もう遅いから。犯さないように注意しても、もう遅い。ダメなんだ」

　先輩はゆっくりとしゃべる。表情にも、舌の上にも、感情がなかった。すっかり、おかしくなってしまっている。まっすぐに前を向いていない。顔が斜めに傾いて、眼球の片方は海くんたちを、もう一方は、私のことを見おろしている。

　だから逆に、どうしようもない、と絶望してしまう。ナイフの先端が、皮膚の上に触れている。私の腕を摑まえている腕の力は、本当に圧倒的だった。痛みを感じない、本当の意味では生きていない。そういう人から、どうやって逃げたらいいのだろう？

「瓶詰めの『朽ちた手紙』、それは時間を超えた手紙だ。ウィッチクラフトって言っただろう？　強い強い神様の魔法がかかっているから、名前と矛盾してるが、絶対に崩れない。呪のろいが解けないかぎり、手紙でさえ『生ける屍ゾンビ』と一緒ってことなんだ。死ぬことも、壊れることもできない」

「いいか、先輩。花音のこと、ほんの少しでも傷つけてみろ」

　海くんが１歩、踏み出す気配を見せる。

「それがどんな種類の魔法か知らないけど、関係ない。逆に、どんなことしたって解けないようにしてやるからな。探し出して、その強い神様とだって取り引きして、あんたに償いをさせる」

「悪いけど、ウミ。本当に悪いと思うけど、そういうのが欲しいんだ。だからダメなんだ、と絶望してる」

「絶望はわかる。だけど離せ。ビンとかどうでもいいから、その手を離せ」

「なあ、わかるだろう。俺にあったはずの感情が、どんどん、どんどん抜け落ちて、こぼれていって、もうほとんど中に残ってない。きっと交渉だって、できない。したくたって絶望的にムリなんだ。わからない。お前の怒りがどんなふうなのか、痛いのか、熱いのか、苦いのか、酸っぱいのか、新鮮なのか、腐っているのか、区別も、想像することもできなくなってる」

　来ノ宮先輩の言っていることは、たぶん、本当なんだと思う。

　手のひらが冷たかった。陽が落ち始めている、夕方になって体温が下がっている。周りの温度に影響されてしまうほど、命というものが消えかけていた。だけど動いている。静かな声で、淡々としゃべっている。

　これが『生ける屍ゾンビ』だ。こうはなりたくない、と恐怖に震えてしまう。首筋に触れたナイフなんかよりも、ずっとずっと恐かった。

「これでいい？」

　歌南が、ハンカチでくるんだものを引っぱった。コルク栓が抜ける。ほとんど逆さまにしていたから、自然と中のものが落ちて、つまり『手紙』が滑って外に落ちた。

　風が吹く。けっこう強い風だった。飛ばされた茶色の手紙に、みんなの視線が一斉に集まった。だけど、それは先輩と海くん以外で、ふたりはにらみ合ったまま。バタバタと飛んでいく手紙にさえ、先輩は感情を持てないように見えた。

　翼紗くんが、かろうじて捕まえる。ジャンプして跳んで、手紙の隅っこを指に摑んで、引き戻した。

「なるほど……いろいろ、不思議だ。たしかに古いのに破れない。で、来ノ宮先輩、もしこれが飛んで行っちゃったら、どうするつもりだった？」

　冷静な声でたずねる。海くんの隣をそのまま通って、ゆっくりと私たちの前まで歩いてきた。

「まあ、それすらどうでもいい、って感じなのかな。時間は無限にあるわけだ。またどこかの海を漂って、ウィッチクラフトで戻ってくるのを待つ。『生ける屍ゾンビ』の立場なら、そういうことなんだろうな」

　指先に捕まえた手紙を持ったまま、溜め息をつく。ジャンプして取ったときの砂すな埃ぼこりを払うように、ズボンのベルトのあたりを両手ではたいた。来ノ宮先輩からの答えはない。ずっと無言で、海くんとにらみ合ったまま。

　翼紗くんは、まっすぐに腕を伸ばす。問題の『手紙』を差し出した。

　先輩が、傾けていた首を戻す。左右別々に動いていた眼球が、静かに正面に戻っていった。その光景は、かなり不気味なものだった。手紙に、ガチリと嚙みつく。翼紗くんは少しもたじろがない。

[image: ]

　だけれど、手紙は奪われてしまう。私の意識も、そこまでだった。ココロの中に染み入ってくる真っ黒い絶望と、震えてしまう恐怖に吞のみこまれる。きっと先輩の太い腕に抱え上げられた。

　最後に私が覚えているのは、激しく怒鳴る海くんの声。

　それから、手首の細紐ひもが切れた。バンドが切れて、小さな人形が落ちていく。

　夕暮れの砂浜の上に、かすかな窪くぼみを作った、そんな気がした。










【穂積花音】暗い波の上／夕方の18時05分




　波立つ海の色は、青黒く染まりつつあった。私自身の影も、徐々に長くなる。

　ヨットの甲板に、３人の影が伸びていた。もともと背の高い来ノ宮先輩だったけれど、太陽の側に立たれると、影のせいか余計に大きく見えた。

　笑顔の形に口は開いているけれど、やっぱり表情が感じられない。左右の目がおかしかった。死にかけた魚のようにも思える。力なく開いて、ほとんど横を向いていた。その向かい側に、私は立たされている。背後には湖春さんがいた。

　オモチャの手錠かもしれないけれど、私は両手を、しっかりと拘束されてしまっている。

　満ち潮だったけれど、ヨットを浜辺から押し出す先輩は、とても人とは思えない力だった。手のひらがズタズタ切り傷だらけになっても、まるで気にしていない。離岸したヨットは三角帆をふくらませて、ゆっくり小島から遠ざかりつつある。島の影が真っ黒く見えて、私は泣きたくなってしまう。海くんや翼紗くん、歌南が取り残されてしまった。

　いずれ捜索願いが出されて、救助してもらえる、という希望もある。私のほうは、全然わからない。これからどうなってしまうのだろう。船の上には、恐怖しかない。

　どうして連れてこられたのか。夢に出てきた『朽ちた手紙』だけでは足りないのだとしたら、『生ける屍ゾンビ』になってしまった先輩と、そのカノジョの湖春さんが、もっと別のことを行おうとしているとしたら、私の役割は、なに？

「ごめんね、カノンちゃん」湖春さんに、謝られてしまった。「本当にごめんね。でもこうしないと、『最初の事件』を再現して、奪われた寿命を取り戻さないと、失敗した『おまじない』の連鎖は切れないんだって」

「だ、だって、それ、どういうことなの？」

　聞かずにはいられない。私は首の付け根までゼツボウの波間に沈んでいるけれど、真相を知っておきたかった。

「それは『乗り手』に、聞くのが、いちばん、いいと思う」

　言葉を区切り区切り、ひとことひとこと、来ノ宮先輩がしゃべる。機械的に口を動かしているけれど、生きている人間の動きじゃないように思えた。長い舌が、時折だらりと垂れ下がる。

　それを戻さなければ、まともに話を続けられないのだろう。バイク事故のときにも、同じような光景を見た。

《バロン・サムディ。私の名前だ。自己紹介させてもらって、いいだろうか？》

　先輩が口に出す。だけれども、それは人間の言葉ではない。

　きっと言葉のとおりだ。神様が降りてきている。神様は「乗り手」、今の先輩は「乗られ手」ということなのだろう。半はん袖そでのシャツからのぞくタトゥーは、もうないはず。それなのに、まるでまだ印字されているように、赤黒く血を滲にじませていた。

　ハート形と十字架を組み合わせたような、嫉しつ妬と深い女神エルズーリーの標しるしだ。

《真相を知りたいのなら、語ろう。『乗られ手』であるこの屍し体たいが、どうやら、それを望んでいる。公正フエアなブードゥー・ゲームをしたい、と考えている。正しい手順で、正しい対価を掛け金として積む。そうしなければ、助からないと信じている。当然のことだが！　当然の規則だ！》

「じゃあ、話して」震える声だけれど、私は言う。しっかり顔をあげる。

　今は、この話を続けさせないと、と思う。絶望しているはずなのに、私だっておかしい。

《夢の話をしよう。昔の話をしよう。今から１５０年ほど前の昔話をしよう。裏切っていたんだよ。混血クレオールの男、愛されるべき花婿は、大いなる強き神、見目麗しき嫉妬深き女神、エルズーリー・フレイダと契約した。ふたりで『永遠に幸せになれる楽園』に行くために、エルズーリーと契約したのに、別の花嫁と結婚した！　愚かなことだ！》

　ああ、そうだったのか、と私はわかってしまった。

　その契約は、きっと間違いだ。花婿は、愛している花嫁と結婚したかった。だから、契約条件の魔法を、ふたりで逃げる「ウィッチクラフト」を手に入れた。なにかの対価を、代償を支払って。だけど、間違いだ。女神エルズーリーが契約したのは、その花婿と。永遠の愛を、神様自身に誓わせたに違いない。

　誓いの言葉が、誰に向けられていたものなのか、きっとそこのところを、花婿は勘違いしてしまったのだろう。

《そうだ！　まさにそれだ！　エルズーリー・フレイダは美しい。エルズーリー・フレイダは嫉妬深い。どうして自分の『持ち物』が、他人のものになることを許せるだろう？　だが、エルズーリーは直接には手をくださない。自分がどれだけ男を愛してやったのか、恋敵となった花嫁に、そっと教えてやっただけなのだ》

「でも、どうやって……そんなことを？　花婿が自分から告白したの？」

《ブードゥー・ゲーム。規則ルールで縛られた公正なゲームだよ。花婿の口から、花婿の言葉で、本当のことを告白させる機会を与えた。噓をつかない。罪はない。真実以外は告白できない罪状ゲームだったから、花婿は答えただけだ！　誰を愛しているのか？　誰と永遠の誓いを交わしたのか──》

　ああ、やっぱりそうだった、と私は理解してしまった。

　本当に公正なゲームだったのだろうか？　どういうふうに答えたら、１５０年前のふたりは、救われたのだろうか。

　花嫁を愛している？　それとも、女神エルズーリーを愛している？　どっちなのか、恐怖に身をすくませている私には、思いつかない。考えられなかった。

「ごめんね、カノンちゃん」また、湖春さんが謝ってきた。「これは再ゲーム。ブードゥー・ゲームの、リトライなんだって、そんなふうに先輩が言うの。だけど先輩は本当には屍体で、もう賭ける命がないでしょう？　だから、亡くした命を取り戻すためには、誰かの命をゲーム台に載せておかないと？」

　湖春さんの瞳も、やっぱりどこか奇妙だった。

　ゲームに巻きこまれておかしくなってしまったのか、先輩の影響でこんなことになってしまったのか、どっちなのかはわからない。だけど、ゼツボウはわかる。湖春さんも、ひどい真っ暗な絶望に沈んでしまって、こんなことをしている。

　全部が全部、不条理だと思う。同時に納得もしている、私もおかしい。

　うなだれてしまう。この奇妙な現実に、ひどい賭け事に、私の弱い心が耐えきれなくなりつつあった。










【穂積歌南】暗い島の浜辺／夕方の18時07分




　花音は、落としていった。わざとではない、と思う。

　だけども、これは仕掛けなのだと直感してしまう。運命というよりは、そう言ったほうがふさわしい気がした。

　神様がひとりじゃないのだとしたら、別の神様は、別のことをやりたがるかも？

　ウィッチクラフト・ショップに現れた「永遠のブライド」は、女神エルズーリーとは違う神様に「乗られて」いたのかも、と思う。だから私は、花音が落としていった人形を、小さな可愛らしいブードゥー人形を拾い上げた。

「こういうの、全然理性的じゃないし、合理的じゃないと思うんだけど、呪文があれば、なんとかなる気がする。翼紗くんは、どう思う？」

「不思議だな」と、翼紗くんはうなずく。メガネの縁に指先を滑らせた。「僕も同じ意見だ。魔法とか呪いとか、そういうの大嫌いなんだけどさ。前に、来ノ宮先輩の写真を撮っただろう。あれ、結局、シールの模様が残っていた。『おまじない』なんてものが本当にあるなら、きっと絶対に解けないんだ。タトゥーの痕こん跡せきが残る。で、あいつの、海の胸に貼られたタトゥーの模様、覚えてる？　ちょっとこの裏に正確に描ける？」

　ズボンのポケットから、なにかの紙を取りだした。茶色の紙だ。古ぼけていて、とても新しいものには見えない。

　私は静かにうなずいて、１枚の紙を受け取った。呪文の模様、タトゥー・シールの「標しるし」はしっかりと覚えている。間違えるはずがない、と自信があった。







【穂積花音】もっと暗い波の上／夕方の18時18分




　水音がした。ばしゃり、と上がってくる。

　冷たい水滴が散って、金属の手すりに丸く、いくつかの球形を作り出した。

　ヨットの船ふな舷べりに吊つるしてあったハシゴから、手すりへ。海くんの腕が見えて、髪の毛が見えて、びしょ濡れの猫っ毛がぶるぶると振り回された。さらに水滴が遠くまで跳ね散る。

　大きく息を切らせて、屈んだ背中を上下させて、海くんは飲みこんでしまった海水を吐き出した。咳せきこんだ。ようやく頭を上げたとき、鋭い色の瞳は、まっすぐ正面を見据えている。

　海くんは、ここまで、どれくらいの力で泳いできたのだろう。どんな精一杯の力を振り絞ったら、どれほどの意志があったら、追いついてくることができるのだろうか。考えると、私は耐えきれなくなってしまった。自然と涙がこぼれてしまう。

「泣くな、花音。すぐに助けるから」

　海くんの声は、かすれぎみだった。それはそうだ。呼吸がまともにできていない。頭を起こしてはいても、ギリギリの体力に見える。つりそうになった腕の筋肉が、ぶるぶると震えながら、手すりを握りしめていた。

「そんな……だって、この船まで、どうやって？」

　ほとんど呆ぼう然ぜんとしていた湖春さんが、信じられない、と言いたげな声を出す。

「あいにくだけど、この辺には、けっこう遊びに来て泳いでるんだ。この時間帯の引き波のことだって、よく知ってる。それにもうひとつ、凪なぎの時間だ。海から吹いてくる風が止まる。帆船は、風がなければ進まない。夕凪で、もたもたしてくれてたおかげで、なんとか間に合った」

《わざと、自分を引き波にさらわせたのか！　夕凪で船が停止する時間を、キッチリ計って来たのか！　いやこれは、ひょっとしたらあいつの仕業かな？　心当たりがなくもない。知恵と幸運のダンバラ・ウェイド、それに十字路の神、道筋を示すパパ・レグバの仕掛けがあれば──》

《いいえ、だけどダメ。先約は果たされなければいけない。それは、絶対の規則ルールなの》

　聞き覚えのある声だった。いつも聞いている声だ。

　真っ黒で、ものすごく深い絶望を引き連れていて、だけど本当に透き通って綺麗な声音。

　私たちがいるこのヨットに、甲板の上に、帆布の陰からゆっくりと腕を見せた。夕闇の最後の灯りに輝く、ヴェールにかぶさった金冠。はためく純白のヴェールには、点々と赤黒い染みがついている。

　亜麻色の髪は、今の薄闇の時間は、声音と同じくらい透き通った色に見えた。白と黒が混ざり合う。金銀の刺し繡しゆうで縁取られた裾の広がったドレスは、真っ白。だけども、その左右にわかれた部分から見える骨組み、奇妙にねじくれ曲がったクリノリンは、鉄格子のように尖とがって黒く見えている。心の奥底に沈む、ゼツボウの色。

　クリノリンを通して見える細い両脚が、高い踵かかとの靴が、カツンと船の床を鳴らした。

　女神エルズーリー・フレイダだ。降臨した。愛と嫉妬を司る、ブードゥー・ゲームの司会者エルズーリー・フレイダ。

《ブードゥー・ゲームへ、ようこそ》と、神様は言った。ココロの奥底まで、希望と絶望の両方を染みこませる、澄んだキレイな声だった。

《突然ですが、あなたの願いを叶かなえさせていただきます》と、エルズーリーが言う。

《ルールは簡単です。準備はいいですか？　覚悟できてますか？　次のゲームを始めましょうか？》

　私たちの足もとが変わってしまう。激しい勢いで変化する。

　１本マストは、背の高い十字架になった。真っ黒の帆布は、無数の鴉からすになって、バタバタと飛び立った。そのまま、ぐるぐるとヨットの上を回り続ける。一部の鴉たちは、舞い戻ってきて、朽ちかけた十字架マストに留まる。

　波打つ海面にも、古びた墓石が浮かび上がってきた。いくつも、いくつも。

　ヨットを中心とした「ブードゥー・ゲーム」の舞台は、「墓地空間」だった。波間に立ち並び、上下する墓石の群れ。見ている間にも、次々に背の高い十字架が浮かび上がる。立ち並ぶ。

　いつの間にか、濃霧に包まれていた。十字架に点々と吊された、ランプの灯りだけがあたりをほのかに照らしている。

《正しい手順で！　一言一句！　間違えないで唱えて！》

　愛の女神エルズーリー・フレイダが謳うたう。ブードゥー・ゲーム開始の歌を謳っていた。

《準備はいいですか？　覚悟、出来てますか？　間違えたら！　間違えたら！》

　制約の言葉がリフレインしている。神様が出てきてしまったこの時間からは、規則ルールは絶対だ。ヨットの船上、まとめられていたロープが、いつのまにか、重たそうな金属の鎖に変わっていた。

　鎖が、それぞれ、来ノ宮先輩と、湖春さんの足首に繫つながれた。ぐるぐると蛇のようにとぐろを巻いた鎖の先には、もっと重たそうな、錆びた鉄球がくくりつけられている。失敗したらどうなってしまうのか、想像するだけで脚がふるえてしまった。

「ど、どうして？」と、湖春さんが自分の足下を見つめている。私のほうを向く。「ゲームに参加するのは、再現ゲームをもう１回やるのは、あっちの子じゃないの？」

《残念ながら！　どうやら違うようなのだよ。つい先ほど、ほんのちょっとだけの変更があったのだね！》

　バロン・サムディが告げる。真っ黒なシルクハットに、蝶ネクタイ。燕えん尾び服の色も闇色だった。片手に持った錆びたステッキを、尖った先端を甲板に打ちつけた。ひび割れが走って、海くんの足もとまで伸びる。

《そう、見てのとおり。そのとおり。ココロの羅針盤は正直だ。誰と誰がペアなのか。ブードゥー・ゲームの相手は、決まってしまったようなのだね！》

「大丈夫、だ、失敗は、もうしない」

　来ノ宮先輩が、長い舌をだらりと垂らして、また戻して言った。

「ここに『朽ちた手紙』が、ある。あれには、正しい呪文が、書かれている。そういう夢を、ゼツボウだけど、希望もある夢、花嫁が見せてくれた、から」

　完全な無表情、ようやく口の形だけ笑顔にして、ズボンのポケットから手紙を取りだした。

　その目が動いて、眼球が左右に震えて、なにかを必死に探している。右目は紙切れを見つめてうつむき、左目だけが私たちを見上げてきた。

「どういうこ、とだ、これ、なにも書かれていない。白紙！　白紙だ！　いつッ！　どこで、白紙に、なったん、だ!?」

　力強い腕が、私のことを引き戻す。鎖で繫がれた湖春さんから、私のことを奪い返してくれた。海くんが、片手で私の腕をとって、あいているほうの指をあげて指し示した。

「よくわからないけど、どっかの手癖の悪いやつが、こっそりすり替えたのかな。例えば、向こうにいる翼紗じゃないのか？」

　私は海くんの腕の中で、思い出す。そうだ。歌南が落として、その『朽ちた手紙』が風に飛ばされて、どうにかキャッチしたあとに──。

　翼紗くんは、制服のズボンの砂埃をはたいていた。すりかえたのだとしたら、あの時だったに違いない。

《それでは皆さん、お待ちかね。罪状ゲーム、始めましょう？》

　女神エルズーリーが謳った。ブードゥー・ゲームは止めることはできない。

《正しい呪文を、秘密の言葉を、正しい手順で、一言一句、間違えないで──》




《レグバル　クリヤン　ザンダス

　ザンダー　アティボン　レグバル　ザンダス　イモール

　レグバル　クリヤン　クリヤン　ザンドー

　ザンダス　アティボン　レグバル　ザンドラ　イモール》




　呪文が始まった。すぐさま、復唱しなければならない。

　夢の中の言葉と、なにか違う。そうだ、これは神様の仕掛けた『厳しいゲーム』なんだ、と私は気がつく。

　賭ける代償、チップは寿命。勝てばなんでも望みが叶う。だけど、それには相応の仕掛けをクリアしなければいけない。だから、呪文がいつも同じはずがない。間違えやすいように、変えられている。

　常に、変化し続けているのだろう。そうだとするなら、『朽ちた手紙』は、１５０年の時間を超えて流れ着いた紙片には、なにか特別の、このゲームのためのウィッチクラフトが仕組まれている。そんな気がする。

　来ノ宮先輩は、必死で復唱しようとしているが、できない。

　そもそもよく回らなくなってしまっている舌で、死にかけてひび割れた唇で、あらかじめ正解がわかっていない限り、成功なんてするはずがなかったのだろう。だから、『朽ちた手紙』を欲していた。

　来ノ宮先輩の頭上に、炎がいくつも浮かんでいた。螺ら旋せんを描いて廻かい転てんしている。

　だけど、間違えるたびに、ごつりごつりと削られていく。消えていく。真っ黒な穴が空中にあいて、命の炎を吞のみこんでいった。

《犯した罪はありました》と、エルズーリーが謳う。

「犯した、罪は、ありました」泣きながら、来ノ宮先輩が復唱する。

　先輩の頭上に浮いていた炎の列が、一気に消えた。あっという間だった。20個くらいが一息に黒い穴に吞みこまれて、それですべての命の炎が消失した。じゃらじゃらと、激しく金属音が響き渡る。

　足もとだ。先輩の足首に繫がれた錘が、ヨットの甲板を滑って海中に落ちていく。

　２本の鎖と重たい錘は、左右にわかれて滑っていった。それぞれが両脚を拘束していたから、つまり、甲板の両側から海へと落下して──。

　先輩が、恐ろしい悲鳴をあげる。ぎいいいッ、と苦痛に呻うめく。

　かすかに、ギチギチと鈍く、肉と骨が鳴る音まで聞こえてきた。足首、膝ひざ、その関節が異様なほど歪んで伸びる。まるで、中世の残酷処刑のように。ぶつん、と鳴って、たぶん、関節がはずれた。だけども、呪いの錘は止められない。

　裂けた。膝のあたりが弾はじける。あたり一面に、真っ赤な血ち飛沫しぶき、それから細長くちぎれたものが飛び散った。

　聞くにたえない悲鳴は、もっともっとひどくなる。

　それでも、来ノ宮先輩の体は、呪いの錘で片足だけ持って行かれてしまったから、断裂してしまったから、もう甲板に留とどまっていなかった。

　鎖に引きずられて、先輩の体が、一瞬にして船舷を乗り越えた。

　沈んでいく。上下に揺れる墓石の群れの間を、どこまで沈んでいくのか、わからない。このあと、来ノ宮先輩がどうなるのかはわからなかったけれど、ゲーム・オーバーなんだ、ということだけは理解できてしまった。

「ゲームは、この変な、奇妙なゲームは、終わりなの……？」

　湖春さんだ。泣き声になってしまっている。だけども、許されない。女神エルズーリーの瞳には、嫉妬の炎が渦巻いていた。先輩の命は、もともと、エルズーリーに捧ささげられている、そういう契約だったのかも。

《いいえ、いいえ。全然、ゼロになっていないの。彼の寿命はもともと尽きていて、『生ける屍ゾンビ』になって私に仕えていたのだから、それがもっともっとなくなったら、じゃあ、誰がマイナスぶんを支払うの？》

　湖春さんは、泣きじゃくっていた。

　再開されたブードゥー・ゲームは、翼紗くんが予想していたように、ゼロサム・ゲームなのだろう。プラスとマイナスの収支が合わなければ、ゼロにならなければ、誰かが負債を返すまでは永遠に続けられる。

《正しい呪文を、正しい手順で、一言一句、間違えないで──》

　始まってしまう。猶予の時間さえ与えられない。湖春さんは泣きながら、どうにか呪文を復唱する。また、呪文の内容が、ほんのちょっぴり変化している。あらかじめ覚えておくことは、きっとできない。

　仕組みはわかったけれど、クリアへの道筋は見えなかった。

　湖春さんの頭の上、揺らぐ炎の数が少しずつ減っていく。ひとこと間違えるたびに、５つ燃え尽きる。螺旋形にぐるぐる廻まわる、天使の頭上に描かれる光輪ハロウのような炎の列。だけど神々しさなんてなくて、恐ろしく禍まが々まがしい。あれはきっと年数だ、と私は予感する。

　炎がひとつで、寿命１年ぶん。失敗すると黒点に吞まれていく。消えてしまう。そして、きっと全部がなくなったら──。

《犯した罪はありました》と、エルズーリーが謳う。

「犯した罪は、ありません」泣きながら、湖春さんが言った。さっきとは違うパターンだった。

　どっちが正しい？　私の心臓がドキリと跳ねる。

　結果は、同じだった。頭上を廻転する螺旋、炎の列が消えていく。来ノ宮先輩よりも、湖春さんのほうがずっとたくさん持っていたのに、全部がいっぺんに。黒い穴に吞みこまれて、消失してしまった。だから再び、同じことが起きる。

　じゃらじゃら、じゃらじゃら、重たい金属音が響き渡る。私はもう、その光景を見ていられなくて、ギュッと両目をつぶった。海中に引きこまれていくときの、悲鳴だけが耳の奥にこだまする。

　終わって、と祈ってしまう。これで終わって。望みなんてない。心の奥には、絶望しかない。ブードゥー・ゲームを続ける意味なんて、私たちにあるはずがなかった。




　鎖の音、溺おぼれていく人の悲鳴。ごぼごぼと泡立つ波。渦巻き。全部の余韻が消え去ってから、私はようやく目を開ける。だけど、まだ墓地空間は消えていない。

　十字架マストはしっかり立っていて、エルズーリー・フレイダが微笑んでいた。

《あら、またあなたなの？　あの頃から、髪型、変わった？》

　いつの話をされているのだろう、と私は不思議に思う。小首を傾げてしまう。だけど、思い出した。

　そうだった。私だって、もうこれで２回目。再プレイなんだ、と気がつく。炎と煙に巻かれた火災事故が、最初の絶望と希望を賭けたゲームだ。あの時、私は誰の命を「賭けた」のだろうか。

　命のゼロサム・ゲームだとしたら、私が生きのびた理由がある。

　考えるまでもない。決まっていた。私と歌南を救ってくれたのは、奇跡的に助かった理由は、既にいつもの「ゼツボウの夢」の中に隠されていた。真っ黒に燃えて、ねじれて捲れあがっていく命の壁紙。そのトラウマは、私たちの父親だ！

《それでは皆さん、お待ちかね。原罪ゲーム、始めましょう？》

　女神エルズーリーが謳った。ブードゥー・ゲームが続く。全然、止まっていない。

《正しい呪文を、秘密の言葉を、正しい手順で、一言一句、間違えないで──》

「……夕凪の時間が、終わった」

　海くんが言った。空を見上げていた。無数の鴉たちが飛び交っている。

　その動きに、変化がみられた。くるくる周りを回っていたはずなのに、今は、不規則に乱されていた。きっと海くんの言うとおり、風向きのせいだ。私はドキドキしながら、海くんの手に触れた。

「風向きは、こっちに変わっている。大丈夫だ、花音。きっといける」

　ギュッと手を握りかえしてくれる、海くん。その瞳が、どこかに向けられて集中していた。まっすぐの視線が、心の中を浸していたゼツボウ色を、徐々に押し戻してくれる。だから私も、たどって追ってみる。

　海くんが見ているのは、なに？　陸からの風が、なにかを運んできてくれている？

「たぶん、これって翼紗の新記録だな。そうじゃなかったら、奇跡なのかも」

　海くんが腕を伸ばす。空の一点を指さした。

　音もなく、陸風に乗って、滑るように紙飛行機が飛んでくる。見覚えがある。ヨット部倉庫の屋上で、翼紗くんが折った、あの紙飛行機の形だ。

「そう、翼紗の飛ばしたヤツだ。こっちに来る。つかまえて！」

　頭上に来たときに、私はできる限りの力でジャンプした。海くんも取ろうと手を伸ばす。私のほうがちょっとだけ近くて、かろうじて指先が触れる。だけど、届かない。ダメだった、そう思った瞬間、紙飛行機がいきなり失速した。

　くるりと引っ繰り返って、戻ってくる。まるで狙ったかのように、海くんの左胸のあたりにコツン、とぶつかった。濡れたシャツの下、海くんの心臓の位置がチカチカ輝く。とっくに剝はがれてしまっていたはずの標しるしのカタチに、どうしてか光っている。

　磁石で引かれあったかのように、不思議なくらいの偶然。私は、落ちる前に紙片をキャッチできた。

「これ、なんで飛ばしてきたの？　本当に、翼紗くんから？　なにか書いてある？」

　質問しか出てこない。見たほうが早い、と海くんが目で合図した。紙飛行機を、開いてみる。折り目をのばしていく。１枚の紙に戻す。古びた茶色い紙片だった。

「朽ちた手紙！」

　びっくりして、目が丸くなってしまう。そう呼んでいるけれど、絶対に朽ちない手紙だ。神様のウィッチクラフトで、時間が縛られている。呪文がシッカリと書かれていて、今まで聞いたのとは、また違う言葉だった。

　裏面には、マーカーで書き足された図柄も描かれていた。海くんは泳いできて、足の先までずぶ濡れだったから、制服のシャツが半ば透けてしまっている。手紙の図柄とそっくり同じ。十字架に蛇が絡んでいる模様で、「ダンバラ・ウェイド」という神様の標しるしらしい。

　もしかしたら、その神様が手紙と海くんの間を繫げて、目に見えない磁力のようなもので引っぱって、紙飛行機をここまで飛ばしたのかも。真相はわからない。だけど、もう十分だった。

　クリアへの道筋が見えた、と私は思う。海くんだって、そう考えているはず。

　なによりも美しい、嫉妬深い女神エルズーリー・フレイダが、呪文を謳い始める。




《レグバル　クリヤン　クリヤン　ザンダス

　ザンダス　アティボン　レグバル　ザンドラ　イモール

　レグバル　クリヤン　ザンダス

　アティボン　レガトル　アルバン　ザンドラ　イモール》




　複雑な呪文。ほんのちょっぴりずつ、罠のように変えられている秘密の言葉。

　だけれども、私たち、私と海くんは、ふたり揃って復唱する。きちんと歌い続けることができる。

　私たちふたりで、並んで手に持った『朽ちた手紙』だ。

　導きの神様、十字路の神パパ・レグバのウィッチクラフトは、ブードゥー・ゲームの反則には、ならないらしい。歌詞カードのように読みあげても、不正行為とはみなされていない。だから罰せられず、頭上の命の炎も消えず、ゲームが続行しているのだろう。

　完かん璧ぺきに順調だった。進行していく。心の奥にわだかまっていた真っ黒いゼツボウの色が、少しずつ少しずつ、光の白で塗り替えられていく。

　助けに来てくれた海くん。手紙の裏にパパ・レグバの標しるしを描いてくれた歌南。そして、完璧な紙飛行機の形に折りあげて、奇跡的に届けてくれた翼紗くん。みんなのおかげだ。全員の力で、ゲーム・クリアへの道筋が見えていた。

　次は、きっと問題の箇所に来る。私は身構えて、ドキドキと緊張している。

《犯した罪はありました》

　エルズーリーが謳う。澄んだキレイな声で。リバーブする余韻は、教会の鐘の音のようだ。リン、リン、ゴーンと、遠くから実際に響いてきている錯覚もある。鴉たちの羽ばたき、鳴き声が混ざって、上から真っ黒な羽が舞い落ちてくる。
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　私と海くんは、お互いに視線を向け合っていた。どうする？　そう、たずねられた気がする。海くんの瞳に、一瞬、迷いが見えた。

　私は『朽ちた手紙』から手を離して、海くんの手を握った。ギュッと、力をこめて。

　断言しなければいけない。今、これは「原罪ゲーム」だ。黒いゼツボウを抱えている私も、きっと海くんだって再ゲームなのだから、１回目のそれとは違うはず。握りしめたことで伝わった、と信じたい。

　ふたりで、声を出した。ほとんど同時に、重なるように。

「犯した罪は、ありました！」

　そうだ。私たちは事故で、最も親しい人の寿命を「もらって」生きている。心の奥が、ズキリと痛む。本当の意味で自覚できる。頭上に廻転する炎の数は、来ノ宮先輩や、湖春さんと比べて、ずっとずっと多かった。もらったぶんだ。

　復唱できなかったのだから、それは間違いとしてカウントされる。

　私たちはそれぞれ、20個くらいの炎が一気に消えた。真っ黒い穴に吞みこまれていく。きっと消えた数の年数ぶんだけ、命も消失したのだと思う。だけどそれは、もともと託されていた部分だ。

　もしかしたら原罪があるから、いずれ天国とは違う場所へと連れていかれるのかもしれないけれど、大切な肉親から受け継がれた「寿命」は、まだ尽きていない。

《おお、これは、なんという結末だ！》主神、バロン・サムディが高笑いした。《愛いとしいエルズーリー。愛されるべきエルズーリー・フレイダ。これを予想できていたのかな？　正しい結末ということで、よろしいのかな？》

　ステッキを振り上げ、両手を大きく左右に広げて、大きく口を開いて笑っている。心底楽しそうな、同時に皮肉めいた表情。バロン・サムディの真っ黒い燕尾服の裾が、バタバタと激しい風に揺れていた。

　どんどん、どんどん、波間に揺れる墓石が沈んでいく。海中深く没していく。鴉たちも飛び去っていった。ギャアギャアという鳴き声は遠ざかる。

　私たちの周囲に舞い降りていた黒い羽が、いつのまにか真っ白に変化していて、チカチカと輝いて見えた。まばゆい。そのまぶしさの中に、エルズーリー・フレイダが優雅そうに立っている。

《ちょっぴり残念。だけども、おめでとう──》

　ゲーム・クリアだ、と私は信じた。海くんと視線を合わせる。

　バロン・サムディの高笑いは、まだ続いていた。それが不思議だ、と思う。墓地空間から出て行けていない。




《なぜならば、『朽ちた手紙』は、永遠のブライドのためのもの》

　３人目の神様が、十字架の上に座っていた。１本マストが変化した十字架だ。その左右に張りだした片方に、両脚を組んで軽々と腰を下ろしている。

　バロン・サムディと似たような格好、違うのは、色だった。目深にかぶったシルクハットの色が、チェス盤のような白黒模様。蝶ネクタイは、血の色の真紅。ばたばたと風にたなびくコートは、白と黒の半分ずつにわかれていた。

《最初から、そういうふうに仕組んでいたのですね。囚とらわれた「花嫁ブライド」の狙いは、そこにあったのです。だから君たちが、彼女のウィッチクラフトを使って成功して、ようやく今、ブードゥー・ゲームの「呪い」から逃れられた。花嫁の『生ける屍ゾンビ』化は解除される。縛られていた命の合計が、１人ぶん「マイナス」になったのですよ。さて、では？》

　パパ・レグバの問いかけに、エルズーリー・フレイダが、ニッコリと笑った。

《そうね、そうね。ああ、もう。これで『永遠の花嫁ブライド』は解放しなくちゃいけなくなって、私のステキな乗り物が、なくなっちゃったわ。だけどきっと大丈夫。だって、寿命の差し引きは、必ずゼロだもの。そういう規則ルールなの》

《花嫁が「時獄」からいなくなったぶん、命の負債を支払ったぶん、誰かが代償を『賭け金』として積まないと、だな！》

　バロン・サムディが楽しげに叫び、エルズーリーがたずねる。

《じゃあ、どっちが支払ってくれるの？　あなた？　それとも、そっちの子？》

　畏い怖ふすべき笑みだった。私のココロに再び絶望が忍び寄り、凍りつくような恐怖に、手も脚も震えてしまう。あれは、絶対に人間のものじゃない。きっと人の命なんて、朽ちかけた紙切れほどにも思っていないのだろう。

《その通り、その通り！》と、パパ・レグバが言う。《これは、しかたがないのです。そういうことなら、新しいゲームの始まりですね？》

「俺が負ける。その負債を支払う。エルズーリー、お前に仕えればいいんだろう？」

　海くんだ。神様たちを、まっすぐ、にらみつけている。畏怖すべき相手を前にして、どうしてこんなに強くいられるのだろう。

「ダメ、海くん、やめて」

　私は、海くんの腕をとる。すがるようにして、だけど、どんなことをしても止めなければいけない。仕えるというのは、『生ける屍ゾンビ』にされてしまう、ということだ。少しずつ腐敗していく、だけども誰にも気づいてもらえない。生と死の中間に置かれて、永遠の絶望を体験し続けなければならなくなる。

《そうそう、ダメだ、全然ダメなのだよ。そういう出来レースは、ブードゥー・ゲームでは許されない！》

　バロン・サムディの笑いは、すっかり嘲ちよう笑しように変わっていた。

　長い腕を一振りして、ヨットの上に、魂を縫いつける「呪術ミシン」を出現させる。錆びた巨大な金属、ガチガチ、ガチガチと針を高速で動かす恐怖の呪い機械は、夢の中でも見たことがあった。

《さあ、ビットだ！　最高のブードゥー・ゲームの始まりだ。大いに愉たのしもう！》

《一言一句、間違えないで、正しい言葉を唱えてくださいね？》

　エルズーリー・フレイダが微笑む。

《故意の間違いは、私のほうで見張らせていただきます。どちらかが、わざと敗北を選んだなら、両方とも失格でゾンビです！》と、パパ・レグバ。

　残酷なゲームは、始まってしまう。３度目だ。

　私は、海くんが考えていることがわかる。きっと、私と同じことを想っている。どうやって、海くんを助けたらいいのだろう。命のゼロサム・ゲーム。だとすれば、敗者は絶対に必要だ。

　どこかで嚙み合わなくなってしまった歯車を、マイナスになった計算を、誰かがゼロまで戻さなければいけない。それ以外に、ブードゥー・ゲームを終わらせる手段はないのだと、今は信じられた。

　私は、海くんを助けたい。だけどきっと、海くんも同じことを考えている。どうしてこんなことに、なってしまったのか。お互いに助けたいと想っているのに、そのためには、相手を出し抜かなければいけないなんて──。




《レグバル　クリヤン　ザンダス　アティボン　レガトル　アルバン　ザンドラ　イモール》




　呪文は変化し続ける。ちょっぴりずつの違い。だけど私たちは、再プレイを３度も重ねてきた。

　間違いは、少ない。お互いにそこは良くわかっている。問題は、合間合間に挟まってくる、例の罠だ。どちらを答えるのが正解なのか。間違えていいのか、正しく復唱すべきなのか。すぐに選択の時間がやってくる。

《犯シタ罪ヲ告白セヨ》今までと、まるで違う質問だ！

　復唱すれば、命の炎は消えるだろう。だけれど、その数はきっと少ない。

　正しく答えるべきだ。この場合の「正しく」というのは、なに？　早く考えて！　と自分を叱しつ咤たする。海くんよりも早く宣言してしまえば、敗北はきっと私のほうに来るだろう。それできっと、差し引きゼロ。呪いのゲームは終了してくれるはず。

「犯した罪は、ありました！」

　叫ぶことができた。一瞬だけど、早い。海くんが「罪」と口にしたときには、既に私のほうは、全部を言い終わっていた。

　だけど、これは本当のこと。ブードゥー・ゲームであり、同時に原罪ゲーム。私は父親を敗者にして、その命をもらって火災事故を生きのびたのだから、罪はある。正しいことを言えたのだから、きっと大丈夫だ。ゼツボウからは逃れられる。

　私の頭上を廻転していた炎の列が、20個くらい、いっぺんに消えた。もうこれで、全部だった。６年前の事故でもらっていたぶんも使い果たして、自分が元々持っていたぶんも尽きてしまい、残りゼロ。

　ゼツボウの夢で見たのと、同じ光景だった。

　私は、幾重もの革ベルトで拘束されていく。船上に据え付けられた、巨大な機械が見える。真っ黒い、直径１メートルほどの巨大な弾み車が、ぐるぐる回転していた。私は、革ベルトに引きずられて、呪術ミシンへと送りこまれていく。

　ガチガチ、ガチガチ。高速で動く血まみれの針が、上下している。

　ガチガチ、ガチガチ、ガチガチ、ガチガチ。

　呪術ミシンの針の音。だけれども、私は、そちらには引っぱっていかれない。

　途中から分岐している。ヨットの上から、暗い波間の上へ。錆びた鋼鉄のレールが敷かれて、私の体は、自動的にそちらへと送られる。行き先に見えるのは、ものすごく大きな「断頭台」だった。きっと、「天獄」へと続いている。

　なぜって、私は原罪をきちんと告白できたから、『生ける屍ゾンビ』になる義務はない。

　それは私の予想だけれど、規則ルール通りなのはほとんど間違いなくて、その証拠に、女神エルズーリーが、残念そうな笑顔を見せていた。同時に、祝福もしてくれている。残酷な処刑と、芳しい祝福。永遠に生き続ける「生」と、ある意味では幸せな「死」。相反するはずのものを司る、本当に強い神様だ。




　これでブードゥー・ゲームは終了。そのはずだった。

　砂時計の砂が落ちきるように、サラサラと１本マストの十字架が消え去っていく、本当にその直前。海くんが、叫んだ。きっと、最後の瞬間を狙っていた。

「犯した罪は、ありません！」

　だけど、それはどうなるの？　私は混乱する。どちらが優先されるのか。私は所持していた罪を、正しく告白した。海くんは遅れて、噓をついた。

　結果が予想できない。ぐるぐると考えが回って、まるで景色まで廻転して、なにもかもわからなかった。考えつくことなんて、まるでなかった。

　私を捕らえていた処刑呪具が停止した。黒い革ベルトが、次々と弾けるように飛ぶ。私は、解放されてしまう。

　逆に、海くんが拘束されていく。同じ革ベルトが海くんの体へと這はっていき、蛇のように巻き付き、レールの上に乗せてしまう。ダメ、と思う。そちら側には、希望がない。ガチガチ、ガチガチと鳴る機械だ。廻転する恐ろしい弾み車。

　機械の中に送りこまれた、海くんの体に針が突き刺さる。血飛沫を跳ね散らしながら、真っ黒な糸でかがっていく。縫いつけていく。苦痛に呻くけれど、海くんは悲鳴をあげない。ゼツボウと痛みに、どうやってか耐えている。

「どうしてっ!?　だって、そんな、なんで海くんが──」

　まともに見ていることはできない。目を閉じたい。顔をそむけたい。ひどい恐怖と絶望に心臓が捕まえられて、身じろぎひとつできなかった。海くんは耐えているのに、私のほうが、悲鳴のように叫んでしまった。

《ああ、時間差ですね。たしかにそういう規則ルールは、なかったのですね。これは、誰かがしてやられた、ということでしょう！》と、パパ・レグバが言った。

《この魂は、とてもいいものだ》バロン・サムディが、歓喜に笑う。《最高に素晴らしい魂じゃないか。まさに、神々の『乗られ手』として、ふさわしい。最後まで縫い針の苦痛を耐えきるなんて、悲鳴のひとつもあげないなんて、本当にびっくりなのだよ！　バルバルス、ブレイブ、ブラーヴォ！　勇敢なる『生ける屍ゾンビ』に拍手喝かつ采さいを！》

　パチパチ、パチパチと、バロン・サムディが両手を打ち合わせて笑っている。

　そのかたわらで、女神エルズーリーも微笑んでいた。まぶしいほど神々しく、目を逸そらせないほど綺麗で、あくまでも残酷。それらの性質と同時に、純粋無む垢くな、「罪」というものをまったく知らない笑顔でもある。

　私は、ブードゥー・ゲームの行方を、勝負の結果を理解してしまった。

　そうだ。私はたしかに、誰かに「命を奪う呪い」を押しつけたことを、正直に「罪」を告白した。その時点で敗北が決定したはずだった。

　だけど、永遠のゼツボウを生きるのは嫌だったから、「断頭処刑」はされても、きっちり死へと運んでくれそうなほうを選択した。私の「残りの人生」ぶんの寿命が消費されることで、負債のあった「命の総量」がゼロになる。

　きっと海くんは、私がそうすることを、予想していたのだろう。

　私だって海くんを出し抜いて、どうにかして助けたいと思っていたから、それはわかる。つまり、うわてだった。海くんは、敗者決定からゲーム終了の間の、わずかな数秒を利用して「罪はありません」と、間違えて唱えてしまった。だから敗北が移動した。

　そういうのが意図的なことなのは、間違いない。

　とっさに思いついたのか、ずっと考えていたのかは、わからないけれど。

　墓地空間が消えていく。濃霧が晴れて、星空が見え始めた。小一時間ほどが経っていたのだろうか。

　今が何時なのかわからないけれど、すっかり陸風に変わっていた。私は、ひとりヨットの上に取り残されている。操船方法なんて知らないから、流れに任せるしかない。海くんの言葉が、思い起こされた。

　帆船は、横風を受けて進む。海流の流れと、斜め前からの風が、私を自然に引き寄せていったのかもしれない。真っ黒くそびえる小島。入り江が見えた。炎の明かりが灯ともっていて、きっと焚たき火だ、と思う。

　小さく向こうに見える人影は、歌南と翼紗くんだろう。

　私は甲板に屈みこんで、横たわった海くんの胸もとに触れた。心臓の鼓動は、ほんのわずか。体温は残っている。つまり、まだ『乗られ手』として、作りたて、ということ。これからなにができるのか、歌南たちと相談しなければ、と強く強く思う。

　ブードゥー・ゲームは終了した。

　ところで、じゃあ、私の手の中に残っているものは？

　それは、いったいどんなもの？







　エピローグ　賞金プライズと代償プライス







【穂積花音】現在・７月31日




　外ではセミが鳴いている。ジワジワ、ジワジワと、とてもうるさい。

　私たちの学校は、もう夏休みに入っていた。今日は、７月最後の日。翼紗くんが、私たちの家に遊びに来ることになっている。

　引っ越しはすっかり済んでいて、この物件を紹介してくれたのは翼紗くんだったから、お礼にお菓子でもご馳ち走そうしよう、と歌南と話し合ったのが、先日のこと。新しく越してきた家は、かなり広い。

　そもそも近所に住んでいる翼紗くんが、けっこう金持ちの家の息子。私たちが母親を説得して買わせた家も、そのツテだけあって、かなり豪華なように見える。出費はものすごかったけれど、必要なことだからしかたない。

「花音、そんなの、ちゃんとしまっておかないとダメだよ」

　リビングのソファに座っていた私の隣に、歌南が腰を下ろす。手元をのぞきこんでくる。

　ふんわりショートの髪の毛が頰に触れてきて、くすぐったい。だけど肩を寄せられてお互いの体温が感じられると、安心できる。ゼツボウの夢だって、なかったことにできそうに思える。

「だって、確認しておかないと。これからだって大切な資金だから」

　手元にあるのは、預金通帳だ。引っ越しの資金に使って、ちょうどいい地下室の中に、大きな冷蔵庫だって購入した。さっきだって、ほんのちょっぴりのお小遣いをおろしてきたところ。

　翼紗くんをお持てなしする、お菓子作りの材料をテーブルの上で確認しながら、生活費も少しくらい手元に置いておかないとね、なんて歌南と話す。

「ねえ、歌南。この金額って、私たちふたりだと、どんなに贅ぜい沢たくしたって使い切れる感じじゃないよね？」

「ダメ。規則ルール通りに、きちんと獲得したんだから、本当に大事にしないと」と、歌南は冷静な声で言う。

「これからなにがあるのか、わからないでしょ？　お父さんの『管財人』だったっていう人は、たぶん、あれも『乗られ手』だよ。言葉の感じからすると、３人のうちで、パパ・レグバだと思う」

「うん……そうだよね。どうしてか、お母さんだって全部納得して、私たちに全部まかせてくれるとか、絶対におかしいし」

「望むものはなんでも、って言ってた、最初の規則ルールと質問クイズ。夢の中のことだったし、ずっと疑っていたけど、本当だったね」

　歌南は、通帳の数字を指さした。これは、「父親の残していた遺産」ということになっている。だけど本当には違う。管財人の振る舞いは、いつもどこか奇妙だったし、不思議に思うことは全部、ブードゥー・ゲームでの体験と一致した。

　歌南の言うとおりだ。手のひらに「十字架と蛇」のタトゥーが入っているあれは、きっと十字路の神様パパ・レグバ。どこかから持ってきた『生ける屍ゾンビ』に乗って、私たちの願いを叶かなえてくれているのだろう。

　それは、悪くはないことだ。私たちにとって、絶対に必要なものだから。

　罪悪感はない。原罪ゲームで、「罪」はキッパリ清算されている。

「海くんの妹さんは？　もう、アメリカで治療受けてるの？」

「それもきっと大丈夫」私は、しっかりとうなずく。「再生治療で、半年もあればきっと歩けるようになるって。この賞金の一部を使ったというのもあるけど、あの神様って、元々は向こうの神様なんでしょ？　だったら──」

「そうかも。奇跡だって期待させてもらわないと。せっかくなんだし」

　歌南の言うとおりだ。海くんの本当の狙いは、そこにあったのかもしれない、と思わなくもない。私が勝ったら、そういうことにブードゥー・ゲームの報酬を使うって、信じてもらえていた。

　もしそうなら、海くんはどっちにしても「負け」だけは、なかったのかもしれない。

「あ、そうだ。そろそろ作り始めないと、間に合わないよね？」

　私は預金通帳をパタンと閉じて、歌南に渡す。

「うん。下ごしらえの必要なものとかは、昨日のうちに用意してあるけど。あとは焼いたりとかで、２時間くらい？」

「それくらいかな。翼紗くんにはお世話になったし、ゲームでも助けてもらったし、美味しいお礼、ちゃんとしないと」

「じゃあ、これしまってから、キッチン見てくる。花音は冷蔵庫のほう、お願い」

「わかってる。ちょっとだけ確認して、すぐ戻るから」

　私はうなずく。スリッパをはいて、パタパタ小走りに駆ける。

　わざわざ大きな地下室がある邸宅を購入したのには、もちろん理由があった。何度もココロの中で繰り返してしまうけれど、「絶対に必要」だから。

　ゼツボウの夢は、本当には終わっていない。私も歌南も良くわかっているし、翼紗くんにも知らせてある。

　階段を降りていくと、ひんやり。床から冷気が立ちのぼっているかのよう。

　うちの地下室には、巨大な業務用冷蔵庫が置かれている。ブブブブとかすかな、重たげな機械音をたて続けていた。私たちはそれを、決して止めることはない。動かしっぱなしにする覚悟がある。

　すべてが終わるまで。絶望を振り払って、全部を全部、消してしまえるまで。

　私は、冷蔵庫を開けた。上のほうの段では、お菓子作りに使う生地を冷やして寝かせておいた。

　一番下の大きな棚には、氷点とほとんど同じ温度で維持してある場所には、一番大切なものが保存されている。

　そう、私は、いつか復活させる。冷蔵保存している、この「片瀬海」くんを。

　総量がゼロであればいい、そういうことでいいという規則ルールなら、またブードゥー・ゲームが開催されればいい。今は足りていない、ひとりぶんの「マイナス」を誰かに押しつけることができるのなら、助けることができるはず。

　スマートフォンに、ＳＮＳの新着があった。見てみると、翼紗くんからだ。『約束の時間には行く。ところで、ゲームを続けるの？』と、短い文面。そっけなさすぎて、ちょっぴりおかしい。

　私は、それに返信する。タッチパネルに指先を滑らせた。
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　突然ですが、あとがきを始めさせていただきます。鳥居羊です。

　ＰＨＰ研究所から発刊している『こちら、幸福安心委員会です。』の小説版シリーズもそうですが、今回のこの『永遠に幸せになる方法、見つけました…が。』も、ジャンルとしてはライトノベルから完全に離れた、どちらかというと児童小説に分類されるものを目指しました。

　そして、「ホラー小説」です。純ホラーではないという意味では、フレドリック・ブラウンの『73光年の妖怪』などの影響を、それに大人から子どもまで楽しめる「ホラー」ということでは、小野不由美の作品にも影響を受けております。

　そんなわけですので、年齢にとらわれず、現代版「ゴシック・ホラー」の亜種として楽しんでいただければ幸いです。

　また、作中に出てくる固有名詞は、できるだけ古クレオール語の発音に沿った形で表記しております。重要な神様として登場する「エルズーリー・フレイダ」や「パパ・レグバ」、また、ブードゥー教の司祭「フーンガン」などです。

　今の時代、情報はなんでもインターネットから出てくる、と思っているかたも多いかもしれません。ところが実は、ちょっとした専門的な分野に踏みこもうとすると、なかなかネットでは入手しづらいことが、けっこうよくあるんです。

　例えばフーンガンの発音に関しても、そうでした。「houngan」をどうカタカナで表記するか。角川第三本社ビルまで著者校正に出かけた際に、手もとに参考資料がなくて困った、なんてこともありました（結局、帰ってから、本棚をひっくり返して調べたのです）。

　好奇心。今回、皆さまの案内役になってもらいたいものは、ココロの奥底に隠れている、好奇心の衝動です。ホラー小説の本質もそこにあるのでは、と思っております。恐い、だけれども、正体を突きとめたい。危ないとわかっていても、ついつい調べに行ってしまう。ホラー物語の定番ですね！

　さて、そろそろ取り留めのないあとがきも最後ですが、例によってこの物語は、うたたＰさん、woguraさんとのコラボ曲から派生しております。「永遠に幸せになる方法、見つけました。」、こちらで、私は作詞をやらせていただきました。ホラーです。そしてリズミカルでもあります。いつもの「本気の遊び」も随所に入っております。

　詳細は、すぐあとのページで、うたたＰさんが解説してくれると思いますので、これ以上は語りません。ともかく、多くの視聴者・読者である皆さまの応援あってこそ、「作品」というのは世の中に出ていく、ということです。ですので、本当の本当に、皆さまには大感謝。全方面に足を向けて寝られません。そんな日々でございます。

　今後とも「やるだけのことをやってしまおう」という全力スタンスを貫いていきますので、ご声援、応援などでバックアップしていただければ、創作エネルギーに変換して、まっすぐ前のめりに突進していきたいと思います。がんばりますので、よろしくお願いいたします！


鳥居　羊









　永遠に幸せになる方法を見つけたうたたＰです、どうもおはようございます。噓です。

　現実世界でも厨二病のせいか時々「永遠の幸せってなんだろうなぁ…」と、ちょっと考えたりします。

　不老不死の力と絶対的な武力を得て世界征服をし、すべての人間たちを我が僕として支配してくれよう…ウハハハ!!　とはならず、結局行き着くところは特に大きな心配事もなく仕事合間の休憩時間に美味しいコーヒーでも啜りながら一服しているその瞬間が続くのであれば幸せ、地味や！

　あとは特に今思うのはこの小説も当然含めてですが、「永遠に幸せになる方法、見つけました。」の楽曲等、こうやって創作活動を続けられていることって幸せだなぁと心から思っています、やっぱりこれが一番かな！

　これは皆様の応援あってこそなので、応援してくださっている皆様には本当に感謝しています！

　これからもこのコラボ活動、そして「うたたＰ」を宜しくお願いいたします！





うたたＰ



















うたたＰ

ＶＯＣＡＬＯＩＤ曲のプロデューサー。トランス系の曲を中心に投稿しており、ＶＯＣＡＬＯＩＤ楽曲におけるトランスジャンルの先駆者となる。

２００７年にはミクトランスの金字塔、『ストラトスフィア』がヒットし一躍有名Ｐに。

代表作『こちら、幸福安心委員会です。（初音ミク）』、『永遠に幸せになる方法、見つけました。（初音ミク）』は動画投稿サイトにて一大ムーブメントを生みだした。




鳥居羊【とりい・ひつじ】

作家。２００６年『ＳＡＳスペシャル・アナスタシア・サービス』で第１回ノベルジャパン大賞優秀賞受賞、同書でデビュー。

２０１２年からボカロＰである、うたたＰ氏と楽曲制作をコラボ。『こちら、幸福安心委員会です。』、『永遠に幸せになる方法、見つけました。』『一途な片思い、実らせたい小さな幸せ』等数多くのヒット楽曲の作詞を手掛ける。




wogura

うたたＰ氏が手掛けるＶＯＣＡＬＯＩＤ楽曲やノベライズ作品のイラストを担当。かわいさと狂気を含んだ２面性を持つイラストが話題を呼んだ。

他、『奥様は惨殺少女』（メディアファクトリー）、『リアル鬼ごっこ』（小学館ジュニア文庫）イラスト等。












永えい遠えんに幸しあわせになる方ほう法ほう、見みつけました…が。




～わたしたちはゼツボウのゆめを見みる～








原作／うたたＰピー＆鳥とり居い 羊ひつじ

著者／鳥とり居い 羊ひつじ

イラスト／woguraヲグラ
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